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サービスセンター

対話で創る

主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング
生物　
東京都・私立昭和女子大学附属昭和中学校・高校　山下兼彦

地理　
大分県立日田高校　筬島朋子

指導変革の軌跡
青森県立五所川原農林高校
茨城県・私立江戸川学園取手中・高校

おさじま

と り で

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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２０１８年度以降入試活用予定大学 は256大学
スコアが活用できる大学やその他の情報は公式Webサイトをご覧ください。

GTEC CBT 検　索詳しくは GTEC CBT
公式ホームページをご覧ください。

2
特長

1
特長

ジーテック シービーティー

のスコアは
大学入試に活用できます。

「留学の成果測定」や
「英語力の育成」にも
ご活用いただけます。

3
特長

高校生に最適な出題。

4
特長 全国４７都道府県の

公開会場で受検可能です。

2018年1月6日●土～2月22日●木
※年度内２回まで受検可能

２０１8年２０１7年度

申込期間

検定料

検定日 ３月２5日●日

９,７２０円（消費税８％込み）

CEES（一般財団法人 進学基準研究機構）は、グロー
バル人材の育成を目的に設立された団体であり、 
GTEC CBTをベネッセコーポレーションと共催します。

ジーテック シービーティー

英語4技能を多角的に測定する新・英語検定

ListeningSpeaking Writing Reading

※2017 年８月 31 日時点の情報です。
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情熱教師 F i l e 5

今月の表紙　東京都・国立東京学芸大学附属国際中等教育学校　杉本紀子先生

生 徒 と 紡 ぐ

杉本紀子先生　教職歴 24 年。同校
に赴任して21年目。主幹教諭。進路
指導主事。ＳＧＨ委員会主任。

東京都・国立東京学芸大学附属国際中等教育学校　全日制／普通科／共学／１学年
約130人／ 2017年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、東京大、京都大など
に29人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ266人が合格。

広がる世界、広げる世界
　　　小学生にプログラミングを教える私たちの活動

「Programming Of the Kids By the Kids For the 
Kids.」が５年目になり、今はスーパーグローバルハイ
スクール（以下、SGH）の課題研究として、企業と共
同でワークショップを開催したり、訪問する学校数を
増やしたりと、活動範囲はかなり広がりました。
　　　自分たちで訪問先の学校を見つけてきたり、企
業と連絡を取って計画を立てたりする行動力は、正直、
先生以上だなと思うことがあります。
　　　最初はプログラミングが何かすら知らない子ど
もたちが、最後には自力でゲームを作り「できたよ！」
と見せてくれる時にやりがいを感じます。勉強や部活
動との両立は大変だけれど、またやりたいと思うんです。
　　　学校外の人と話す機会がたくさんあるのも、楽
しくて刺激を受けています。今までで一番苦労したの
は、去年参加した SGH 指定校の発表会です。発表は
中１から何度も経験していたけれど、あの時の練習で
は先生からいろいろ指摘されてへこたれそうでした。
　　　初めて参加する公的な SGH 発表会だったから、
研究の信頼性をいかに高めるか、発表会のテーマに

沿った内容になっているか、厳しく指摘したよね。
　　　スライドの内容や発表時の姿勢など、見やすく
分かりやすく伝える重要性を学びました。ポスター発
表もプレゼンテーションも金賞を受賞し、先生から「よ
く頑張ったね」と言われて、すごくうれしかったです。
　　　審査員から高評価を受けて、みんなで大喜びし
たよね。でも、先生としては、発表会でみんなが他校
の発表をしっかり聞いて、先生の予想以上に的確な質
問をしていたのがうれしかったな。
　　　それまで、質問をすると相手の発表が不十分だ
と言っているような気がしていましたが、実際に自分
が発表した後、質問をされると、研究内容に関心を持っ
てくれているんだとうれしくなりました。先生が「質
問は相手へのリスペクトだ」と言われていた意味が分
かって、それからは相手の発言をしっかり聞いて質問
をしたり、感想を言ったりするようになりました。
　　　授業も大切だけれど、体験でしか学べないこと
もたくさんあります。SGH の活動はその１つです。み
んなが安心して社会に出て、たくさんの多様な体験が
できるよう、これからも後押しをしていくね。

生徒

生徒

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

先生

任校では、 たくさんの先生方から、様々なこ

とを教わりました。もちろん、経験が浅い私

なりに、授業、クラス経営、部活動などと、それぞ

れの指導場面で一生懸命に取り組んでいました。で

も、今改めて振り返ってみると一つひとつの指導が、

それぞれの生徒を理解し、育てるものとして十分に

結びついてはいなかったかもしれません。

　そんな私に対して、いろいろな先生が折に触れて

「生徒への接し方」をアドバイスしてくれました。先

生方がそれぞれの言葉で私に教えてくださろうとし

ていたのは、「生徒に大きな影響を与える教師として、

『もっと自分に責任を持て』」ということだと

私は気がつきました。当時、教科指導に力を入れて

いた私が、「生徒指導、進路指導、教科指導はすべて

が互いにつながっている。だから生徒指導の際には、

生徒に集団の中で学び、働くという進路指導につい

ても意識させる必要があり、教科指導では、生徒の

生活面の変化などの生徒指導にも目を向けなければ

いけない」と、１人の生徒を多面的に見る教師の責

任の重大さを理解したのです。

　先輩方からアドバイスをいただいた場面は、今で

も鮮明に覚えています。それは、学びの価値が私の

成長とともにさらに大きくなり、その言葉が発せら

れた瞬間がより深く心に刻まれるからかもしれませ

ん。他者からの学びが自分の血肉として、変化して

いく時間と言えるでしょう。

者を育てる言葉は、発する側と受け取る側の

関係で変わってくるのだと思います。それは、

教師間はもちろん、教師と生徒の関係でも同じです。

同様の指導でも、この生徒にはこの言葉で響くけれ

ど、この生徒には別の言葉の方が響くといったこと

はよくあります。また、同じ生徒への指導でも、タ

イミングが違えば選択すべき言葉は全く変わります。

指導には、「これしかない」という正解が存在せず、

時に誤解やすれ違いも起こってしまいますが、それ

でも恐れずに、自分に責任を持って思いを語り続け

るのが、「教師」という仕事なのだと思います。

　学校も１つの社会ですから、そこにはいろいろな

生徒、先生がいます。何事にも熱い人もいれば、ド

ライな人もいます。特に最近は、生徒も教師もそう

した差異が大きくなっている気がします。それでも

私は、「そういう人だから仕方ない」「言っても無駄」

などとは思いたくはありません。差異は認めた上で、

「この学校では教師も生徒も、誰もが少しずつでも変

わりたい、よくなりたいと願っている」と信じて、

目の前の生徒、そして同僚へのよりよい言葉を探し

ていきたいと思っています。「いつか、きっと伝わる」

という信頼を持ち続ける大切さも、私がこれまでの

教師生活の中で学んだことの１つです。

会は今、個を尊重する時代です。それは大切

な考え方だと思います。ただ、個を尊重する

ことと、それぞれの個が孤立してしまうことは決し

て同じではありません。どんな声かけが効果的なの

かなどはまだまだ勉強中ですが、今後も先生方と同

じ方向を向いて、日々努力していきたいと思ってい

ます。

No. 005
静岡県・沼津市立沼津高校・中等部

谷野公彦先生
やの・きみひこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職 歴23 年。同校に赴任して７年目。
教務主任。数学科。 

静岡県・沼津市立沼津高校・中等部　全日制
／普通科／共学／１学年約 200人／2017
年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、
北海道大、筑波大、横浜国立大などに22
人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京
理科大、明治大などに延べ 173 人が合格。
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12 月 C O N T E N T S
特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

指導変革の軌跡

「学校教育デザイン」を描く❹

2校の事例に見る
実践のポイント

２年生　３学期
受験シミュレーションシート

 20 生物
  東京都・私立昭和女子大学附属昭和中学校・高校
  山下兼彦
  納得解を追求するグループの学び合いで、
  主体的に思考し続ける生徒を育成

 24 地理
  大分県立日

ひ た

田高校　筬
お さ

島
じ ま

朋子
  「なぜ？」「どうして？」と問い続け
  因果関係を考えさせることで、「地理」の本質に迫らせる

  「もっと自分に責任を持て」
  静岡県・沼津市立沼津高校・中等部　谷野公彦

 28 青森県立五所川原農林高校
  グローバル人材の育成
  「GLOBAL G

ギ ャ ッ プ

.A.P.」への挑戦を通して、
  地域の農業の発展を支える人材を育成

 32 茨城県・私立江戸川学園取
とり

手
で

中・高校
  理数教育
  理数融合型の協働学習「メディカルサイエンス」で、
  生徒の深い学びを実現

 4 実践事例

  ２つの学校が次代を見据えて、
  「学校教育デザイン」の構築に着手
 4  千葉県立幕張総合高校
   進路・学習指導の体系化を機に、
   育成を目指す資質・能力の明確化、教育活動の改善を図る
 10  岡山県立林野高校
   「育てたい生徒像」を丁寧に語り合い、
   方針、目標へと段階的に具体化
 16 実践を振り返って

  学校教育目標を実質化し、
  高校教育の質の向上に結びつけるために
  千葉県立幕張総合高校　教頭　酒井一成、真田信弘／岡山県立林野高校　校長　三浦隆志、安東幸信

2

36

20

巻末

48

28
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対話で創る
◎「主体的・対話的で深い学び」
に象徴されるように、「対話」は
今後の学校教育のキーワードの１
つです。昨年末に公表された中央
教育審議会の答申に「教員研修
自体の在り方を、『アクティブ・ラー
ニング』の視点で見直す」などと
あるように、生徒だけではなく教
師にも求められているのが「対話」
です。本誌の６月号から特集して
きた「『学校教育デザイン』を描
く」実践においても、実は「対
話」が１つのキーワードになってい
ました。生徒と生徒、生徒と教
師、そして、教師と教師の「対話」
が多くの気づきや学びを生み、そ
の積み重ねによって新しい学校の
姿が創られていくのです。山梨県
立吉田高校に続き、今号では2 
校の実践を一挙に、そしてたっぷ
りとご紹介いたします。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  感動・気づきをもたらす講演会
44

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 40 東北大学　工学部　機械知能・航空工学科　
  国際機械工学コース
  世界各国の学生と英語で学び、
  世界で活躍する科学者を目指す
 42 立命館大学　文学部
  「キャンパスアジア・プログラム」
  日中韓の３つの大学を移動して学び
  東アジアの架け橋となる人材を育成

40

事
例
１

事
例
２



カリキュラム
・指導計画

授業・
指導実践 評価・検証

授業・
指導改善

学校教育
目標

「学校教育デザイン」を描く❹ 

２校の事例に見る
実践のポイント

本誌では、 6～10月号の 3号にわたって、

次の自校を創る「学校教育デザイン」を描くために必要な各視点を、

具体的な実践例とともに見てきた。

それと並行する形で、編集部が密着取材をしてきた 2つの学校がある。

千葉県立幕張総合高校と岡山県立林野高校だ。

いずれも次代を見据え、「学校教育デザイン」を描く取り組みを推進している学校である。

今号では、複数回にわたり取材を重ねた 2校の実践を一挙に公開し、

「学校教育デザイン」を描く上での実践のポイントを見ていく。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

2017年　特集の年間テーマ

2020年度・22年度に向けて、次の自校を創るために必要な視点を押さえた
「学校教育デザイン」を描く

学校教育デザイン

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

６月号で発信８月号で発信

10月号で発信

2 December  2017
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O v e r h e a d  V I E W

「学校教育デザイン」を描く２校の実践事例

実践を振り返って見えたポイント
【P.16 ～19】

◎生徒も教師も人数が多い大規模校であるため、教育活
動や指導が学年単位で行われることが多く、進学実績も
学年の色が出やすかった。
◎2019 年度における進学重視型の総合学科への移行、
移行翌年度に実施される「大学入学共通テスト」への対応
準備として、17年度の学校の重点目標の１つに「目指す
将来像の検討」が掲げられた。

◎「生徒に育みたい資質・能力」について、生徒の実態や
指導内容を思い返しながら、参加者全員がリレー形式で
述べ、育成を目指す資質・能力の共通理解・認識を図った。
◎３年間の指導ストーリーを描くため、各学年の各時期
における重点指導方針とそれに沿った教育活動を、学年
ごとのグループで話し合った。
◎１学年の進路・学習指導に関する各教育活動について、
時期・目的・内容などが適切かどうか、ペアで検討した。

◎生徒に育みたい資質・能力「幕総スキル（仮称）」と、そ
れらを2018 年度入学生に育むための「１学年　教育活
動計画（案）」を策定し、それらを教科を超えて共有できた。
また、話し合いを通して、参加した教師に前向きな姿勢が
見られた。
◎今回の取り組みを全校に広め、各教科の具体的な授業
改革や指導改善につなげること、さらに、すべての教育
活動を含めた学校教育デザインを描くことが今後の課題。

◎中期教育目標を設定してから４年を迎え、「次の５年間
のあり方」を考えるべき時だと、多くの教師が感じていた。
◎生徒の進路の多様化や学力の多層化が進み、「学力向
上」という教育目標だけでは、指導への意識を学校全体
で統一することが難しく、すべての教育活動の軸となる「生
徒に育みたい資質・能力」を明確にする必要性が高まっ
ていた。

◎教職員間で自校の強みや弱み、「育てたい生徒像」を何
度も語り合い、それを踏まえてミドルリーダーが課題を整理。
そこで抽出された言葉を用いて、校長が重点目標を作成。
◎ミドルリーダーが「生徒に育みたい資質・能力」につな
がるキーワードを出し合い、それを基に校長が素案を作成
し、さらに教職員全員で検討した。
◎教科別のグループに分かれて、１学年の教育課程表に
「生徒に育みたい資質・能力」を落とし込んだ。

◎「育てたい生徒像」を基に「生徒に育みたい資質・能力」
を整理し、それらを踏まえた各教科・科目の教育課程の
検討へと進んだ。また、「生徒に育みたい資質・能力」を
自教科に落とし込んで語り合ったことで、その理解が一層
深まり、他教科の教師との対話が増えるなど、教科を超
えた結びつきが強まった。
◎教師の語り合い・検討のプロセスを記録し、それを継
承することでさらに協働性を高めることが、今後の課題。

千葉県立幕張総合高校
【P.4～9】

岡山県立林野高校
【P.10 ～15】

「育みたい資質・能力」を
外部に発信することで、
これからの教育を共有する
教頭 酒井一成

教師に求められる
資質・能力を明確にして、
それを高める仕組みが必要
真田信弘

同僚性や各教師の主体性を
大切にし、環境変化を的確に捉えて、
課題に一つひとつ取り組む
校長 三浦隆志

対話を通してお互いの
考えを深め合っていくことで、
よりよい方向性を見いだす
安東幸信

千葉県立幕張総合高校 岡山県立林野高校

事例 事例1 2

取
り
組
み
の
背
景

取
り
組
み
の
主
な
流
れ

成
果
と
今
後
の
展
望
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千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校
は
、
１
学
年

の
生
徒
数
が
約
７
７
０
人
、
教
師
数
も
総

勢
１
８
０
人
余
り
と
い
う
大
規
模
校
だ
。

生
徒
も
教
師
も
人
数
が
多
い
た
め
、
教
育

活
動
や
指
導
は
学
年
単
位
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
進
学
実
績
も
学
年
の
色
が
出

や
す
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。
そ
う
し
た

折
、
同
校
が
、
２
０
１
９
年
度
に
進
学
重

視
型
の
総
合
学
科
に
移
行
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
移
行
翌
年
度
に
は
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

双
方
の
対
応
準
備
と
し
て
、
17
年
度
の
学

校
の
重
点
目
標
の
１
つ
に
「
目
指
す
将
来

像
の
検
討
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
進
路
指
導

主
事
の
真
田
信
弘
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
本
校
で
は
こ
こ
数
年
、
進
学
実
績
が

上
昇
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
全
国
大
会
に

出
場
す
る
部
活
動
が
増
え
る
な
ど
、
学
校

全
体
が
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

前
向
き
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
学
校
と
教
育

制
度
が
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
今
こ
そ
、

本
校
の
今
後
の
発
展
を
考
え
た
将
来
像
を

全
校
で
共
有
し
、
指
導
の
体
系
化
を
図
り

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
は
、
ま
ず
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
の
明
確
化
と
、
進
路
・
学
習
指
導

を
中
心
と
し
た
３
年
間
の
指
導
の
体
系
化

に
着
手
し
た
。「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

を
初
め
て
受
験
す
る
新
１
年
生
の
入
学
を

約
半
年
後
に
控
え
、
該
当
学
年
の
指
導
計

画
立
案
に
向
け
て
動
き
出
す
た
め
だ
。

　「
本
来
な
ら
、
学
校
行
事
や
部
活
動
な

ど
も
含
め
た
す
べ
て
の
教
育
活
動
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
校

は
組
織
が
大
き
く
、
一
度
に
す
べ
て
を
行

う
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。そ
こ
で
ま
ず
、

大
学
入
試
に
直
結
す
る
進
路
・
学
習
指
導

の
改
善
か
ら
始
め
ま
し
た
」（
真
田
先
生
）

　
17
年
夏
、
教
頭
、
各
分
掌
の
主
任
、
各

進
路
・
学
習
指
導
の
体
系
化
を
機
に
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
の
明
確
化
、
教
育
活
動
の
改
善
を
図
る

２
０
１
９
年
度
に
進
学
重
視
型
の
総
合
学
科
に
移
行
予
定
の
千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校
。
総
合
学
科
へ
の
移
行
、
並
び
に

大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応
に
向
け
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確
化
と
３
年
間
の
指
導
の
体
系
化
に
動
き
出
し
た
。

取
り
組
み
の
背
景

進
学
実
績
が
好
調
な
今
こ
そ
、

次
の
発
展
に
向
け
た
手
を
打
つ

２
つ
の
学
校
が
次
代
を
見
据
え
て
、

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
の
構
築
に
着
手

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
や
方
法
、
進
め
方
で
描
い
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

学
校
の
規
模
も
置
か
れ
た
環
境
も
異
な
る
２
校
に
よ
る
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
を
描
く
取
り
組
み
を
通
じ
て
考
え
て
い
く
。

実践事例
事
例

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

1
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は
、「
忌き

憚た
ん

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
」「
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
先
生
方
全

員
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
何
度
も
伝

え
、
参
加
者
全
員
で
つ
く
り
上
げ
る
と
い

う
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
た
。
総
合
学
科

部
長
の
中
山
悦
夫
先
生
は
、
こ
の
委
員
会

に
期
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
語
る
。

　「
各
教
科
や
各
分
掌
な
ど
で
は
、
担
当

者
の
み
が
受
け
継
い
で
き
た
思
い
や
方
針

な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
十
数
人
と
は
い
え
、教
科
や
学
年
、

分
掌
を
超
え
た
形
で
指
導
に
つ
い
て
話
す

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
情
報
を
共
有

で
き
ま
す
。
本
校
は
開
校
か
ら
22
年
目
と

　
８
月
下
旬
、「
大
学
入
試
対
策
委
員
会
」

の
第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
た
。

真
田
先
生
か
ら
、
同
委
員
会
の
趣
旨
と
、

10
月
ま
で
の
中
間
目
標
と
し
て
、「
生
徒

が
在
学
中
、『
ど
の
時
期
』に
、『
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
目
標
』
と
し
、『
ど
う
行
動
』
し
、

そ
れ
ら
を『
ど
う
評
価
』
し
、『
ど
う
改
善
』

す
る
か
を
具
体
化
す
る
『
３
年
間
の
指
導

ス
ト
ー
リ
ー
』
を
作
成
す
る
」
こ
と
と
、

そ
れ
を
メ
ン
バ
ー
全
員
に
よ
る
共
同
作
成

と
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
真
田
先
生

学
年
主
任
ら
十
数
人
に
よ
る
「
大
学
入
試

対
策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
ま
ず
は
10

月
ま
で
に
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

と
進
路
・
学
習
指
導
に
お
け
る
教
育
活
動

計
画
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
進
路

指
導
部
の
菅す

が

田た

広ひ
ろ
し

先
生
は
、
そ
の
意
義
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
大
学
入
試
が
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
う
入
試

に
な
る
な
ら
ば
、
我
々
の
授
業
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。『
大
学
入
試
改
革
に

つ
い
て
は
進
路
指
導
の
担
当
』
と
い
う
考

え
方
で
は
な
く
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
委
員
会
で
教
科
・

学
年
・
分
掌
を
超
え
て
話
し
合
い
、
物
事

を
決
め
て
い
く
こ
と
で
、
学
年
別
の
体
制

か
ら
学
校
全
体
で
動
く
体
制
へ
と
転
換
す

る
端
緒
と
す
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
し
た
」

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

◎
１
９
８
０
年
度
に
千
葉
県
立
幕
張
東
・
西
・
北

高
校
の
３
校
が
集
合
形
態
を
採
る
学
校
と
し
て
幕

張
新
都
心
に
設
立
さ
れ
た
後
、
96
年
度
に
総
合
選

択
制
の
高
校
と
し
て
統
合
。
２
０
０
４
年
度
、
県

立
若
葉
看
護
高
校
を
統
合
し
、
看
護
科
（
５
年
制
）

が
設
置
さ
れ
る
。
校
訓
は
独
立
自
尊
・
協
調
親
和
。

◎
設
立
　
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
看
護
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
７
７
０
人

◎
2
0
1
6
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、筑
波
大
、千
葉
大
、お
茶
の
水
女
子
大
、

東
京
外
国
語
大
、
東
京
学
芸
大
な
ど
に
53
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
２
６
１
人
が
合
格
。

◎ U
RL

　https://w
w
w
.chiba-c.ed.jp/m

sh/

幕張総合高校の「学校教育デザイン」の流れ図１

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

メ
ン
バ
ー
全
員
が
語
る
こ
と

で
つ
く
り
上
げ
る

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

竹
林
靖
浩
　

た
け
ば
や
し
・
や
す
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
１
学
年
主
任
。
英
語
科
。

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

榎
枝
孝
洋
　

え
の
え
だ
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
３
学
年
主
任
。
保
健
体

育
科
。

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

中
山
悦
夫
　

な
か
や
ま
・
え
つ
お

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。
総
合
学
科
部
長
。
理
科

（
物
理
）。

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

菅
田
　

広
　
す
が
た
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
進
路
指
導
部
。
英
語
科
。

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校

真
田
信
弘
　
さ
な
だ
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
国
語

科
。

ス
テ
ッ
プ
１

「
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
を
明
確
化
す
る

育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
自
身
の
指
導
に
落
と
し

込
ん
で
具
体
的
に
述
べ
、共
通
理
解
・
認
識
を
図
る

•

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の

明
確
化
と
進
路
・
学
習
指
導
の
体

系
化
を
目
指
し
、
教
頭
、
各
分
掌
の

主
任
、各
学
年
主
任
ら
に
よ
る
「
大

学
入
試
対
策
委
員
会
」
を
設
置

•

第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
委
員

会
の
趣
旨
を
説
明
し
た
上
で
、
10

月
ま
で
に
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
の
明
確
化
と
、
３
年
間
の
指

導
ス
ト
ー
リ
ー
及
び
教
育
活
動
計

画
の
具
体
化
が
目
標
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
（
８
月
）

•

第
２
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　「
生

徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
に

つ
い
て
、
自
身
が
見
て
き
た
生
徒

や
指
導
内
容
を
思
い
返
し
な
が

ら
、
参
加
者
全
員
が
リ
レ
ー
形
式

で
述
べ
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
の
共
通
理
解
・
認
識
を
図
っ

た
（
９
月
）

•

第
３
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
３
年

間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
た

め
、
各
学
年
の
各
時
期
に
お
け
る

重
点
指
導
方
針
と
そ
れ
に
沿
っ
た

教
育
活
動
を
、
学
年
ご
と
の
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
（
10
月
）

•

第
４
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
１
学

年
の
進
路
・
学
習
指
導
に
関
す
る

各
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
時
期
・

目
的
・
内
容
な
ど
が
適
切
か
ど
う

か
、
ペ
ア
で
検
討
し
た
（
10
月
）
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な
り
、
初
期
の
頃
と
比
べ
て
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
や
生
徒
の
気
質
も
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
回
の
委
員
会
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
整
理
し
て
、
本
校
が
進

む
べ
き
道
を
探
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
」

　
最
後
に
、次
回
の
検
討
課
題
で
あ
る「
生

徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
に
つ
い
て
、

真
田
先
生
が
同
校
の
「
平
成
29
年
度
　

学

校
経
営
重
点
目
標
」
の
「
具
体
的
目
標
」

を
基
に
作
成
し
た
草
案
を
提
示
（
図
２
）。

そ
れ
を
基
に
、
進
路
・
学
習
指
導
に
落
と

し
込
む
と
ど
う
い
っ
た
力
に
な
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
事
前
課
題
と
し
て
出
さ
れ

て
、第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
終
わ
っ
た
。

　
第
２
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
生
徒
に

育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
の
具
体
化
を
通

し
て
、そ
の
共
通
理
解・認
識
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
ず
、真
田
先
生
が
、第
１
回
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
示
し
た
草
案
を
さ
ら
に
練
り
、
５

つ
の
資
質
・
能
力
に
ま
と
め
て
「
幕
総

ス
キ
ル
」
と
い
う
仮
称
で
提
案
（
図
２
）。

こ
の
５
つ
の
資
質
・
能
力
は
、
担
当
教
科

の
授
業
や
学
習
・
進
路
指
導
で
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
力
・
姿
勢
・
態
度
を
生
徒

に
育
む
こ
と
に
な
る
の
か
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
リ
レ
ー
形
式
で
述
べ
て
い
っ
た
。
１

度
の
発
言
は
１
人
30
秒
以
内
と
い
う
ル
ー

ル
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
多
様
な
指
導
場
面

で
の
資
質
・
能
力
が
具
体
的
に
示
さ
れ（
図

２
写
真
）、
委
員
会
の
ね
ら
い
と
す
る
共

通
理
解
・
認
識
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。

　「
主
体
性
」「
発
信
力
」「
客
観
視
」な
ど
、

教
科
や
分
掌
の
異
な
る
教
師
か
ら
同
じ
よ

う
な
言
葉
が
繰
り
返
し
挙
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
そ
れ
ら
の
育
成
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
と
、
菅
田
先
生
は
語
る
。

　「
担
当
教
科
の
英
語
の
授
業
で
は
、
表

現
力
や
説
得
力
を
育
も
う
と
ペ
ア
ワ
ー
ク

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
採
り
入
れ
て
い
ま

す
。
ほ
か
の
先
生
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
発

言
が
あ
り
、
自
分
の
指
導
の
方
向
性
は

合
っ
て
い
た
の
だ
と
確
信
で
き
ま
し
た
」　
　

　
３
学
年
主
任
で
保
健
体
育
科
の
榎え

の

枝え
だ

孝た
か

洋ひ
ろ

先
生
も
、
自
身
の
指
導
を
振
り
返
る
機

会
と
な
っ
た
と
語
る
。

　「
保
健
の
授
業
で
は
、
授
業
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
を

多
く
採
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
発

信
力
や
表
現
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
に

と
っ
て
入
試
科
目
で
は
な
い
保
健
体
育
に

お
い
て
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、『
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
』
を
明
確
化
す

図２ 「生徒に育みたい資質・能力」案の変化

第
１
回
案

第
３
回
案

第
２
回
案

〈2017年度の具体的目標に基づいた案〉
❶学習指導　行動力（主体的実行力）、分析力、行動力（工夫力）
❷進路指導　挑戦力、傾聴力、分析力
❸生徒指導及び特別活動　行動力（自己摂生力）、分析力

社会適応力 自己分析力 創造力 主体的実行力 継続力

〈第２回ミーティングのまとめ〉

•読解力（情報を正しく理解する力）　•日常英語力　
•コミュニケーション能力　•諸条件に対する対応力

•復習し分析する力　•自己客観視能力　•的確な目標設定能力　•正しい初期行動　
•日常生活修正力（記録をつける）

•言語化して発信する力（プレゼンテーション力）　•的確な目標設定能力（キャリア教育）　•モチベーションアップ力　
•ＯＡ機器を正しく使う能力　•英語コミュニケーション能力　　→これらの発言から　　　　　　　　に変更
•自分の行動を他者に説明する能力　•自分の現況を理解し自信に結びつける能力　•知的向上心　
•疑問解決能力　•授業を主体的に活用する能力

•日常思索能力　•興味・関心喚起能力　•発見力　•日常継続力（英語活用・読書・学習工夫）　
•初志貫徹力（第１希望を諦めない）

社会適応力

自己分析力

創造力

主体的実行力

継続力

発信力

社会適応力
自分を取り巻く多様
な社会をグローバル
な視点で正しく理解
し適応する力

自己分析力
自分の能力や生活を
客観的に評価する力

発信力
自分の目指す将来像
の実現に向けて、必
要な能力を明確化さ
せる力

主体的実行力
自らの能力を向上さ
せるため、具体的か
つ主体的な行動をす
る力

継続力
困難な状況に対し、
柔軟な対処ができ、
ポジティブな行動を
継続させる力

＊学校資料を基に編集部で作成

第 2回ミーティングでは、各教師が「生徒に育み
たい資質・能力」を述べ合い、整理した。

幕総スキル（仮称）

自
身
の
指
導
を
振
り
返
り
、

育
て
た
い
資
質
・
能
力
を
再
認
識
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る
こ
と
は
、
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
上
で
も
非
常
に
重
要
で
す
。
授
業

を
通
し
て
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
を
つ
け
た
い
の
か
を
、
引
き
続
き
教
科

内
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
洗
い
出
さ
れ
た
資

質
・
能
力
を
基
に
、
草
案
の
「
創
造
力
」

は
「
発
信
力
」
に
変
え
ら
れ
、第
３
回
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
改
め
て
「
幕
総
ス
キ
ル
（
仮

称
）」
と
し
て
示
さ
れ
た
。

　
第
３
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
第
２
回

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
具
体
化
し
た
「
幕
総
ス

キ
ル
（
仮
称
）」
を
３
年
間
で
ど
の
よ
う

に
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
か
、
そ
の
指
導

ス
ト
ー
リ
ー
を
検
討
し
た
。

　
千
葉
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
進
路

指
導
の
年
間
計
画
を
基
に
、
志
望
校
合
格

と
い
う
目
標
に
向
け
た
３
年
間
の
各
学
年

で
の
前
期
・
後
期
の
重
点
指
導
方
針
案
を
、

真
田
先
生
が
提
示
（
図
３
）。
メ
ン
バ
ー

は
担
当
学
年
に
か
か
わ
ら
ず
関
心
の
あ
る

学
年
を
選
び
、
そ
の
重
点
指
導
方
針
案
に

対
し
て
、
ま
ず
は
個
人
で
「
共
感
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
そ
の
理
由
」「
重
点
指
導
方
針

案
を
よ
り
よ
く
す
る
ア
イ
デ
ア
」「
重
点 

指
導
方
針
案
を
実
現
す
る
具
体
的
な
教
育 

活
動
」
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ら
を
付ふ

箋せ
ん

に

書
い
て
、
そ
の
後
は
学
年
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
議
論
し
た
（
図
３
写
真
）。

　
最
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
関
心
を
持
っ

た
学
年
は
１
学
年
で
、
次
い
で
２
学
年
、

３
学
年
の
順
だ
っ
た
。
１
学
年
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、
主
に
学
習
習
慣
の
定
着
、
進
路

意
識
の
涵
養
、
そ
し
て
単
位
制
の
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
履
修
指
導
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
た
。

　「
現
在
の
教
育
活
動
の
順
序
に
つ
い
て

意
見
が
出
た
り
、
学
習
と
進
路
行
事
の

関
連
性
を
見
直
し
た
り
と
、
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
指
導
が
見
え
る
化
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
高
校
３
年
間
の
中
で
１
年
次
を
い
か

に
有
意
義
に
過
ご
す
か
が
要
に
な
る
と
、

ど
の
教
科
の
先
生
も
注
視
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
改
め
て
１
年
次
の
指
導
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
」（
榎
枝
先
生
）

　
最
後
に
、
各
学
年
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
た
内
容
を
共
有
。
１
学
年
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
２
学
期
制
で
指
導
の
ス
パ
ン

を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
定
期
考
査
に
合

わ
せ
て
４
回
に
分
割
す
る
、
ま
た
は
３
学

期
制
で
指
導
を
考
え
る
と
い
っ
た
提
案
が

な
さ
れ
た
。２
学
年
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

中
だ
る
み
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
中
心
課
題

で
あ
り
、徹
底
的
に
将
来
に
つ
い
て
悩
み
、

考
え
さ
せ
る
必
要
性
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
１
学
年
主
任
の
竹
林
靖
浩
先
生
は
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
目
標
を
明
確

に
設
定
し
、
そ
こ
に
向
け
た
活
動
を
組
み

立
て
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
た
と
語
る
。

　「
担
当
教
科
の
英
語
で
は
、Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ

Ｏ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、教
科
団
で
指
導
の

目
線
合
わ
せ
を
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
も
学
年
主
任
と
し
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
希
望
進
路
の
実
現
と
い
う

目
標
に
向
け
て
指
導
を
組
み
立
て
て
い
ま

し
た
が
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
て

は
、
学
年
全
体
、
学
校
全
体
の
視
点
を
持

つ
べ
き
だ
と
分
か
り
ま
し
た
」

各学年の前期・後期それぞれの重点指導方針を、これまでの指
導実績から設定し、それらについて「共感できる点」「工夫点」「具
体的な教育活動」「疑問点」を洗い出した。

図３ ３年間の指導ストーリー・重点指導方針案

＊学校資料を基に編集部で作成

学習習慣養成期　基礎学力養成期①　
学習記録習慣の確立（「記録」と「分析」）
学習習慣確立期　基礎学力養成期②　
学習状況自己分析（「評価」と「改善」）

　　基礎学力養成期③　　基礎学力完成期①　
志望の研究と具体化（得意科目の強化）
　　基礎学力完成期②　　入試基礎力養成期　
志望の明確化とその対策の立案
（不得意科目の克服）

入試基礎力完成期　
志望実現に向けた対策の具体化
入試実践力養成期→完成期　入試本番　
実力分析とその対策（出願校の決定）

１
学
年

３
学
年

２
学
年

前期

前期

前期

後期

後期

後期

前

前

後

後

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

入
り
口
指
導
の
重
要
性
を

再
認
識

ス
テ
ッ
プ
２

３
年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く

資
質・能
力
を
育
む
た
め
の
時
期
別
の
重
点
指
導
方
針

を
基
に
、
指
導
の
工
夫
点
・
改
善
点
を
見
え
る
化

資
質
・
能
力
の
育
成
に
は

学
校
全
体
の
視
点
が
必
要
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第
４
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
１
学

年
　
教
育
活
動
計
画
（
案
）」（
図
４
）
で

提
示
さ
れ
た
各
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
指
導
で「
幕
総
ス
キ
ル（
仮
称
）」

を
育
ん
で
い
く
の
か
を
見
え
る
化
し
た
。

　「
教
育
活
動
」
の
中
か
ら
４
項
目
を
選

び
、
２
人
１
組
に
１
項
目
ず
つ
割
り
あ

て
、「
共
感
し
た
部
分
」「
違
和
感
の
あ
る

部
分
」、そ
し
て
「
幕
総
ス
キ
ル
（
仮
称
）」

と
の
関
係
に
つ
い
て
ペ
ア
で
意
見
を
述
べ

合
い
、
模
造
紙
に
そ
れ
ら
を
書
き
出
し
て

い
っ
た
（
写
真
１
・
２
）。

　「
１
学
年
　
教
育
活
動
計
画
（
案
）」
に

は
、「
幕
総
ス
キ
ル
（
仮
称
）」
と
の
関
連

度
合
い
も
示
し
た
た
め
、
指
導
と
資
質
・

能
力
と
の
関
係
が
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
、「
生
徒
に
発
信
力
を
育
む
な
ら

ば
、
教
師
の
受
信
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　「
生
徒
に
求
め
る
資
質
・
能
力
の
裏
側

に
は
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

も
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
皆
が
意
識
で

き
た
と
思
い
ま
す
」（
竹
林
先
生
）

　
そ
れ
ま
で
の
議
論
で
「
生
徒
に
育
み
た

い
資
質
・
能
力
」
や
３
年
間
の
指
導
の
流

れ
が
共
有
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
指

導
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
考

え
て
、
各
教
育
活
動
の
よ
い
点
や
疑
問
点

を
出
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。そ
こ
で
は
、

「
進
路
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
は
年
間
計
画
を
立
て
、

そ
の
振
り
返
り
を
行
う
の
だ
か
ら
、
発
信

力
や
継
続
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
」「
面

談
で
生
徒
の
発
信
力
を
★
３
つ
分
育
む
に

は
、も
っ
と
工
夫
の
余
地
が
あ
る
」
な
ど
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
意
識
し
た

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　「
各
教
育
活
動
の
『
違
和
感
の
あ
る
部

分
』
で
は
、
改
善
点
を
示
す
も
の
や
、
活

動
目
的
を
再
確
認
す
べ
き
も
の
な
ど
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
学
期
制
と
い
う
枠
組
み
や
、

ほ
か
の
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
中

で
、
生
徒
に
と
っ
て
効
果
の
あ
る
時
期
を

見
計
ら
っ
て
教
育
活
動
を
配
置
す
る
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」（
真
田
先
生
）

＊学校が作成した「１学年　教育活動計画（案）」を基に編集部で作成

教育活動 幕総スキル（育成を目指す資質・能力）

活動種類 活動名 社会
適応力

自己
分析力 発信力 主体的

実行力 継続力

学習指導
進路指導

課題テスト
定期考査 ★★ ★★★ ★

進路指導
スタディーサポート
校内実力テスト
（模擬テスト）

★★ ★★★ ★

学習指導
進路指導

テスト
事後分析 ★★★ ★★ ★★ ★★★

進路指導 進路 LHR
（理解型） ★★★ ★★ ★★

進路指導 進路 LHR
（ワーク型） ★★★ ★★ ★★★

進路指導 進学講習 ★★ ★ ★★★ ★★

進路指導 進路説明会
キャリア教育 ★★★ ★★

学習指導
進路指導 履修指導 ★★ ★★

生活指導
学習指導
進路指導

生徒面談 ★★ ★★ ★★★

進路指導 大学見学
オープン・キャンパス ★★ ★★★

進路指導 進路希望調査 ★★ ★★

指導計画
重点指導方針：学習記録習慣の確立（「記録」と「分析」）
４月 ５月

課題テスト 第１回　定期考査
入学前課題の学習状況を測る 日常の学習定着度を知る

本校選定テスト 授業担当者作成試験
第1回　スタディーサポート
現在の学力・学習状況を測る

スタディーサポート
第１回　スタディーサポート分析

自己学力・学習状況分析
学習記録手帳

年間計画等説明 センター試験を知る
今年度の進路指導計画を理解する ３年後の入試の仕組みを知る

進路指導部作成資料 進路研究企業資料
学習計画を立案

年間の学習計画を立てる
本校作成ワークシート・学習記録手帳

進学講習希望調査 通年・前期進学講習開始
希望進路実現に必要なことを考える 希望進路実現の能力向上を図る

進学講習一覧・申込用紙 講座テキスト等

本校設定講座の理解
次年度の履修の素案を組む
本校作成「履修の手引き」

コミュニケーション・ウィーク
生徒が現在の状況を理解する
進路指導部作成資料

オープンキャンパス・大学見学
進学希望校の実際に触れる

進学先資料
第１回　進路希望調査

現段階での希望進路を定める
本校作成進路希望調査用紙

図４ １学年　教育活動計画（案）

資
質
・
能
力
や
全
体
計
画
か
ら

見
た
意
見
が
出
さ
れ
る

ス
テ
ッ
プ
３

各
教
育
活
動
の
内
容
を
検
討
す
る

教
育
活
動
を
共
感
・
違
和
感
の
両
面
か
ら
検
討
し
、

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
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進
学
重
視
型
の
総
合
学
科
へ
の
移
行
と

大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応
に
向
け
、「
生

徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
の
明
確
化

を
図
り
、
３
年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
の

方
向
性
と
各
教
育
活
動
の
改
善
点
を
探
っ

て
き
た
幕
張
総
合
高
校
。育
む
べ
き
資
質
・

能
力
が
教
科
を
超
え
て
共
有
で
き
た
こ
と

は
、
今
後
の
授
業
改
革
・
指
導
改
善
を
進

め
る
上
で
大
き
い
と
、
菅
田
先
生
は
感
じ

て
い
る
。

　「
授
業
改
革
や
指
導
改
善
は
、
具
体
的

に
は
各
教
科
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
初
め
か
ら
教
科
ご
と
に
検
討
し

て
い
た
ら
、
方
向
性
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
、
各

教
科
が
一
堂
に
会
し
て
議
論
す
る
場
を
設

け
た
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
し
た
」

　
真
田
先
生
も
、
多
様
な
意
見
を
聞
く
こ

と
で
進
む
べ
き
方
向
性
が
見
え
て
き
た

と
、
取
り
組
み
の
成
果
を
語
る
。

　「
話
し
合
い
を
通
し
て
、
先
生
方
の
前

向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
す
。
ま
た
、
先
生
方
の
多
様
な
考

え
を
聞
き
、
深
め
て
い
く
中
で
、
私
自
身
、

育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
強
く
意
識
し
て

指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
真
田
先
生
は
、
生
徒
の
発
表
後
に
必
ず

拍
手
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

自
然
と
生
徒
も
拍
手
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
互
い
に
認
め
合
う
雰
囲
気
が
で
き
つ

つ
あ
る
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
こ
の
動
き
を
ど
の
よ

う
に
し
て
ほ
か
の
教
師
に
も
広
め
て
い

き
、
各
教
科
の
具
体
的
な
授
業
改
革
や
指

導
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
か
だ
。
そ
の
鍵

と
な
る
の
は
、
一
連
の
会
議
の
手
法
で
は

な
い
か
と
、
竹
林
先
生
は
指
摘
す
る
。
１

回
の
会
議
を
１
時
間
と
決
め
て
延
長
し
な

い
よ
う
に
し
、
多
忙
な
中
で
も
参
加
し
や

す
く
し
た
。各
回
の
目
標
も
明
確
に
示
し
、

発
言
は
１
人
30
秒
な
ど
と
区
切
ら
れ
た
こ

と
で
、意
見
を
出
し
や
す
か
っ
た
と
言
う
。

　「
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
意
見

を
言
い
や
す
く
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見
も
聞

き
取
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
わ
ず
か
４
回

の
会
議
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ

写真１　全員で話し合うと話が拡散しすぎる恐れがある
ため、ペアワークにした。また、最後に、ペアワークで
出てきた意見を発表し、全体で共有した。

写真２　「共感した部分」「違和感のある部分」というよう
に、プラスとマイナスの両面から意見を出し、改善の方策
が具体的に見えるようにした。「この観点は、生徒に物事
を考えさせる時にも活用したいと思いました」（竹林先生）

ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
小
さ
な

場
を
教
科
や
学
年
、
分
掌
を
超
え
て
設
け

る
こ
と
で
、
目
標
や
思
い
の
共
有
化
を
図

れ
る
と
思
い
ま
し
た
」（
竹
林
先
生
）

　
そ
う
し
た
意
識
の
共
有
化
の
先
に
、
教

師
の
意
識
改
革
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
中
山
先
生
は
語
る
。

　「
教
師
が
努
力
を
惜
し
ん
で
い
て
は
、

指
導
改
善
は
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。
必
要

な
の
は
、
私
た
ち
教
師
の
意
識
改
革
で

す
。『
幕
総
ス
キ
ル
（
仮
称
）』
の
共
有
化
、

３
年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
の
立
案
な
ど

を
通
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
意
見
を
述
べ

合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
、
４
回
の

会
議
を
終
え
、
自
身
の
変
化
を
踏
ま
え
て

感
じ
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
進
路
・
学
習
指
導
の
取
り
組
み

に
と
ど
め
ず
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
含

め
た
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
を
描
い
て

い
く
こ
と
も
、
大
き
な
目
標
だ
。

　「
今
回
は
進
路
・
学
習
指
導
を
中
心
に

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、育
む
べ
き
資
質
・

能
力
が
学
校
全
体
に
浸
透
す
れ
ば
、
授
業

で
も
面
談
で
も
行
事
で
も
、
お
の
ず
と
資

質
・
能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
指
導
に
な

る
で
し
ょ
う
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
そ
う

し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、『
幕
総
ス
キ

ル
（
仮
称
）』
の
さ
ら
な
る
共
有
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
真
田
先
生
）

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た

こ
と
は
大
き
な
成
果

今
後
の
展
望

「
育
み
た
い
資
質・
能
力
」の
浸
透
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
指
導
改
善
に
つ
な
げ
た
い

少
人
数
の
話
し
合
い
か
ら

全
校
に
意
識
改
革
を
進
め
る
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岡
山
県
立
林
野
高
校
が
資
質
・
能
力
を

育
む
た
め
の
学
校
改
革
に
着
手
し
た
の
は

２
０
１
６
年
度
の
こ
と
。
同
校
の
中
期
教

育
目
標
が
設
定
か
ら
４
年
を
迎
え
、「
次

の
５
年
間
の
あ
り
方
」
を
考
え
る
べ
き
時

だ
と
多
く
の
教
師
が
感
じ
て
い
た
と
、
主

幹
教
諭
の
安あ

ん
ど
う東
幸
信
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
教
職
員
の
間
で
、
中
期
教
育
目
標
や

そ
の
実
現
の
た
め
の
指
導
に
つ
い
て
語
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
る
学
校
評
議
員
か
ら
『
学
校
経

営
計
画
の
重
点
目
標
が
総
花
的
で
、
学
校

と
し
て
の
方
向
性
が
見
え
な
い
』
と
指
摘

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
思
え

ば
、
組
織
の
理
念
が
形
骸
化
し
て
い
く
か

ど
う
か
の
瀬
戸
際
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

　
ま
た
、
近
年
、
岡
山
県
内
の
公
立
高
校

に
お
い
て
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
が
、

そ
れ
は
「
自
校
の
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
資
質
・
能
力
」
の
明
確
化
が
各
校
に

迫
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
事
実
、
教

務
課
長
の
瀬せ

島じ
ま

美
穂
先
生
は
、「『
学
力
を

高
め
、
志
望
進
路
を
実
現
す
る
』
と
い
う

教
育
目
標
だ
け
で
は
不
十
分
な
時
代
に

な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
。

　「
進
路
の
多
様
化
や
学
力
の
多
層
化
が

進
む
本
校
の
生
徒
に
必
要
な
資
質
・
能
力

と
は
何
か
を
、
教
師
全
員
が
明
確
に
語
れ

る
よ
う
に
な
り
、
教
科
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
行
事
、
部
活
動
な
ど
、
学
校
に
お
け
る

諸
活
動
の
軸
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ば
ら
ば
ら

だ
っ
た
各
教
師
の
課
題
意
識
を
集
約
し
、

教
育
活
動
の
改
善
に
動
き
始
め
る
べ
き
時

期
に
来
て
い
ま
し
た
」（
瀬
島
先
生
）

　
そ
ん
な
中
で
、
16
年
度
よ
り
同
校
に
赴

任
し
た
三
浦
隆
志
校
長
が
教
師
た
ち
に
こ

う
問
い
か
け
た
。「
本
校
の
生
徒
に
育
み

た
い
資
質
・
能
力
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？
」。
そ
の
問
い
に
全
員
が
目
線

を
合
わ
せ
た
上
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
、同
校
は
動
き
始
め
た
。

岡
山
県
立
林
野
高
校

◎
校
訓
は
「
す
べ
て
は
光
る
　
個
性
の
輝
き
」。
課

題
解
決
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
探
究
活
動
を
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
展
開
す
る
。
２
年
次
か

ら
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
志
望
に
応
じ
て
５

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
。

◎
設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
４
０
人

◎
2
0
1
7
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
島
根
大
、
愛
媛
大
、
岡
山
県
立
大

な
ど
に
17
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
立
命
館
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
92
人
が
合
格
。

◎ U
R
L

　h
ttp
://
w
w
w
.h
ayasin

o
.o
kayam

a-c.e
d
.jp
/

岡
山
県
立
林
野
高
校

桐
野
和
也
　き
り
の
・
か
ず
や

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
数
学
科
。

岡
山
県
立
林
野
高
校

瀬
島
美
穂
　せ
じ
ま
・
み
ほ

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
指
導
教
諭
。
教
務
課
長
。

理
科
。

岡
山
県
立
林
野
高
校

安
東
幸
信
　あ
ん
ど
う
・
ゆ
き
の
ぶ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
主
幹
教
諭
。
地
域
連
携

担
当
。
数
学
科
。

岡
山
県
立
林
野
高
校
校
長

三
浦
隆
志
　み
う
ら
・
た
か
し

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を
丁
寧
に
語
り
合
い
、

方
針
、
目
標
へ
と
段
階
的
に
具
体
化

岡
山
県
立
林
野
高
校
で
は
、
２
０
１
６
年
度
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で
の

教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
全
校
規
模
で
の
教
職
員
に
よ
る
「
育
て
た
い
生
徒
像
」
の
丁
寧
な
語
り
合
い
だ
。

教
育
活
動
の
軸
と
な
る
生
徒
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
管
理
職
と
現
場
、
双
方
の
意
見
を
尊
重
し
た
合
意
形
成
を
図
り
、

資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
で
の
各
教
科
の
教
育
課
程
の
見
直
し
に
ま
で
つ
な
げ
て
き
た
。

取
り
組
み
の
背
景

次
の
５
年
間
を
つ
く
る
た
め
に

「
学
力
向
上
」以
上
の
方
針
が
必
要

事
例

岡
山
県
立
林
野
高
校

2

岡
山
県
立
林
野
高
校

川
上
裕
司
　か
わ
か
み
・
ゆ
う
じ

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
保
健
体
育
科
。
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有
し
て
い
く
」
と
い
う
活
動
だ
。

　「
ま
ず
は
先
生
方
の
気
持
ち
を
１
つ
に

す
る
た
め
、
１
学
期
の
終
わ
り
に
、『
１

学
期
を
振
り
返
っ
て
、
よ
か
っ
た
こ
と
、

２
学
期
に
も
続
け
た
い
こ
と
』
を
皆
で

語
り
合
う
場
を
設
け
ま
し
た
。

日
々
の
教
育
活
動
の
成
果
に
目

を
向
け
、
自
分
た
ち
の
指
導
に

自
信
を
持
つ
こ
と
が
、
大
き
な

改
革
を
進
め
る
上
で
の
下
地
に

な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
」（
三

浦
校
長
）

　
学
校
と
し
て
継
続
す
べ
き
活

動
、
今
後
も
伸
ば
し
て
い
く
べ

き
領
域
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
自

信
を
持
っ
て
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
状
態
を
教
師
の
内
面
に

整
え
た
後
、
同
校
は
１
月
か
ら

学
校
経
営
計
画
の
重
点
目
標
の

見
直
し
に
移
っ
た
。
１
月
に
は
、

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
約
15
人
が
集

ま
り
、
学
校
の
強
み
や
弱
み
な

ど
を
話
し
合
い
、
学
校
の
現
状

を
整
理
す
る
活
動
を
行
っ
た
（
写
真
１
）。

　「
17
年
度
入
学
生
の
志
願
倍
率
が
芳
し

く
な
い
状
況
も
把
握
し
て
い
ま
し
た
の

で
、『
な
ぜ
、そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
』『
何

を
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か
』
を
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

解
決
策
が
す
ぐ
に
見
え
て
き
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
学
校
に
勤
め
て
い

て
も
、
教
科
・
分
掌
に
よ
っ
て
思
い
や
考

え
方
は
様
々
な
の
だ
と
改
め
て
分
か
り
、

　
林
野
高
校
が
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、「
総

花
的
」
と
指
摘
さ
れ
た
学
校
経
営
計
画
の

重
点
目
標
の
見
直
し
だ
。そ
し
て
そ
れ
を
、

教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
教
師
が
か
か
わ
り
な
が
ら
進

め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
浦
校

長
が
最
初
に
行
っ
た
の
は
、「
現
在
の
林

野
高
校
の
よ
い
と
こ
ろ
を
言
語
化
し
、
共

写真１　ミドルリーダーが集まり、学校の現状を整理するた
めに、学校の強み・弱み、学校を取り巻く外部環境における
チャンスと脅威を洗い出した。

林野高校の「学校教育デザイン」の流れ

２０１６年度２０１７年度

写真２　全教職員がグループに分かれて、「育てたい生徒像」を実現する上で鍵になると考えられ
る項目を挙げ、具体的な打ち手を考えた。学校をよりよいものにするための様々なアイデアを、全
教職員が分掌や年齢にとらわれず、熱く語り合った。

図１

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

生
徒
へ
の
思
い
を
語
り
、

具
体
的
な
「
第
一
歩
」
を
刻
む

•

教
科
、
分
掌
を
超
え
て
、
多

く
の
教
師
が
学
校
の
よ
い
と
こ

ろ
を
語
り
合
う
（
１
学
期
末
）

•

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
校

の
強
み
、
弱
み
を
語
り
合
い
、

学
校
の
課
題
を
整
理
（
１
月
）

•

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
「
育

み
た
い
資
質
・
能
力
」
に
つ

な
が
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
し

合
い
、
そ
れ
を
基
に
三
浦
校
長

が
素
案
を
作
成
し
、
さ
ら
に

教
職
員
全
員
で
検
討
（
９
月
）

•

教
職
員
全
員
が
「
育
て
た

い
生
徒
像
」「
17
年
度
の
課
題
」

を
語
り
合
い
、
17
年
度
１
学

年
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
計
画
を
検
討
（
２

月
）

•

「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」

を
教
科
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
１
学
年
の
教
育
課

程
表
に
落
と
し
込
む
（
10
月
）

•

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
こ
れ

ま
で
の
語
り
合
い
を
踏
ま
え

て
学
校
の
課
題
を
改
め
て
整

理
し
、
そ
こ
で
抽
出
さ
れ
た

言
葉
を
使
っ
て
三
浦
校
長
が

重
点
目
標
を
作
成
（
３
月
）

ス
テ
ッ
プ
１

学
校
の
教
育
方
針
を
定
め
る
●

２
０
１
６
年
度

学
校
経
営
計
画
に
お
け
る

具
体
的
な
重
点
目
標
を
設
定
す
る
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ま
た
、
自
分
が
見
逃
し
て
い
た
課
題
へ
の

気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
」（
安
東
先
生
）

　
２
月
に
は
、
全
教
職
員
が
参
加
し
、
３

時
間
に
わ
た
っ
て
「
育
て
た
い
生
徒
像
」

と
「
17
年
度
の
課
題
」
を
語
り
合
っ
た

（
P.
　

11
写
真
２
）。
三
浦
校
長
は
、「
生
き

て
働
く
『
知
識
・
技
能
』」「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」
の
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱

を
踏
ま
え
て
議
論
す
る
よ
う
に
教
職
員
に

伝
え
た
。
そ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、

自
分
の
考
え
を
同
僚
に
語
る
こ
と
に
対
し

て
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
何

人
も
の
教
職
員
が
率
先
し
て
生
徒
へ
の
思

い
を
熱
く
語
っ
た
と
い
う
。

　「
議
論
を
机
上
に
と
ど
め
な
い
た
め
に
、

『
育
て
た
い
生
徒
像
を
踏
ま
え
て
、
17
年

度
の
１
学
年
団
に
１
学
期
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
計
画

を
提
案
す
る
』
と
い
う
具
体
的
な
課
題
も

盛
り
込
み
ま
し
た
。
学
校
の
課
題
に
立
ち

向
か
え
る
組
織
開
発
の
具
体
的
な
一
歩
に

な
っ
た
と
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
」（
三

浦
校
長
）

　
３
月
に
は
、
17
年
度
の
学
校
経
営
計
画

に
お
け
る
重
点
目
標
の
設
定
へ
と
進
ん
で

い
っ
た
。１
月
か
ら
の
一
連
の
議
論
の「
ま

と
め
ワ
ー
ク
」
と
位
置
づ
け
て
、
再
度
、

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
十
数
人
が
集
ま
り
、
重

点
目
標
を
立
て
る
上
で
必
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
を
洗
い
出
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
一
つ

ひ
と
つ
付ふ

箋せ
ん

に
書
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
名
称
を
つ

け
て
い
っ
た
。そ
し
て
、そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

名
称
は
、
17
年
度
の
重
点
目
標
設
定
に
お

け
る
重
要
な
柱
と
な
っ
た
。

　
最
終
的
に
は
、
学
校
や
地
域
の
現
状
と

課
題
、「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を
踏
ま
え

て
、
三
浦
校
長
が
重
点
目
標
と
し
て
整
理

し
、
全
教
職
員
に
提
示
し
た
（
図
２
）。

　「
三
浦
校
長
か
ら
提
示
さ
れ
た
重
点
目

標
に
は
、
教
職
員
同
士
で
語
り
合
っ
た
時

に
出
て
き
た
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
教
職
員
が
お
互
い
の
思
い
や
考
え

を
知
っ
た
上
で
、
一
歩
を
踏
み
出
す
方
向

性
を
共
有
で
き
た
と
い
う
納
得
感
が
あ
り

ま
し
た
し
、
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
が
整

理
で
き
ま
し
た
」（
瀬
島
先
生
）

　
林
野
高
校
に
お
い
て
も
「
こ
れ
ま
で
、

学
校
経
営
目
標
な
ど
は
、
自
分
に
関
係

の
あ
る
項
目
し
か
目
を
通
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
打
ち
明
け
る
教
師
は
少
な
く
な

か
っ
た
。
だ
が
、
対
話
の
中
で
生
ま
れ
た

言
葉
を
使
っ
て
、
端
的
に
語
ら
れ
る
17
年

度
の
重
点
目
標
に
は
、
全
教
師
が
分
掌
を

超
え
て
細
部
ま
で
目
を
通
す
こ
と
が
で
き

た
。

　「
１
年
前
、
重
点
目
標
を
『
総
花
的
だ
』

と
指
摘
し
た
学
校
評
議
員
も
、『
学
校
と

し
て
何
を
し
た
い
の
か
が
は
っ
き
り
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
』
と
評
価
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
」（
安
東
先
生
）

　
17
年
度
の
学
校
の
あ
り
方
を
語
り
合
う

活
動
か
ら
は
、
桐き

り

野の

和
也
先
生
、
川
上
裕

司
先
生
の
よ
う
な
若
手
に
、
教
師
と
し
て

の
自
信
を
育
む
成
果
も
得
ら
れ
た
。

　「
先
生
方
と
語
り
合
う
中
で
、
自
分
の

こ
れ
ま
で
の
指
導
に
は
そ
う
い
う
意
味
が

あ
っ
た
の
だ
と
理
解
が
深
ま
る
瞬
間
が
何

度
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
、
過
去
を
冷
静

に
振
り
返
り
、
自
分
に
対
し
て
も
自
信
を

深
め
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」（
桐

野
先
生
）

　「
最
初
、
三
浦
校
長
に
『
生
徒
に
ど
ん

な
力
を
つ
け
た
い
か
』と
聞
か
れ
た
時
は
、

自
分
が
何
を
問
わ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
今
は
、
学
校

の
重
点
目
標
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
に
ど
ん

な
力
を
つ
け
た
い
の
か
、
保
健
体
育
科
の

１
人
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
ま

す
」（
川
上
先
生
）

授業や学習方法を改善する取組を通じて、生徒が学
び続ける力を身につける。【教務、進路指導】

学校行事や部活動や社会貢献活動などを通じて、生
徒が主体的に取り組む力を身につける。【生徒】

ESD の視点からグローバル人材養成の取組を通じて、
広い視野と豊かな心を身につける。【教務】

体系的な指導体制を通じて、生徒が主体的に自らの
キャリアを形成し、目標を実現する。【進路指導】

個々の生徒の心身の充実を図り、生徒の自己肯定感
があがる。【生徒、厚生】

創立１１０周年の準備を進めるとともに、将来の林野
高校を構想する準備を始める。

開かれた学校づくりを進め、学校の魅力を、中学生
やその保護者、地域の方々へ効果的に発信する。

長期的視野に立って、ミドルリーダーを中心とした組
織的な学校運営により、教職員が円滑かつ効果的な
教育活動を展開し、組織開発を進める。

1

2

3

4

5

6

7

8

生徒

　17年度の具体的な学校経営目標・計画

教職員

＊学校資料を基に編集部で作成

教
師
の
言
葉
を
盛
り
込
み

重
点
目
標
を
練
り
上
げ
る

図２
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職
員
全
員
が
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
的
に
、
ま
ず
は
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
を
対

象
に
し
た
２
日
間
の
活
動
が
行
わ
れ
た
。

本
誌
６
月
号
・
８
月
号
特
集
で
取
り
上
げ

た
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
策
定
の
実
践
事
例

（
山
梨
県
立
吉
田
高
校
、
広
島
県
立
尾
道

北
高
校
な
ど
）
に
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
目

を
通
し
た
上
で
、
ま
ず
１
日
目
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が「
育
て
た
い
生
徒
像
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
の
形
で
書
き
出
し
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
分
類
し
た

（
写
真
３
）。
そ
し
て
２
日
目
に
は
、「
育

て
た
い
生
徒
像
」
は
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
に
す
る
と
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
表
現
さ

れ
る
の
か
を
考
え
て
い
っ
た
（
写
真
４
）。

　「
２
日
間
の
活
動
を
通
し
て
、『
学
び
続

け
る
』『
他
者
を
承
認
す
る
』『
自
己
肯
定

感
を
持
つ
』
な
ど
、
普
段
の
学
校
生
活
の

中
で
本
校
の
教
師
が
大
切
に
し
て
い
る

言
葉
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
出
て
き
た
言
葉
を
基
に
、『
育
て
た

い
生
徒
像
』
を
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
で
ど

の
よ
う
に
記
述
す
る
か
、
私
が
た
た
き
台

（
P.
　

14
図
３
）
を
作
っ
て
先
生
方
に
提
示

し
ま
し
た
」（
三
浦
校
長
）

　
た
た
き
台
を
教
職
員
に
提
示
す
る
際
、

三
浦
校
長
は
「
先
生
方
の
中
に
は
こ
の
学

校
が
長
年
何
を
大
切
に
し
て
き
た
の
か
、

私
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
。

　
学
校
経
営
計
画
に
お
け
る
重
点
目
標
を

よ
り
学
校
や
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
形
に

見
直
し
た
こ
と
で
、
教
師
た
ち
の
内
面
に

「
学
校
全
体
の
方
針
を
授
業
に
落
と
し
込

む
こ
と
で
、
授
業
が
今
ま
で
以
上
に
生
徒

に
合
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
期
待
感
が
お
の
ず
と
高
ま
っ
て

い
っ
た
。

　「
17
年
度
の
重
点
目
標
を
生
徒
に
伝
え

る
べ
き
一
番
の
場
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

授
業
で
す
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｒ
活
動
や
部
活

動
に
比
べ
る
と
、
授
業
に
は
学
校
全
体
の

方
針
を
そ
の
ま
ま
落
と
し
込
み
に
く
い
の

も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
学
校
教
育
目

標
を
資
質
・
能
力
の
形
で
定
義
し
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で

各
教
科
に
落
と
し
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

導
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
」（
三
浦
校
長
）

　
17
年
９
月
、
学
校
教
育
目
標
を
「
生
徒

に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
ベ
ー
ス
で
教

写真３　「育てたい生徒像」を考えられるだけ書き出してか
ら、思考ツールのＹチャートなどを使って整理していった。

写真４　「〜な場面で、〜ができる」といった表現になるよ
うに意識しながら、自校で育みたい資質・能力を考えていっ
た。

仲間と夢や希望を語り合うことで、「目標実現を支え
合う関係づくり」が意識される。今後のＨＲ活動に生
かしてもらうことも、ねらいの１つだった。

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

資
質
・
能
力
の
形
で

教
育
目
標
を
言
語
化
す
る

　
林
野
高
校
で
は
、
16

年
度
末
、
学
校
経
営
計

画
に
お
け
る
17
年
度
の

重
点
目
標
を
検
討
す
る

過
程
で
、「
17
年
度
の

１
学
年
団
に
提
案
す
る

Ｌ
Ｈ
Ｒ
計
画
」
を
練
り

上
げ
た
。
そ
の
計
画
は

17
年
４
月
、
新
入
生
に

対
し
て
１
２
０
分
間
の

学
年
企
画
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
入
学
し
た
ば

か
り
で
ま
だ
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
知

ら
な
い
生
徒
同
士
が
、
気
軽
に
語
り
合

え
る
テ
ー
マ
か
ら
高
校
生
活
の
夢
や
期

待
な
ど
へ
と
語
り
合
い
を
深
め
、
最
後

に
高
校
３
年
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

た
い
か
を
各
自
宣
言
す
る
こ
と
で
、
進

路
選
択
や
教
科
学
習
に
主
体
的
に
取
り

組
む
素
地
を
養
っ
た
。

16年度の校内議論を生かし、
「生徒の対話の場」を
17年度新入生に提供

ス
テ
ッ
プ
２

方
針
を
教
育
目
標
に
落
と
し
込
む
●

２
０
１
７
年
度

教
育
目
標
を
資
質・
能
力
ベ
ー
ス
で
整
理
。

各
教
科
の
指
導
へ
つ
な
げ
る

 December  201713

Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 12 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/20
松本た − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 13 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

11/20
松本た

念
校

11/29
松本た − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P10-15_view21koukou-12g.indd   13 17/11/29   12:14



ぜ
ひ
、率
直
な
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

　「『
育
て
た
い
生
徒
像
』
を
資
質
・
能
力

ベ
ー
ス
で
語
る
こ
と
は
、
本
校
に
と
っ
て

初
め
て
の
挑
戦
で
し
た
。
言
葉
は
時
と
し

て
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
歴
代
の
校
長
、
そ
し
て
ず
っ
と
本

校
で
働
い
て
き
た
先
生
方
の
思
い
も
受
け

継
ぐ
よ
う
な
言
葉
で
、『
生
徒
に
育
み
た

い
資
質
・
能
力
』
を
語
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
、
先
生
方
に
『
意
見
を
く
だ
さ

い
』
と
お
願
い
し
ま
し
た
」（
三
浦
校
長
）

　
三
浦
校
長
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
教

職
員
か
ら
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
た

た
き
台
に
対
し
て
改
善
が
加
え
ら
れ
た

（
図
４
）。そ
れ
も
16
年
度
か
ら
の
活
動
で
、

自
分
の
思
い
や
考
え
を
語
り
合
え
る
文
化

が
教
職
員
の
中
に
育
ま
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

と
三
浦
校
長
は
評
価
す
る
。

　
10
月
に
は
、
自
校
に
合
っ
た
言
葉
で
明

確
化
さ
れ
た
「
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・

能
力
」
を
、
教
科
指
導
に
落
と
し
込
む
た

め
の
活
動
が
行
わ
れ
た
。
各
教
科
の
文
脈

で
捉
え
た
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

の
明
確
化
、
そ
し
て
評
価
の
観
点
に
基
づ

き
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か
、

18
年
度
１
年
生
の
教
科
書
を
見
な
が
ら
教

科
別
の
グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
い
、
教
育
課

程
表
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
記
入
し
た
（
図

５
）。

　「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
を
、
自
校

の
生
徒
に
合
っ
た
言
葉
や
教
科
・
科
目
の

文
脈
で
言
語
化
す
る
こ
と
は
決
し
て
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
同
校
の
活
動

に
お
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
例
え
ば
英
語

科
で
は
、
動
物
を
題
材
に
取
り
上
げ
た
単

元
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力
が
、「
生
き

物
の
生
態
を
理
解
す
る
」
と
い
っ
た
記
述

で
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
教
科
団

で
の
話
し
合
い
が
進
む
と
、「
自
然
と
人

間
の
共
存
を
題
材
に
、
相
反
す
る
事
項
を

ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る
か
、
論
理
的
に

思
考
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
っ
た
レ

ベ
ル
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
育
み
た
い
資
質
・
能
力
』
の
言
語
化

は
、
簡
単
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
教
師
の
協

働
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
し
て
協
働
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
教
師
の
中
の
気
づ
き
が
極

め
て
多
彩
に
な
る
の
で
す
」（
三
浦
校
長
）

　「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
の
言
語
化

が
進
む
に
つ
れ
て
、
授
業
改
善
の
ア
イ
デ

ア
が
次
々
に
飛
び
出
し
て
き
た
。例
え
ば
、

保
健
体
育
科
で
は
、育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
意
識
す
る
と
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
り
、
記
録
を
競
っ
た
り
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
他
者
評
価
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

従
来
に
は
な
い
指
導
案
が
生
ま
れ
た
。
ま

た
、「
教
育
課
程
表
に
書
き
込
み
な
が
ら

学
習
指
導
要
領
を
見
た
時
に
、
そ
こ
に
書

か
れ
て
あ
る
言
葉
が
今
ま
で
以
上
に
自
分

事
と
し
て
心
に
響
い
た
こ
と
に
驚
い
た
」

と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
た
。

学校教育目標として育成を目指す資質・能力が、自分の教科・
科目では「何ができるようになる」ことかをまずは一人ひと
り考え、その結果を付箋に書き出すなどしていった。

教職員から出された意見を基に三浦校長が素案を作成（図３）。三
浦校長作成の素案をたたき台にして、教職員が意見を出し合い、「育
みたい資質・能力」を言語化した（図４が完成版）。

一人ひとりが考えたことを教科団で共有する。それを基に、
各教科・科目の各分野・単元で、「何ができるようになる」
ことを目指すのかを、具体的に語り合った。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
が

次
々
に
見
え
て
く
る

図３

図４
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　「
育
て
た
い
生
徒
像
」
か
ら
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
た
各
教
科
・
科
目
の
教
育
課
程
の

検
討
を
進
め
て
き
た
林
野
高
校
。
学
校
と

し
て
の
今
後
の
方
向
づ
け
を
行
っ
て
き
た

わ
け
だ
が
、
そ
の
成
果
は
個
々
の
教
師
の

意
識
の
変
化
に
も
見
ら
れ
る
。

　「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
自
教

科
に
落
と
し
込
む
形
で
語
り
合
っ
た
こ

と
で
、
授
業
の
合
間
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
時
間
で
の
先
生
方
と
の
会
話
の
質
が
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
経
験
の

浅
い
私
で
す
が
、
何
を
目
標
に
ど
の
よ
う

な
指
導
を
す
る
の
か
、少
し
ず
つ
で
す
が
、

具
体
的
に
他
教
科
の
先
生
方
と
も
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」（
川
上
先
生
）

　
教
科
を
超
え
た
結
び
つ
き
の
強
ま
り

は
、
桐
野
先
生
も
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　「
今
後
は
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』

の
開
発
に
お
い
て
も
、
教
科
の
枠
を
超
え

た
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
２
年
に
わ

た
っ
た
教
職
員
間
の
協
働
は
、
様
々
な
場

面
で
プ
ラ
ス
に
働
く
は
ず
で
す
」（
桐
野

先
生
）

　
安
東
先
生
、
瀬
島
先
生
も
、「
今
回
の

一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
教
師
が
ね
ら

い
や
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
指
導
力
を
高

め
、
そ
れ
を
若
手
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
、
教

師
間
の
協
働
の
大
切
さ
に
言
及
す
る
。
そ

う
し
た
言
葉
を
受
け
て
、
三
浦
校
長
は
、

「
協
働
が
大
切
だ
か
ら
こ
そ
、
検
討
の
過

程
を
形
に
残
す
こ
と
が
重
要
だ
」
と
説
明

す
る
。

　「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

進
め
方
は
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
正
解
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
断
の
見
直
し
が
不
可
欠
だ
か
ら

こ
そ
、『
育
て
た
い
生
徒
像
を
こ
の
よ
う

に
捉
え
、
あ
る
べ
き
指
導
を
こ
の
よ
う
に

考
え
て
き
た
』と
い
っ
た
記
録
を
残
せ
ば
、

以
降
の
見
直
し
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
職
員
の
語
り
合
い

の
記
録
は
、
次
年
度
以
降
に
も
生
き
る
財

産
に
な
る
は
ず
で
す
」（
三
浦
校
長
）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

分野・単元

　
数と式 集合と命題 二次関数 図形と計量 データの分析 式と証明

知識や技能を身につけ、
活用することができる。

二次の乗法公
式及び、因数
分解の公式の
理解を深め、
式を多面的に
見たり、目標
に応じて変形
したりすること
ができる。

集合と命題に
関する基本的
概念を理解す
ることができ
る。

二次関数の値の変化
についてグラフを用
いて考察したり、最
大値や最小値を求め
たりすることができ
る。

正弦定理や余弦定
理について理解し、
それらを用いて三角
形の辺の長さや角
の大きさを求めるこ
とができる。

四分位偏差、
分散、標準偏
差など統計の
基本的な考え
を理解するこ
とができる。

三次の乗法公式及び、因数分解
の公式を理解し、それらを用い
て式の展開や因数分解をするこ
とができる。
整式の除法や分数式の四則演算
について理解し、簡単な場合に
ついて計算することができる。
二次方程式の解の判別及び、解
と係数の関係について理解する
ことができる。
因数定理について理解し、簡単
な高次方程式の解を因数定理な
どを用いて求めることができる。

自己や他者を認め、協働
することができる。

集合と命題に
関する証明を
論理的に扱う
ことができる。

三角比を平面図形
や空間図形の考察
に活用できる。

データの傾向
を理解し、説
明することが
できる。

等式や不等式が成り立つことを、
それらの基本的な性質や実数の
性質などを用いて証明すること
ができる。

見通しをもって社会や自然
とかかわることができる。

不等式の解の
意味や性質を
理解し、事象
の考察に活用
できる。

二次方程式の解と
二次関数のグラフの
関係を理解できる。

鋭角の三角比の意
味と相互関係を理
解できる。

散布図や相関
係数の意味を
理解し、それ
らを用いて２
つのデータの
相関を把握で
きる。

多様な中から新たな価値
を見いだすことができる。

数を実数に拡
張する意味が
理解できる。

事象から二次関数で
表される関係を見い
だすことができる。

三角比を鈍角まで
拡張する意義が理
解できる。

数を複素数まで拡張する意義を
理解することができる。

＊学校資料を基に編集部で作成

数学の教育課程表

育成を
目指す資質・能力

図５

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
し
な

が
ら
、
協
働
性
を
高
め
て
い
く

今
後
の
展
望

育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
を
軸
に

教
職
員
の
チ
ー
ム
化
を
進
め
る
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編
集
部
　
今
回
の
お
取
り
組
み
を
振
り

返
っ
て
、
よ
か
っ
た
点
、
改
善
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

酒
井
　
私
た
ち
教
師
は
、
と
も
す
れ
ば

日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
、
お
互
い
に
じ
っ

く
り
と
夢
や
理
想
を
語
り
合
う
機
会
が
な

か
な
か
持
て
ま
せ
ん
。
今
回
、
先
生
方
が

集
ま
っ
て
教
育
目
標
か
ら
見
つ
め
直
す
こ

と
で
、
先
生
方
が
ど
の
よ
う
な
見
識
や
課

題
意
識
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
新
鮮
な
驚

き
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
機
会
を
設
け

て
、
先
生
方
の
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
吸

い
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、
ま

ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
し
た
の
で
、
今
後
は
こ

れ
を
学
校
の
組
織
的
な
取
り
組
み
と
し
て

位
置
づ
け
、
そ
の
成
果
を
学
校
経
営
や
組

織
改
革
に
生
か
す
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

真
田
　
ど
の
教
科
の
先
生
も
１
年
次
の
基

礎
固
め
が
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
の
は
、
１
つ
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
幕
張
総
合
高
校
に
は

１
８
０
人
余
り
の
教
師
が
い
る
中
で
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
十
数
人
の
委
員
だ

け
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
委
員
を

増
や
し
た
り
、勉
強
会
を
設
け
た
り
し
て
、

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
批
判
や
異
論
に
も
広
く
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
浦
　
最
初
は
本
当
に
本
校
に
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

本
校
は
６
年
ほ
ど
前
に
、
生
徒
指
導
の
面

で
課
題
を
抱
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

志
願
倍
率
は
０
・
６
倍
ま
で
下
が
り
、
先

生
方
は
生
徒
指
導
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
先

生
方
の
努
力
が
実
り
、
今
は
志
願
倍
率
も

回
復
し
ま
し
た
が
、
本
校
の
指
導
ス
タ
イ

ル
が
確
立
し
て
い
る
中
で
、
新
し
い
教
育

目
標
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
果
た
し

て
可
能
な
の
か
と
い
う
点
に
若
干
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
方
は

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
の
意
図
を
理
解

し
、意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
生
方
の
思
い
を
取
り
込
み
な

が
ら
、
本
校
の
目
指
す
方
向
性
、
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
を
形
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
き
な
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
は
中
山
間
地
域
に

あ
っ
て
、
確
実
に
少
子
化
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
進
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う

に
生
き
残
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う

こ
と
を
、
先
生
方
も
意
識
し
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
東
　
教
師
個
人
で
は
な
く
、
教
職
員
が

集
ま
っ
て
意
見
を
出
し
合
い
、
１
つ
の
も

の
を
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
自
体
に

意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
の

先
生
方
も
生
徒
の
力
を
伸
ば
し
た
い
、
学

校
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。
対
話
に
よ
っ
て
お
互
い
の
考
え

を
深
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
本

校
で
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成

を
目
指
す
の
か
と
い
う
方
向
性
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。反
省
点
は
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
日
程
を
計
画
的
に
設
定
で

学
校
教
育
目
標
を
実
質
化
し
、

高
校
教
育
の
質
の
向
上
に
結
び
つ
け
る
た
め
に

資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
で
の
学
校
教
育
目
標
の
明
確
化
や
、
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
教
育
課
程
、
ま
た
は
教
育
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
た

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校
と
岡
山
県
立
林
野
高
校
。
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
や
気
づ
き
が
得
ら
れ
、

自
身
や
学
校
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
２
校
の
教
師
が
お
互
い
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
語
り
合
っ
た
。

教
師
同
士
が
協
働
し
て

教
育
目
標
を
考
え
る
意
義

実践を振り返って
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た
餅
」
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
、
教
職
員
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
が
な
け
れ

ば
、
教
育
目
標
を
咀そ

嚼し
ゃ
くし
て
自
分
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
、
日
々
の
指
導
に
生
か

す
と
い
っ
た
発
想
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。会
議
で
の
先
生
方
の
発
言
を
聞

い
て
も
、資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
で
考
え
る

習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
、「
育
て
た
い
生
徒
像
」が
浸
透
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。生
徒
の
意
識
に
も
、

今
ま
で
以
上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が

見
え
始
め
て
い
ま
す
。
教
師
の
目
指
す
方

向
性
を
、
生
徒
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
感
じ

て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

酒
井
　
学
校
の
教
育
目
標
は
た
く
さ
ん
の

先
生
方
の
思
い
や
地
域
の
期
待
を
反
映
す

る
の
で
、
網
羅
的
・
抽
象
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
、

「
育
て
た
い
資
質
・
能
力
」
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
ど
の
取
り
組
み

が
教
育
目
標
の
ど
の
部
分
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
力
を
伸
ば
し

た
り
、
つ
ま
ず
き
を
取
り
除
い
た
り
す
る

日
常
の
教
育
活
動
の
背
景
に
、
校
訓
や
教

育
目
標
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
始

め
た
先
生
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

真
田
　
私
は
、
授
業
や
部
活
動
の
時
間
、

進
路
指
導
主
事
と
し
て
会
議
を
し
て
い
る

時
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
中
で
、
常
に

「
幕
総
ス
キ
ル（
仮
称
）」の
５
つ
の
力（
　

Ｐ
．

６
図
２
参
照
）
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
同
時
に
今
回
の
成
果
を
、
今
後

本
校
に
長
く
勤
務
す
る
で
あ
ろ
う
若
手
教

師
や
中
堅
の
先
生
方
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
成
果
を
学
校
の
資
産
と

し
て
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
方
策

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
浦
　
私
は
本
校
に
赴
任
す
る
ま
で
、
主

幹
教
諭
や
管
理
職
と
し
て
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
改
革
の
工

程
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
周
囲
を
引
っ

張
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
前
面
に
出
過
ぎ
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
。
私
の
考
え
を
強
く
押
し
出
さ

ず
、
先
生
方
の
主
体
性
の
発
揮
を
待
て
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
管
理
職
と
し
て

の
私
自
身
の
成
長
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
学
校
改
革
を
通
し
て
管
理
職
や

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

き
な
か
っ
た
の
で
、
先
生
に
よ
っ
て
は
参

加
で
き
な
い
日
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
議

論
の
つ
な
が
り
を
す
べ
て
の
先
生
方
と
共

有
し
、
今
の
取
り
組
み
が
ど
こ
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
見
通
し
を
示
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
議
論
が
深

ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編
集
部
　
お
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
ご
自

身
や
周
り
の
先
生
方
、
生
徒
が
変
わ
っ
た

と
感
じ
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

安
東
　
校
訓
や
教
育
目
標
が
「
絵
に
描
い

千葉県立幕張総合高校 岡山県立林野高校
実践内容は P.４〜９参照 実践内容は P.10 〜15 参照

進路指導主事

真田信弘
さなだ・のぶひろ

教職歴 31年。
同校に赴任して10年目。

校長

三浦隆志
みうら・たかし

教職歴 34 年。
同校に赴任して２年目。

教頭

酒井一成
さかい・かずなり

教職歴 33 年。
同校に赴任して２年目。

主幹教諭

安東幸信
あんどう・ゆきのぶ　

教職歴 29 年。
同校に赴任して８年目。

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

教
育
目
標
を
「
絵
に
描
い
た
餅
」に

し
て
は
い
け
な
い

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
人
材
を
抜
擢
し

の
び
の
び
と
力
を
発
揮
さ
せ
る
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酒
井
　
教
頭
の
役
割
の
１
つ
は
、
学
校
の

最
高
責
任
者
で
あ
る
校
長
と
、
他
の
教
師

を
つ
な
ぐ
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
先

生
方
が
持
つ
ア
イ
デ
ア
や
モ
ヤ
モ
ヤ
感
を

整
理
し
、私
自
身
の
課
題
意
識
と
併
せ
て
、

校
長
に
報
告
す
る
。
あ
る
い
は
、
校
長
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
止
め
て
具
体
化
す
る
方

策
を
考
え
、
教
職
員
に
伝
え
て
理
解
を
得

る
。
さ
ら
に
、
強
い
意
志
や
ビ
ジ
ョ
ン
、

人
を
動
か
す
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
抜
擢

し
、
の
び
の
び
と
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う

環
境
を
整
え
る
こ
と
も
、
教
頭
の
大
事
な

役
割
で
す
。
そ
う
い
っ
た
人
材
を
見
つ
け

る
上
で
私
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
人
の
周
り
に
ど
の
よ
う
な
人
が
集
ま
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。
ど
ん
な
に

優
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て

い
て
も
、
そ
の
先
生
自
身
に
人
を
引
き
つ

け
る
魅
力
や
他
の
先
生
を
動
か
す
発
信
力

が
な
け
れ
ば
、改
革
は
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

三
浦
　
校
長
が
す
べ
て
牽け

ん

引い
ん

し
て
い
る
と

い
う
感
覚
を
先
生
方
が
抱
い
て
し
ま
う

と
、
先
生
方
の
主
体
性
は
薄
れ
、
改
革
を

自
分
事
と
考
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
本
校
の
よ
う
に
教
職
員
40
人

足
ら
ず
の
小
規
模
校
で
は
、
校
長
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
つ
つ
、
先
生

方
と
の
同
僚
性
を
大
切
に
し
て
、
学
校
の

課
題
に
一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
今
回
の
高

大
接
続
改
革
の
よ
う
な
大
き
な
環
境
変
化

を
的
確
に
捉
え
、
現
状
の
把
握
と
改
革
の

実
行
を
並
行
し
て
速
や
か
に
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
よ
く
「
赴
任
１
年
目
は
様

子
見
」
と
言
い
ま
す
が
、
２
年
目
に
な
っ

て
突
然
改
革
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
現

場
の
先
生
方
は
「
去
年
は
前
年
踏
襲
で
よ

か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
？
」
と
困
惑
し
て
し

ま
い
、
改
革
に
共
感
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

安
東
　
学
校
教
育
は
、
と
も
す
れ
ば
前
年

踏
襲
に
陥
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
生
徒

は
毎
年
変
わ
り
ま
す
し
、
先
例
を
な
ぞ
る

だ
け
で
は
、
激
し
い
環
境
変
化
に
対
応
で

き
な
い
場
面
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
ミ

ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
定
番
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目
的
や
方
法
が

正
し
い
の
か
常
に
批
判
的
に
見
つ
つ
、
関

係
分
掌
と
連
携
を
取
っ
て
取
り
組
み
の
意

義
を
確
認
・
共
有
し
、
必
要
な
ら
ば
新
規

の
提
案
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も
求
め
ま

す
。
時
に
は
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と

を
前
提
に
お
願
い
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
率
直
に
互
い
の
思
い
や
考
え
を
ぶ
つ

け
合
う
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
方
向
性
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

真
田
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
、
現

場
の
先
生
方
の
考
え
を
大
切
に
受
け
止

め
、
管
理
職
の
意
向
を
確
認
し
て
、
適
切

な
判
断
を
す
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
自
分

の
考
え
と
は
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
、
現
場
の
教
師

と
共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
東
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
生
徒
指
導
部
や
特
活

指
導
部
な
ど
各
分
掌
長
の
先
生
方
と
方
向

性
を
共
有
し
、
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

編
集
部
　
今
回
、
学
校
全
体
で
改
革
を
進

め
て
い
く
上
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は

何
で
し
た
か
。

三
浦
　
本
校
で
は
、
事
務
室
の
職
員
が
協

力
的
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
教
師
側
の
意
向
を
受
け
て
様
々

な
配
慮
を
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
昨
年
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
事
務
室
の
職
員
も

参
加
し
、
行
政
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務
室
の
職
員

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

で
き
た
こ
と
も
、
先
生
方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

酒
井
　
本
校
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
進

学
重
視
型
の
総
合
学
科
に
移
行
す
る
予
定

が
あ
り
、
一
方
で
特
別
支
援
教
育
へ
の
対

応
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
環
境
変
化
に
慌

同
僚
性
や
各
教
師
の
主
体
性
を
大
切
に
し
、

環
境
変
化
を
的
確
に
捉
え
て
、

課
題
に
一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
む三

浦
隆
志

　

対
話
を
通
し
て
お
互
い
の

考
え
を
深
め
合
っ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
い
だ
す安

東
幸
信
　

外
的
変
化
が
教
師
の

改
革
意
欲
に
火
を
つ
け
る
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て
ふ
た
め
く
の
で
は
な
く
、
変
化
を
契
機

に
し
て
自
分
た
ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

見
直
し
、
教
育
目
標
の
明
確
化
や
そ
の
実

現
に
少
し
で
も
近
づ
い
て
い
く
努
力
を
す

る
こ
と
が
大
切
な
時
期
に
来
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
本
校
な
ら
で
は

の
外
的
要
因
が
、
先
生
方
の
意
識
を
高
め

た
面
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
浦
　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
直
面
す
る
課

題
に
取
り
組
む
た
め
の
方
策
を
考
え
、
次

に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
職
場
の
雰
囲
気
も
前
向

き
な
も
の
と
な
り
、
新
し
い
意
見
も
出
て

く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
次
の
改

善
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
そ
う
と
構
え
て
し

ま
う
と
か
え
っ
て
難
し
く
な
り
ま
す
が
、

先
生
方
の
主
体
性
が
高
ま
れ
ば
、
お
の
ず

と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
回
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
部

　今
回
の
取
り
組
み
を
、
今
後
の

学
校
改
革
や
教
育
活
動
の
改
善
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

酒
井
　
今
回
、
本
校
で
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
明
確
化
で
き
た
の
で
、
そ
れ

を
外
部
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
幕
張
総
合
高
校
で
は
こ
の
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
、
卒

業
後
は
こ
の
よ
う
な
活
躍
の
道
が
開
か
れ

る
と
い
う
こ
と
を
力
強
く
宣
言
し
て
い

け
ば
、
本
校
の
魅
力
が
さ
ら
に
広
く
外
部

に
伝
わ
る
は
ず
で
す
。
本
校
の
特
色
の
１

つ
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
が

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
方
向
性
を
共
有
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

真
田
　
生
徒
に
求
め
る
資
質
・
能
力
を
明

確
に
し
た
以
上
、
そ
れ
を
育
む
教
師
の
資

質
・
能
力
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
生
徒
の
資
質
・
能
力
が
ど
れ
だ
け

向
上
し
て
い
る
の
か
、
教
師
は
き
ち
ん
と

評
価
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
次
の
取
り
組

み
に
生
か
し
て
い
く
、
指
導
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
き
ち
ん
と
回
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
生
徒

だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
教
師
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
も
明
確
に
し
、
そ
れ
を

高
め
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

安
東
　
林
野
高
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
18
年
度
１
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
落
と
し
込
み
、
運
用
す
る
こ
と
が
当
面

の
目
標
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
２
・
３

年
生
と
順
次
、
形
を
整
え
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
が
回
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
私
自
身
が
率
先

し
て
取
り
組
み
を
推
進
し
、
三
浦
校
長
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
１
人
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す

の
で
、
多
く
の
先
生
方
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
連
携
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
　
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
上
で

大
切
な
の
は
、
型
に
は
め
て
し
ま
わ
な

い
こ
と
で
す
。
決
め
ら
れ
た
こ
と
だ
け
を

し
て
い
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ
れ
で
は

ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
化
し
て
し
ま
い
、
い

ず
れ
は
学
校
の
停
滞
を
招
く
で
し
ょ
う
。

ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
化
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
、
若
い
世
代
の
先
生
方
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
私
の
役
割
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
高
校
も
、「
育
て
た
い
生
徒
像
」

を
明
確
に
し
、
大
学
の
よ
う
に
デ
ィ
プ

ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
や
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
高
校
教
育
の

質
保
証
を
果
た
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
を

い
か
に
大
学
入
試
や
卒
業
後
の
学
び
に
結

び
つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
、
ま

す
ま
す
大
切
に
な
る
は
ず
で
す
。

編
集
部

　本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

教
師
に
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
て
、

そ
れ
を
高
め
る
仕
組
み
が
必
要真

田
信
弘
　

「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
を

外
部
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
共
有
す
る酒

井
一
成
　

特集

「学校教育デザイン」を描く❹　

２校の事例に見る実践のポイント

高
校
教
育
の
質
保
証
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
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山
下
兼
彦
先
生
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
教
科
書
の
内
容

の
定
着
を
図
る
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
む
学
び
を
取
り
入
れ
た
。
一
斉
授
業
に
比
べ
て
、

学
習
内
容
へ
の
理
解
に
は
深
ま
り
が
見
え
た
が
、
ま
だ

資
質
・
能
力
の
育
成
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

　「
昨
年
、
他
校
の
『
社
会
人
基
礎
力
』
の
育
成
を
図

昭和女子大学附属昭和中学校・高校
◎学園目標は「世の光となろう」。認定こども園
から大学院まで同じ敷地内にある。本科・グロー
バル留学・スーパーサイエンスの３コースを設置。
2014 年度に文部科学省「スーパーグローバル
ハイスクール（SGH)」の指定を受け、グローバ
ル教育に力を注ぐ。
◎設立　1920（大正９）年
◎形態　全日制／普通科／女子校
◎生徒数　１学年約 220人
◎２０１７年度入試合格実績（現役のみ）
国立大は、東京学芸大、東京藝術大、京都大
に３人が合格。私立大は、青山学院大、学習
院大、慶應義塾大、上智大、東京理科大、明
治大、早稲田大などに延べ244人が合格。
◎URL
https://jhs.swu.ac.jp/

東京都・私立
昭和女子大学附属昭和中学校・高校
山下兼彦　やました・かねひこ　

教職歴 25 年。同校に赴任して 26 年目。
進路指導部。
アクティブ・ラーニングの実践は１年目になる。

10:15 前時の学習内容を共有 授業
ハイライト

納
得
解
を
追
求
す
る

グ
ル
ー
プ
の
学
び
合
い
で
、

主
体
的
に
思
考
し
続
け
る
生
徒
を
育
成

授業アンケートの結果や、「自分の参考書」（Ｐ．22 参照）
のよい例などを掲載した「ＢＢ通信」を配布。次に、前時
の振り返りから、クラス全体で共有したい生徒の声として、
「当たり前だと思っていたことを説明するのが難しかった」
を紹介。「人に教える場面では、自分が本当に理解してい
るのかが分かる」とグループワークの意義を改めて伝えた。

●
２
年
生
「
生
物
基
礎
」
の
授
業
で
、
単
元
は
「
遺
伝
子
と

そ
の
は
た
ら
き
」。
授
業
時
間
の
半
分
は
グ
ル
ー
プ
内
で
の

質
疑
や
議
論
を
行
い
、遺
伝
情
報
の
分
配
や
遺
伝
子
の
発
現
、

タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
と
い
っ
た
遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。（
P.	

23
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

生物

実践

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
質
を
転
換
し
、

「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
成

山
下
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

20 December  2017

Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/20
松本た

念
校

11/29
松本た − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-23_view21koukou-12g.indd   20 17/11/29   12:14



る
『
生
物
基
礎
』
の
授
業
を
見
学
し
、自
分
に
は
無
か
っ

た
視
点
だ
と
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
山
下
先
生
は
、
教
師
が
極
力
説
明
せ
ず
、

グ
ル
ー
プ
で
主
体
的
に
議
論
し
て
概
念
を
形
成
す
る
学

び
を
通
し
、「
社
会
人
基
礎
力
」の
３
つ
の
力
で
あ
る
「
前

に
踏
み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」

を
育
て
た
い
と
考
え
た
。
こ
う
し
て
、
２
０
１
７
年
度

に
授
業
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
図
っ
た
の
だ
が
…
…
。

　「
生
徒
は
楽
し
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す

が
、『
先
生
が
何
も
教
え
な
い
の
は
お
か
し
い
』
と
、
猛

反
発
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
声
を
聞
い
て
、
生
徒
は
模

範
解
答
を
正
確
に
再
現
し
て
、
点
数
を
取
る
学
び
に
慣

れ
切
っ
て
い
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　
ま
ず
生
徒
の
意
識
変
革
が
必
要
だ
と
考
え
、「
Ｂ
Ｂ

（Basic Biology

）
通
信
」
を
発
行
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
意
義
や
効
果
を
示
し

て
説
明
。
生
徒
は
徐
々
に
意
図
を
理
解
し
て
授
業
を
受

け
入
れ
、
前
期
の
中
間
考
査
を
迎
え
た
。

　「
定
期
考
査
の
難
易
度
は
、
平
均
点
が
70
点
程
度
と

な
る
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
間
考
査
で
は

80
点
近
い
平
均
点
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
は
授
業
の
効

果
を
実
感
し
、
さ
ら
に
意
欲
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
山
下
先
生
は
、
各
単
元
を
「
授
業
」「
実
験
」「
自
分

の
参
考
書
作
り
」
の
３
要
素
で
構
成
す
る
。

　
授
業
で
は
、
主
に
Ａ
Ｌ
向
け
教
材
の
「T

hink and 
Q

uest

（
以
下
、Ｔ
＆
Ｑ
）」（
＊
）を
使
用
。
Ｔ
＆
Ｑ
に
は
、

初
め
に
実
験
・
観
察
の
結
果
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

の
「
考
え
る
材
料
」
と
「
活
用
す
る
知
識
」
が
提
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
で
基
礎
課

題
や
発
展
課
題
に
取
り
組
む
。

　
山
下
先
生
は
、
生
徒
に
主
体
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と

に
徹
し
、
授
業
中
の
声
か
け
は
極
力
控
え
る
。

　「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
に
は
、
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

質
問
を
受
け
ま
す
が
、
資
料
を
読
め
ば
分
か
る
こ
と
や

生
徒
が
考
え
れ
ば
気
づ
く
こ
と
に
は
答
え
ず
、
ヒ
ン
ト

の
み
を
提
示
し
て
い
ま
す
」

　
模
範
解
答
を
示
さ
な
い
こ
と
も
徹
底
し
て
い
る
。
こ

の
日
の
発
展
課
題
は
難
易
度
が
高
く
、
考
え
に
行
き
詰

ま
る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
全
体
共
有
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
方
向
性
を
示
す
の
み
で
、「
後
は
自
分
で

納
得
解
を
考
え
て
」
と
、
さ
ら
な
る
思
考
を
促
し
た
。

　「
模
範
解
答
を
与
え
る
と
、
生
徒
の
思
考
は
そ
こ
で

止
ま
り
、
模
範
解
答
を
覚
え
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

納
得
解
は
自
分
な
り
の
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
授
業
後
も
思
考
し
続
け
ま
す
」

　
授
業
後
、
発
展
課
題
の
納
得
解
を
書
い
て
提
出
す
る

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
に
、
先
生
は
５
段
階
評
価
と

コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
返
却
す
る
が
、
こ
こ
で
も
模
範
解

答
は
示
さ
な
い
。
生
徒
同
士
で
シ
ー
ト
を
確
認
し
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
合
う
こ
と
を
求
め
る
か
ら
だ
。

　
定
期
考
査
後
の
答
案
返
却
時
に
は
、
模
範
解
答
は
渡

す
が
、
解
説
は
し
な
い
。
代
わ
り
に
、
生
徒
が
自
分
た
＊　 は、株式会社ラーンズが提供する、生徒の能動的な学びを引き出す授業用教材。

10:26 10:20グループワーク 「考える材料」の提示

自由に机を並べてグループワークを開始。基礎課題が終わっ
たグループから、発展課題に取り組む。机間巡視で、多くの
グループが考えあぐねている点があると気づき、先生は「成長
段階に応じて必要なタンパク質が変わる」というヒントを板書。

本時の２つの目標を読み上げ、既習事項を振り返り、グルー
プ内での話し合いの材料となる知識を提示。教材の図をスク
リーンに映し出し、「これが何を意味するか、説明できるよう
になりましょう」と、山下先生。そのためには、「遺伝子の発現」
「だ腺染色体」「パフ」の３つがキーワードになると伝えた。

精
読
に
よ
る
内
容
理
解
が

思
考
を
広
げ
る
支
え
に
な
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

友人の意見を聞いて、考えが広がります。以前に学んで忘
れてしまったことを、遠慮なく質問できるのも助かります。

生徒の
声

 December  201721

Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/20
松本た - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 21 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

11/20
松本た - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P20-23_view21koukou-12g.indd   21 17/11/20   15:23



ち
で
学
び
合
う
時
間
を
設
け
る
。
さ
ら
に
、
約
10
人
の

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
学
習
が
効
果
的
だ
っ
た
と
思
う
か

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
。

　
思
考
を
深
め
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
実
験

を
行
う
こ
と
も
心
が
け
て
い
る
。

　「
実
際
に
手
を
動
か
し
、
目
で
確
か
め
る
こ
と
は
、
画

像
を
見
せ
る
だ
け
の
授
業
に
比
べ
て
は
る
か
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
」

　
Ｔ
＆
Ｑ
を
導
入
し
て
か
ら
教
材
作
成
に
か
け
る
手
間

が
減
り
、
そ
の
分
を
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
計
画
に
充
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。次
時
は
、本
時
に
学
習
し

た
遺
伝
子
の
「
パ
フ
」
の
観
察
実
験
を
し
、
単
元
の
ま

と
め
で
は
、
遺
伝
子
診
断
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
な
が
ら
、
遺
伝
子
診
断
の
体
験
実
験
を
行
っ
た
。

　
主
に
知
識
の
定
着
を
図
る
学
び
が
、「
自
分
の
参
考

書
作
り
」
だ
。
単
元
が
終
わ
る
ご
と
に
、
生
徒
は
、
教

科
書
や
資
料
集
を
参
照
し
、
授
業
や
実
験
の
内
容
も
踏

ま
え
て
、
自
分
な
り
の
参
考
書
を
ノ
ー
ト
に
作
成
。
学

期
に
１
回
提
出
し
、
山
下
先
生
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。

　
参
考
書
の
形
式
や
内
容
は
自
由
で
、
文
系
の
生
徒
は

基
礎
を
中
心
に
ま
と
め
、
生
物
と
関
連
が
深
い
進
路
に

進
む
生
徒
は
発
展
的
な
内
容
を
含
め
る
こ
と
が
多
い
。

予
習
と
し
て
取
り
組
ん
で
分
か
ら
な
い
点
を
授
業
で
重

点
的
に
学
ん
だ
り
、
授
業
後
の
復
習
と
し
て
作
成
し
た

り
と
、
進
め
方
も
様
々
だ
。

　「
学
習
内
容
を
自
分
で
ま
と
め
る
過
程
で
、
内
容
を

よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
分
か
り

や
す
く
表
現
す
る
力
も
身
に
つ
い
て
き
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
が
自
由
に
グ
ル
ー
プ

を
組
む
。
中
に
は
、「
今
日
は
１
人
で
じ
っ
く
り
と
考
え

た
い
」
と
、
１
人
で
考
え
る
生
徒
も
い
る
。

　「
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成
す
る
力
も
、
社
会
で

求
め
ら
れ
る
力
の
１
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気

心
が
知
れ
た
友
人
と
一
緒
の
方
が
、
分
か
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
遠
慮
な
く
聞
き
合
え
る
利
点
も
あ
り
ま
す
」

　
一
方
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考

一人ひとり、内容や形式が異なる「自分の参考書」。生徒か
らは、「試験前に改めてノートにまとめる必要がないため、
問題演習に多く取り組めた」といった声が上がっている。

11:00

授業で分かったことや疑問を振り返りシートに記入。周りの
生徒とグループワークを振り返りながら話し合う姿も多く見ら
れ、生徒の思考は動き続けている様子だった。早速、自分の
納得解をまとめる生徒もいた。

10:55

基礎課題（閉じた質問）は、解答を板書。発展課題は、解答
を提示せず、思考の方向性を示すことにとどめ、各自で納得
解を考えるように指示した。続いて、本時の学習内容と関連が
深いｉＰＳ細胞の概要を説明すると、生徒は「そういう研究だっ
たのか」と理解を深めたり、「本当にそんなことができるの？」
と驚いたりと、学習内容に関心を高めている様子が見られた。

リフレクション 全体共有

模範解答が示されず、自分で考え抜かなくてはいけない
のは大変ですが、深く理解できるようになりました。

生徒の
声

グ
ル
ー
プ
を
自
由
に
組
ま
せ
て

活
発
な
議
論
を
生
み
出
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

教
科
書
や
授
業
内
容
を
ま
と
め
る

「
自
分
の
参
考
書
」
を
作
成
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え
、
実
験
で
は
毎
回
グ
ル
ー
プ
を
変
え
て
い
る
。

　
年
度
の
最
初
の
授
業
で
は
、「
教
室
は
間
違
う
と
こ
ろ

だ
」と
い
う
詩
を
紹
介
し
、ど
ん
な
こ
と
も
臆
せ
ず
発
言

し
、そ
れ
に
対
し
て
聞
く
耳
を
持
ち
、互
い
の
意
見
を
認

め
合
っ
て
議
論
を
深
め
る
よ
う
に
と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
授
業
に
し
て
か
ら
、
生
徒
に
は
主
体
的

に
学
び
合
う
力
が
育
ま
れ
て
い
る
。
今
で
は
、
定
期
考

査
前
に
質
問
に
訪
れ
る
生
徒
は
少
な
く
な
り
、
山
下
先

生
が
放
課
後
に
教
室
を
訪
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
が
互
い

に
確
認
し
合
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、「
自
分
の
参
考
書
作
り
」
で
も
知
識
の
定
着
が
確

実
な
も
の
と
な
り
、
前
述
の
通
り
、
定
期
考
査
の
結
果

は
向
上
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、「『
生
き
る
』
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
」
と
大
き
な
視
点

で
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｌ
の
実
践
を
通
し
、
山
下
先
生
の
授
業
観
や
生
徒

観
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　「
生
徒
の
力
を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
自
身

の
最
も
大
き
な
変
化
で
す
。
以
前
は
、
先
回
り
し
て
教

え
過
ぎ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

授
業
を
通
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
を
育
て
上
げ
、

ほ
か
の
教
科
や
受
験
勉
強
、
さ
ら
に
は
予
測
不
可
能
な

社
会
を
生
き
抜
い
て
い
け
る
力
に
結
び
つ
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容
教師による

発問・働きかけの
内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

本時の主題と
目標の確認

•学習内容を見通す力

•主体的、協働的に学ぼ
うとする姿勢

•思考力
• 判断力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】１時間の授業で学ぶ内容を
明確にして、具体的な目標を意識す
る。

「この授業を通して、
学び方や社 会人 基
礎力の習得まで目指
してほしい」

生徒に広い視 野を持
たせて授 業に臨ませ
る。

「考える材料」
「活用する
知識」の
確認と解説

• 既習の知識を新たな課
題に取り組むために活用
しようとする姿勢

•主体的に教科書等の教
材を活用し、自分で知識 ･
技能を身につける力

• 知識
• 技能
•思考力
• 判断力
•主体性

【生徒】教師に頼らず、友人とともに
主体的、協働的に課題に取り組む。

【教師】生徒が理解しにくい部分の
み、最低限の解説を行う。

「ヒトの受精卵と皮
膚の細胞は同じ遺伝
情報を持っているだ
ろうか。それとも異
なるだろうか」

グループ活動（基礎・
発展課題）が円滑に
進むような柔らかい雰
囲気をつくる。

パフと
発現遺伝子
の関係

（基礎課題）

•主体的に教科書等の教
材を活用し、自分で知識 ･
技能を身につける力

• 他 者との議 論を深め、
意見をまとめて、問題解決
へ導いていく力

• 知識
• 技能
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】既習の知識や、教科書等で
調べた知識等を活用して生徒同士で
質疑や議論を重ねながら基礎課題
に主体的、協働的に取り組む。

【教師】机間巡視をして、生徒の言葉
を傾聴しながら、必要に応じて生徒
の思考が深まるように助言を行う。

「パフの位置が成長
段階で変化すること
には、どんな意味が
あるのだろうか」

「考える材料」「活用す
る知識」と教科書の
記述等をうまく結びつ
けて課題に取り組むよ
うに促す。

同一のＤＮＡ
を持つ各細胞
の様々な細胞
への分化

（発展課題）

•主体的に教科書等の教
材や基礎課題で考えた事
柄を活用し、さらに深い知
識 ･ 技能を身につける力

• 他 者との議 論を深め、
意見をまとめて、さらに深
い問題解決を進めていく
力

• 知識
• 技能
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】基礎課題で理解したことを踏
まえて、さらに深い課題に対して、自
分たちで、納得解にたどり着けるよう
に主体性、多様性、協働性を持って、
思考 ･ 判断・表現を重ねていく。
【教師】本時、もしくは既習の学習
内容から、自由で多彩な思考・判断・
表現ができるように助言する。

「基礎課題で理解し
たことを応用できな
いか考えてみよう」

「友人同士で説明し
合ってみよう」

思考の展開（考える材
料→活用する知識→
基礎課題→発展課題）
を意 識させ、本 時 の
テーマ・目標に沿った
正しい概念形成ができ
るように促す。

納得解の共有
と

リフレクション

• 各課題で、グループまた
は個人で考えた納得解を
共有しようとする姿勢

• 学習内容を振り返り、自
分の理解度を自分で把握

（俯瞰）できる力

•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】自分の学習内容の理解度を
自分で把握できるように、客観的に
振り返りを行うことを意識する。

【教師】「教師の模範解答」は示さず、
各課題の納得解を考えるポイントの
みを示す。

「自分たちの納得解
の精度をどこまで上
げられるか考えよう」

「今日の自分の活動
を客観的に振り返っ
てみよう」

• 納得解の精度を上げ
るための取り組みを追
求させる。

• 学習内容をどこまで
理解して、どこまで理
解していないかを生徒
自身に気づかせる。

＊山下先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】生物基礎　　【分野・単元】遺伝子とそのはたらき
【テーマ・作品】　遺伝情報の分配と発現（タンパク質の合成）
【設定時数】４時間中の３時間目	

【本時全体の目標】 ①すべての遺伝子が常に発現しているわけではない
ことが分かる。②個体を構成する細胞は遺伝的に同一だが、部位に応
じて発現する遺伝子が異なることが分かる。

定
期
考
査
前
の
質
問
が
少
な
く
な
り
、

生
徒
た
ち
の
学
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
る

成
果
と
課
題
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筬お

さ
じ
ま島
朋
子
先
生
の
指
導
の
原
点
に
は
、
自
身
が
高
校

時
代
に
受
け
た
地
理
の
授
業
が
あ
る
。

　「
初
め
は
、
暗
記
重
視
の
授
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

あ
ま
り
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

あ
る
先
生
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
項
に
つ
い
て
『
な
ぜ

そ
う
な
る
の
か
』
と
い
う
因
果
関
係
を
丁
寧
に
説
明
し

大分県立日
ひ た

田高校
◎校訓は「剛健、積極、明朗」。文武両道を
旨とし、学力だけではなく、社会で活躍できる
力の育成に力を注ぐ。2016 年度に文部科学省
「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」の
２期目の指定を受け、１・２年生全員と３年生
SSクラスが課題探究に取り組む。
◎設立　1920（大正９）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 200人
◎２０１７年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、筑波大、東京工業大、神戸大、
広島大、熊本大、大分大などに132 人が合格。
私立大は、青山学院大、早稲田大、同志社大、
関西大、関西学院大などに延べ188人が合格。
◎URL
http://kou.oita-ed.jp/hita/

大分県立日
ひ た

田高校
筬島朋子　おさじま・ともこ　

教職歴 10 年。
同校に赴任して４年目。
２学年担任、地理歴史・公民科主任。
アクティブ・ラーニングの実践は４年目になる。

9:35 前時までの振り返り 授業
ハイライト

「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」と
問
い
続
け

因
果
関
係
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
地
理
」の
本
質
に
迫
ら
せ
る

前時までのオセアニア地誌を振り返る。先生は「新期造山
帯はどこ？」「プランテーションが行われている地域は？」
「年降水量 500ミリ以上の地域ではどの家畜を多く飼育し
ている？」といった、地形や気候、産業などに関して質問。
生徒は、机上の白地図の該当する箇所を指差して、各自で
確認しながら、既習の知識を振り返った。

●
３
年
生
「
地
理
Ｂ
」
の
授
業
で
、
単
元
は
「
オ
セ
ア
ニ
ア

の
地
誌
」。
地
誌
全
体
の
ま
と
め
の
授
業
と
し
て
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
の
ワ
ー
ク
を
通
し
、
各
地
域
の
輸
出
品
か
ら
背

景
に
あ
る
共
通
点
や
相
違
点
を
考
察
し
た
。（
P.	
27
に
授
業

デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

地理

実践

因
果
関
係
を
捉
え
さ
せ
て

地
理
の
面
白
さ
に
気
づ
か
せ
る

筬
島
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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て
く
れ
て
、
そ
れ
ま
で
別
個
に
暗
記
し
て
い
た
知
識
が

つ
な
が
り
、
地
理
の
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
体
験
も
あ
り
、
筬
島
先
生
は
、
授
業
で

生
徒
に
因
果
関
係
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
た
だ
、
１
人
で
考
え
る
よ
り
も
、
ほ
か
の
生
徒
と

意
見
を
出
し
合
っ
た
方
が
考
え
が
深
ま
り
や
す
い
。
そ

こ
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
︵
以
下
、
Ａ
Ｌ
︶

を
取
り
入
れ
た
大
き
な
理
由
が
あ
る
。

　
ま
た
、
抱
い
て
い
た
課
題
意
識
と
し
て
、
生
徒
は
家

庭
学
習
で
は
他
教
科
を
優
先
し
、
地
理
の
学
習
が
手
薄

に
な
り
が
ち
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
か
に
授
業
を
中
心

に
学
び
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
か
を
考
え
た
と
こ
ろ
、

最
終
的
に
Ａ
Ｌ
に
行
き
着
い
た
と
い
う
。

　「
生
徒
は
主
体
的
に
な
る
と
、
教
科
の
面
白
さ
に
気

づ
き
、
思
考
が
ど
ん
ど
ん
深
ま
り
、
学
ん
だ
内
容
の
定

着
も
進
み
ま
す
。
教
師
が
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な

く
、
生
徒
が
積
極
的
に
参
加
し
て
思
考
す
る
授
業
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
こ
う
し
て
筬
島
先
生
は
、
４
年
前
に
Ａ
Ｌ
の
実
践
を

ス
タ
ー
ト
。
校
内
で
Ａ
Ｌ
を
実
践
す
る
他
教
科
の
授
業

を
参
観
す
る
だ
け
で
な
く
、
校
外
の
研
修
に
参
加
し
た

り
、
他
校
の
授
業
を
見
学
し
た
り
し
て
、
自
身
の
授
業

に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

　「
最
初
は
ペ
ア
の
話
し
合
い
を
取
り
入
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
の
『
手
法
』
に
走
り
過
ぎ
ず
、
必

要
な
場
面
で
は
講
義
形
式
の
指
導
も
行
い
、
生
徒
自
身

が
『
知
識
が
定
着
し
た
』『
思
考
で
き
た
』『
新
し
い
考

え
を
学
べ
た
』
と
感
じ
な
が
ら
学
力
を
高
め
て
い
け
る

授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
筬
島
先
生
は
、「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
な
ど
、

根
拠
や
理
由
の
説
明
を
求
め
る
発
問
を
意
識
し
て
行
っ

て
い
る
。

　「
根
拠
や
理
由
を
深
く
考
え
る
中
で
、『
こ
ん
な
地
形

や
気
候
だ
か
ら
、
こ
の
資
源
が
存
在
し
、
こ
の
産
業
が

発
展
し
た
』
と
い
っ
た
因
果
関
係
が
見
え
て
き
ま
す
。

元
々
、
地
理
は
、『
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
』『
ほ
か
の
地

域
と
比
べ
て
ど
う
か
』『
ほ
か
の
知
識
と
ど
う
結
び
つ
く

か
』
な
ど
、
思
考
を
深
め
る
発
問
を
作
り
や
す
い
教
科

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
特
色
の
因
果
関
係
を
つ

か
ん
で
理
解
す
る
こ
と
こ
そ
、
地
理
を
学
ぶ
本
質
だ
と

捉
え
て
い
ま
す
」

　
こ
の
日
の
授
業
で
も
、
主
要
輸
出
品
か
ら
国
名
を
類

推
す
る
課
題
で
、
あ
る
生
徒
が
「
砂
糖
」
に
着
目
し
た
。

筬
島
先
生
が
「
砂
糖
は
何
か
ら
で
き
る
？
」
と
質
問
す

る
と
、生
徒
は「
サ
ト
ウ
キ
ビ
」と
答
え
た
。
さ
ら
に「
そ

れ
は
ど
ん
な
気
候
で
育
つ
？
」
と
問
う
と
、「
温
か
い
地

域
。
と
い
う
こ
と
は
、
キ
ュ
ー
バ
か
な
」
と
思
考
を
深

め
て
い
っ
た
。

　
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
同
士
が
話
し

合
っ
て
思
考
を
深
め
て
い
く
。
世
界
の
各
地
域
の
輸
出

品
の
特
徴
を
ま
と
め
る
場
面
で
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
々
は
機
械
類
の
輸
出
が
多
い
」「
石
油
な
ど
の
資
源
が

採
れ
る
国
や
地
域
も
あ
る
ね
」
と
い
う
よ
う
に
、
様
々

な
視
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

9:50 9:42ペアワーク 個人ワーク

隣席の生徒とペアで、ワークを続ける。個人の段階では空欄
が目立ったが、「この国は大豆の輸出が多いね」「ということは、
家畜がいるのかな」などと考えを出し合い、完成に近づけて
いった。終了後は各ペアが順に答えを発表。筬島先生は「な
ぜそう思った？」と根拠を説明させたり、「関連してこの知識も
押さえよう」と知識を広げたりする指導をした。

オセアニアと南北アメリカの11か国について、主要輸出品と
１人あたりのＧＮＩ（国民総所得）から、国名を類推する個人
ワークを行った。筬島先生は、「根拠になると思った輸出品目
に丸をつけて」と、根拠を基に考えるように促した。また、机
間巡視で進み具合を確認し、悩んでいる生徒には「鉄鉱石は
どのような地域で多く採れるかな？」など、ヒントを提示した。

「
な
ぜ
？
」
と
考
え
続
け
る
と

知
識
が
つ
な
が
っ
て
い
く

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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　「
こ
の
日
の
授
業
で
は
、
輸
出
品
を
通
し
て
、
地
形
や

気
候
、
資
源
、
歴
史
的
背
景
な
ど
が
見
え
て
く
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と
は
相
互
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
の
が
、
最
大
の
ね
ら

い
で
し
た
。
授
業
の
最
後
に
は
、
多
く
の
生
徒
が
理
解

し
た
様
子
で
し
た
」

　
そ
う
し
た
学
び
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
生
徒
は
自
分

が
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
根
拠
や
理
由
と
と
も
に

説
明
す
る
重
要
性
に
も
気
づ
く
。
そ
の
段
階
に
達
す
る

と
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
は
ま
す
ま
す
活

性
化
し
、「
今
の
説
明
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
？
」
な
ど

と
尋
ね
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
学
習
内
容
に
よ
っ
て
は
、
講
義
形
式
が
主
体
の
授
業

も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
も
、
で
き
る
だ
け
生
徒
に
考
え

さ
せ
る
こ
と
に
努
め
る
。

　「
初
め
に
教
科
書
を
基
に
知
識
を
教
え
て
か
ら
、『
こ

れ
は
ど
う
し
て
だ
と
思
う
？
』
な
ど
と
全
体
に
問
い
を

投
げ
か
け
、
生
徒
の
発
言
を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
の
思
考
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
、
頻
繁
に
ペ

ア
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」

　
筬
島
先
生
が
Ａ
Ｌ
を
始
め
た
当
初
は
、
生
徒
が
要
点

を
押
さ
え
て
話
し
合
え
な
か
っ
た
り
、
学
力
が
高
い
生

徒
が
一
方
的
に
教
え
た
り
と
い
っ
た
姿
が
見
ら
れ
た
。

　「
そ
う
し
た
話
し
合
い
で
は
、
生
徒
は
学
習
の
効
果

を
感
じ
ら
れ
ず
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
嫌
い
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
時
間
と
生
徒
の
管
理

の
徹
底
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
時
間
の
管
理
と
し
て
は
、「
５
分
間
で
話
し
合
っ
て
」

な
ど
と
明
確
に
示
し
、
要
点
を
つ
か
ん
で
、
効
率
的
に

話
し
合
う
意
識
を
持
た
せ
る
。
生
徒
の
管
理
で
は
、
最

初
に
個
人
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
持
た
せ

た
り
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
際
、「
ま
ず
右
側
の
生
徒
か
ら
説

明
し
て
」
と
指
定
し
た
り
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
雰
囲
気
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
押
さ
え
て

ほ
し
い
事
項
の
語
呂
合
わ
せ
を
考
案
し
、
授
業
の
随
所

で
生
徒
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
発
声
し
て
い
る
。

　「
考
え
る
場
面
が
続
い
て
飽
き
て
い
る
様
子
が
見
ら

れ
た
時
な
ど
に
、
息
抜
き
を
兼
ね
て
声
を
出
さ
せ
て
い

ま
す
。
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り
、発
言
し
や
す
い
ム
ー

白地図を多用することも筬島先生の指導の特徴だ。書き込
ませるときれいにまとめることが目的となる生徒がいるた
め、毎授業の振り返りは指差しをしている。生徒が自分の
理解度を把握し、自ら学び直すきっかけとなる。

10:15

各グループの発表後、筬島先生は「輸出品からどんなことが分
かる？」と質問。「機械類は先進国が多いなど発展の状況が分
かる」「農作物や資源から気候や地形が分かる」「プランテー
ションを行う国は植民地支配の歴史がある」といった生徒の
発言を受け、先生は「輸出品にはその国の地形や気候、歴史
的背景が表れていることが分かるね」と授業を締めくくった。

10:00

地誌の単元のまとめとして、アジアや南北アメリカ、オセアニ
アなど各地域の輸出品の背景には、それぞれどのような共通
点と相違点があるかを３人グループで話し合った。

全体での共有 グループワーク

ほかの人の意見を聞くと、新しい視点を持ったり、忘れ
ていたことを思い出したりして、自分1人で考えることの
限界を痛感します。

生徒の
声

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
学
習
は

時
間
と
生
徒
の
管
理
を
徹
底

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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ド
に
な
る
こ
と
も
大
き
な
利
点
で
す
」

　
２
年
生
の
最
初
は
、
地
理
は
「
覚
え
る
教
科
」
と
考

え
て
い
る
生
徒
が
大
半
と
い
う
が
、
前
述
の
よ
う
な
授

業
を
繰
り
返
し
経
験
す
る
と
、「
考
え
る
教
科
」
と
い

う
意
識
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
。

　「
生
徒
は
自
分
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
私

も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
深
い
考
え
が
示
さ
れ
る
こ
と

が
増
え
て
い
き
ま
す
。
あ
る
生
徒
は
、
地
理
の
授
業
で

学
ん
だ
『
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
』
と
い
う
思
考
が
、
他

教
科
に
も
生
き
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　
ま
た
、「
歴
史
よ
り
楽
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
消
極
的
な

理
由
で
地
理
を
選
択
し
た
生
徒
が
、
授
業
を
重
ね
る
う

ち
に
「
地
理
の
面
白
さ
が
分
か
っ
た
」「
大
学
で
地
理
を

専
攻
し
た
い
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
ほ
ど
、
学
習
の
姿

勢
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
思
考
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、

多
様
性
や
新
し
い
価
値
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
意
識

し
た
学
び
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
答
え
の
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

す
る
学
習
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
び

を
通
し
、
地
理
の
面
白
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
大

学
入
試
の
結
果
に
も
結
び
つ
き
、３
年
生
の
最
後
に
『
地

理
を
学
ん
で
よ
か
っ
た
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
授
業
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の

「学力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

前時までの
振り返り

• オーストラリアの自
然環境や産業の知識
を正確にアウトプット
する。

• 知識
• 思考力

【静の活動】
現在の知識を白地図に引
き出し、生徒自身の理解
度を把握する。一問一答
形 式の 質問を投げかけ、
既習の知識を確認する。

「オーストラリアの地帯構造
は？」

「オーストラリアの各気候区
の場所は？」

「○○（資源）が採れる場所
は？」

「マリー川はどこを通ってい
る？」

「プランテーションが行われ
ている地域は？」

「年降水量〇〇以上の地域
ではどの家畜を多く飼育し
ている？」

「酪農するための条件は？」

個人で白地図を指せて
いるか。

地誌全体の
振り返り

• 南北アメリカ、オセ
アニアの輸出品から国
を考察する。

• 知識
• 技能
• 思考力
• 判断力
• 表現力

【静→動の活動】1 人あた
りのＧＮＩ、輸出品から国
名をあてはめる個人ワーク
をした後、そう考えた理
由までをペアで議論する。
その後、各ペアが順に発
表して答え合わせをして、
全体で共有する。

「１人あたりのＧＮＩ、輸出
品から国名をあてはめてみよ
う」

「根拠になると思ったところ
に丸をつけて考えよう」

「（生徒の答えに対して）な
ぜ、そう考えた？」

「なぜその答えを選んだ
のか」を議論できてい
るか。

地誌全体の
まとめ

• 今まで学習した各地
域の輸出品を振り返
り、各地域の共通点・
相違点を考察する。

• 知識
• 思考力
• 協働性
• 表現力

【動の活動】３人１グループ
で、アジア、アフリカ、ヨー
ロッパ、南北アメリカ、オ
セアニアの輸出品の共通
点、相違点を考える。そ
の後、各グループが発表し
て共有し、地誌全体のま
とめにつなげる。

「各地域の輸出品でどんな共
通点があった？」

「例外は？」

「輸出品からどんなことが分
かる？」

「輸出品を見ると、今まで勉
強したことが全部隠れてい
るね」

• 輸出品を見ることで、
地域的な規則性や傾向
性、その国の自然環境、
経済状態が分かること
に気づかせる。

•「アジアはひとくくりに
できない」ことに気づ
かせる。

＊筬島先生作成の授業デザインシートを基に編集部で作成

授業デザインシート

【教科・科目】地理Ｂ　　
【分野・単元】オセアニアの地誌
【テーマ・作品】　オーストラリアの貿易、世界の貿易
【設定時数】３時間中の２時間目	

【本時全体の目標】 新大陸の輸出品目から各国の特徴を理解し、地誌
の分野のまとめとして、各地域の輸出品から共通点、相違点を考察する。

「
覚
え
る
教
科
」
か
ら

「
考
え
る
教
科
」
に
意
識
が
変
化

成
果
と
課
題
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青
森
県
中
西
部
に
位
置
す
る
同
県
立
五
所
川
原
農
林

高
校
は
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
学
校
だ
。
全

国
的
に
農
家
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
農
業
を
活

性
化
さ
せ
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
の

柱
と
し
て
、
農
業
生
産
の
国
際
的
な
第
三
者
認
証
「
Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｇギ

ャ

ッ

プ

．Ａ
．Ｐ
．」（
＊
１
）（
以
下
、
同
認
証
）

の
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
同
認

証
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
提
供
さ
れ
る
食
材

の
調
達
基
準
の
１
つ
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に

普
及
し
て
い
る
が
、
審
査
の
厳
し
さ
も
あ
っ
て
か
、
日

本
の
農
家
で
の
取
得
率
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
う
し

た
中
、
同
校
で
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
、
全
学
科
か

旧制・北津軽郡立農学校として設
立。校訓「正剛明朗」の下、社会
で代替不可能な「人財」の育成
を目指す。全国農業高等学校長
協会のアグリマイスター顕彰制
度では、マイスターの認定数が
２年連続日本一を記録している。

設立 １９０２（明治３５）年

形態 全日制／生物生産科・森林科学科・環境土木科・食品科
学科・生活科学科／共学

生徒数 １学年約１３５人

２０１７年度進路実績（現役のみ）　公立大は、青森公立大に１人が
合格。私立大は、専修大、東京農業大、日本大、近畿大などに延べ
１６人が合格。短大、専門学校進学６２人。就職９０人。

住所 〒 037ー 0093　青森県五所川原市大字一野坪字朝日田
 12ー 37

電話 0173ー37ー2121

Web site http://www.goshogawara-ah.asn.ed.jp
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P R O F I L E

徹
底
し
た
品
質
管
理
の
実
現
に
向
け
、

潜
在
リ
ス
ク
へ
の
意
識
づ
け
を
強
化

「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　

Ｇギ

ャ

ッ

プ

．Ａ
．Ｐ
．」へ
の

挑
戦
を
通
し
て
、地
域
の
農
業
の

発
展
を
支
え
る
人
材
を
育
成

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

変革のステップ

• 農業市場が世界規模で拡大する中、時代の変化に
適応し、持続可能な農業に貢献する人材を育成し
たいと考えた

背景と課題

実践内容

• 前向きに学習する生徒が増え、農業への規範意識
が向上。地域農業への貢献につながっている

•農業関連の進路希望者が増加

•国際化する農業への対応の強化を目指す

•「ＧＬＯＢＡＬ　Ｇ
ギ ャ ッ プ

.Ａ.Ｐ.」への挑戦　全学科から希
望者を募ってチームを編成し、農業生産の国際的
な第三者認証「ＧＬＯＢＡＬ　Ｇ.Ａ.Ｐ.」の取得を目
指す。また、１年次の必修科目「農業と環境」で
全生徒の認証審査への意識づけを強化

•学校設定科目「五
ご

農
のう

チャレンジ」の設置　全学年
で学び直しの時間を正課に位置づけ、ベネッセの
「マナトレ」を用いた問題演習に取り組む

•「課題研究」　専門性の向上に向け、２・３年次に、
地域の農業にかかわるテーマで探究学習を行う

成果と展望

＊１　ヨーロッパの民間企業が、農場の土壌や水質の保全、使用機材や肥料の管理方法といった２００以上の項目について、農産物の栽培から収穫・出荷までの全工程を
毎年審査し、それらの安全性を保証する規格。「Ｇ.Ａ.Ｐ．」は、「Good Agricultural Practice」の略。

28 December  2017
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ら
希
望
す
る
生
徒
を
募
っ
て
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｇ
．Ａ
．

Ｐ
．チ
ー
ム
」（
以
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム
）

を
編
成
し
、
同
認
証
へ
の
挑
戦
を
開
始
。
同
年
度
に
、

校
内
で
栽
培
す
る
リ
ン
ゴ
の
審
査
を
申
請
し
、
日
本
の

高
校
と
し
て
は
初
め
て
同
認
証
を
取
得
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
背
景
に
は
、
農
業
の
国
際

化
の
進
展
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴

い
、
消
費
者
は
世
界
中
の
農
産
物
を
手
軽
に
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
農
家
が
手
が

け
る
作
物
の
お
い
し
さ
や
安
全
性
を
、
各
国
に
対
し
て

客
観
的
に
証
明
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
販
路
を
海
外

に
拡
大
し
、
産
業
と
し
て
の
農
業
の
魅
力
を
高
め
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
国
際
社
会
で

必
要
と
さ
れ
る
農
業
の
規
範
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
同
認
証
へ
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
ま

た
、そ
れ
を
通
し
て
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
も
あ
っ
た
。
山
口
章
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「高
い
目
標
の
達
成
に
向
け
、
仲
間
と
協
働
す
る

中
で
、
生
徒
は
学
び
を
深
め
、
自
分
の
可
能
性
に
も

気
づ
く
で
し
ょ
う
。
認
証
の
取
得
を
目
指
す
過
程
に

こ
そ
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
16
年
度
か
ら
は
、
農
業
の
基
礎
を
学
ぶ
１
年
次
の
必

修
科
目
「
農
業
と
環
境
」
に
お
い
て
、
全
生
徒
に
向
け

て
同
認
証
へ
の
意
識
づ
け
を
強
化
し
て
い
る
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
同
認
証
を
「
農
場
の
健
康
診
断
」
と
呼
ん

で
意
義
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
、
自
分
た
ち
の
健
康

診
断
と
同
じ
よ
う
に
、
普
段
の
実
践
が
審
査
結
果
に
結

び
つ
く
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
徹
底
し
た
安
全
性

と
品
質
の
保
証
が
同
認
証
の
根
本
理
念
で
あ
る
た
め
、

実
習
で
は
、
潜
在
し
て
い
る
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぎ
、

農
産
物
の
さ
ら
な
る
安
全
性
と
品
質
の
向
上
を
目
指
し

て
、
課
題
の
発
見
・
解
決
力
の
育
成
を
重
視
。
生
徒
同

士
が
話
し
合
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
。

教
師
は
生
徒
の
間
違
い
に
気
づ
い
て
も
直
接
的
に
は
指

摘
せ
ず
、「
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
」
を
問
い
か
け
て

い
く
。
さ
ら
に
、
他
教
科
・
科
目
で
の
学
習
内
容
を
振

り
返
り
、
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
に
土
壌
の
環
境
を
改
善

す
る
方
法
な
ど
を
考
え
さ
せ
る
場
も
設
け
て
い
る
。
生

物
生
産
科
主
任
の
越こ

し

谷や

晋し
ん

樹じ

先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　「現
状
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
工
夫
は
、
農
業

だ
け
で
な
く
、
ど
の
職
種
・
分
野
で
も
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
同
認
証
を
き
っ
か
け
に
、
改
善
策
を
積
極
的

に
提
案
す
る
姿
勢
を
育
み
、
生
徒
の
生
き
る
力
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」

　
同
認
証
の
審
査
の
観
点
や
内
容
な
ど
は
毎
年
更
新
さ

れ
る
た
め
、
過
去
に
認
証
を
取
得
し
た
作
物
に
つ
い

て
も
、
再
申
請
に
あ
た
っ
て
は
改
め
て
対
策
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
。
同
校
は
、
16
年
度
に
は
リ
ン
ゴ
と
米
で

同
認
証
を
取
得
し
た
。
17
年
度
に
は
、
先
出
の
作
物
に

加
え
て
メ
ロ
ン
で
の
取
得
も
目
指
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
28
人
は
、
今
年
５
月
か

ら
放
課
後
を
中
心
に
準
備
を
本
格
化
さ
せ
た
。
３
年
生

が
下
級
生
を
指
導
し
な
が
ら
、
９
月
中
旬
の
審
査
に
向

け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
。
17
年
度
の
審
査
項
目
リ

ス
ト
に
基
づ
い
て
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、
施
設

の
改
善
や
農
場
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
っ
た
（
認
証

審
査
の
結
果
は
、
12
月
に
発
表
さ
れ
る
予
定
）。

　
８
月
末
に
は
、
本
番
に
向
け
た
最
終
調
整
と
し
て
、

弘
前
大
学
Ｇ
．Ａ
．Ｐ
．
相
談
所
の
山
野
豊
所
長
が
審
査

員
役
と
な
り
、
チ
ー
ム
の
代
表
者
で
あ
る
３
年
生
数
人

と
質
疑
応
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
作
成
中
の
申
請
書

類
と
メ
ロ
ン
畑
を
そ
れ
ぞ
れ
点
検
す
る
公
開
模
擬
審
査

を
行
っ
た
。
書
類
に
よ
る
点
検
で
は
、
リ
ン
ゴ
・
米
・

メ
ロ
ン
の
栽
培
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
・
管
理
が
、
主

要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
と
な
る
。
生
徒
の
受

け
答
え
か
ら
は
、
農
薬
の
処
理
や
病
害
虫
の
駆
除
、
生

物
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
保
全
と
い
っ
た

認
証
の
取
得
を
目
指
し
、

主
体
的
に
行
動
す
る
生
徒
た
ち

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

加
藤
佑
也
　か
と
う
・
ゆ
う
や

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
食
品
科

学
科
主
任
。「
自
ら
考
え
る
力
を
養
え
る
よ
う
生
徒

を
導
く
」

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

越
谷
晋
樹
　こ
し
や
・
し
ん
じ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
生
物
生

産
科
主
任
。「
農
業
を
通
し
て
社
会
に
通
用
す
る
人

間
を
育
て
る
」

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

三
上
浩
樹
　み
か
み
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
環
境

健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
長
。「
と
も
に
学
び
、
成
長
す
る
。

新
し
い
こ
と
、難
し
い
こ
と
に
も
生
徒
と
挑
戦
す
る
」

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校
校
長

山
口
　章
　や
ま
ぐ
ち
・
あ
き
ら

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「『
生
徒

の
将
来
に
責
任
を
持
つ
教
育
』。
激
動
す
る
社
会
を

生
き
抜
く
力
を
生
徒
が
育
め
る
よ
う
コ
ー
チ
す
る
」
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様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
物
理
や
化
学
、
生
物
な
ど
の

教
科
・
科
目
の
知
識
を
活
用
し
て
分
析
し
、
解
決
策
を

講
じ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
メ
ロ
ン
畑
の
点
検

で
は
、
収
穫
・
運
搬
上
の
リ
ス
ク
管
理
や
灌か

ん

水す
い

装
置
な

ど
の
改
善
点
を
し
っ
か
り
説
明
す
る
生
徒
の
姿
が
見
ら

れ
た
（
写
真
１
）。
食
品
科
学
科
主
任
の
加
藤
佑
也
先

生
は
、
生
徒
の
成
長
を
実
感
す
る
と
話
す
。

　「
入
学
当
初
は
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
生
徒
も
、

チ
ー
ム
内
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え

を
順
序
立
て
て
、
的
確
に
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
視
野
が
広
が
る
た
め
、
１
つ
の

課
題
を
い
く
つ
も
の
角
度
か
ら
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
思
考
力
や
判
断
力
な
ど
も
総
合
的
に
身
に
つ

い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
同
認
証
の
取
得
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム

に
は
、
自
分
た
ち
の
実
践
を
校
外
で
紹
介
す
る
機
会
が

増
え
て
い
る
。
全
国
の
高
校
や
施
設
な
ど
か
ら
講
演
を

依
頼
さ
れ
る
ほ
か
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
国
務
大
臣
を

含
む
国
会
議
員
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
16
年
度
の
メ
ン
バ
ー
の
代
表
者
は
、

９
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｇ
．Ａ
．Ｐ
．
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、

世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
農
業
関
係
者
を
前
に
英
語
で

ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
た
。
さ
ら
に
、
17
年
１
月
に
は
、

中
国
の
四
川
省
を
訪
問
し
、
自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
リ

ン
ゴ
を
現
地
の
一
流
百
貨
店
で
販
売
し
た
（
写
真
２
）。

そ
の
準
備
と
し
て
、
県
内
の
私
立
大
学
の
中
国
人
教
授

を
招
き
、
中
国
語
の
講
習
会
を
３
回
行
っ
た
。
短
期
間

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
生
徒
も
販
売
に
用
い

る
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、
現
地
の
販
売
会
場
で
は
中

国
人
に
間
違
え
ら
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
自
分
に
と
っ
て
切
実
な
課
題
だ
と
感
じ
る
と
、

生
徒
は
大
変
な
意
欲
と
集
中
力
を
見
せ
ま
す
。
日
本

の
農
家
の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
と
い
う
責
任
感
も

加
わ
り
、
さ
ら
に
『
頑
張
ろ
う
』
と
い
う
気
持
ち
が

高
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
山
口
校
長
）

　
同
認
証
へ
の
挑
戦
に
は
、
２
つ
の
取
り
組
み
の
支
え

が
大
き
い
。
１
つ
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
び

直
し
を
行
う
、
全
学
年
対
象
の
学
校
設
定
科
目
「
五ご

農の
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
だ
。
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊

２
）
を
用
い
て
問
題
演
習
を
進
め
て
い
る
。
環
境
健
康

フ
ィ
ー
ル
ド
長
の
三
上
浩
樹
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
が
前
向
き
な
気
持
ち
で
学
び
直
し
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
目
的
を
し
っ
か
り

示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
担
任
は
専
門
的

な
知
識
・
理
解
の
向
上
と
基
礎
学
力
と
の
関
連
性
や
、

就
職
試
験
に
お
け
る
学
力
試
験
の
比
重
の
増
加
な
ど

を
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
ま
す
」

　
も
う
１
つ
は
、
２
・
３
年
次
の
「
課
題
研
究
」
だ
。

各
学
科
に
４
つ
ず
つ
設
け
ら
れ
た
計
20
の
研
究
室
の
中

か
ら
、
生
徒
が
自
分
の
興
味
の
あ
る
研
究
室
を
選
び
、

地
域
の
農
業
と
関
連
が
深
い
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
で
探

究
す
る
。
２
年
次
の
３
学
期
に
は
、
１
年
生
の
前
で
２

部
構
成
の
研
究
発
表
会
を
行
う
。
第
１
部
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
表
者
数
人
が
登

壇
し
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
用
い
て
研
究
内
容
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
す
る
。
第
２
部
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

見
学
に
来
た
１
年
生
に
研
究
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
、

質
問
に
答
え
る
。
以
前
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
み

だ
っ
た
が
、
２
年
生
が
１
年
生
と
直
接
交
流
で
き
る
よ

写真１　認証審査本番では、農薬の取り扱いや管理
状況などもチェックポイントの１つとなる。そこで、
模擬審査では、メロン畑の薬品庫に山野所長が立ち
入り、扉の施錠の有無などについて、グローバル
ギャップチームの生徒と質疑応答を行った。

写真２　同校は２０１６年度から青森県教育委員会の
「高校生農力開花プロジェクト」の指定を受けており、
中国・四川省でのリンゴの販売は同プロジェクトの
一環として行われた。生徒６人と教師４人が参加し、
１０時間で約６５０個を売り上げた。

地
域
の
農
業
課
題
の
探
究
を
通
し
て
、

生
徒
の
専
門
性
を
高
め
る

＊２　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。
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う
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え
た
。

　「
質
疑
応
答
で
は
、
尋
ね
ら
れ
た
内
容
や
相
手
の

理
解
度
な
ど
に
応
じ
て
、
答
え
方
を
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
思
い
が
け
な
い
質
問
を
受

け
、
と
っ
さ
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
研
究
内
容
を

振
り
返
り
、
理
解
を
一
層
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
質
問
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
１

年
生
は
本
当
に
自
分
の
所
属
し
た
い
研
究
室
を
見
つ

け
や
す
く
な
り
ま
す
」（
三
上
先
生
）

　
課
題
研
究
の
内
容
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー

ム
が
発
足
し
て
か
ら
一
層
充
実
し
、
意
欲
的
な
研
究
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
高
校
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
の
成
果
な
ど
を
競
う
「
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
」
の
17
年
度
の
青
森
県
大
会
で
は
、
同
校

の
研
究
が
発
表
部
門
７
種
目
中
６
種
目
で
東
北
大
会
に

進
出
し
、
２
種
目
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

　「
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
研
究
室
で
活
躍
す
る
姿

を
見
て
、
ほ
か
の
生
徒
も
刺
激
を
受
け
、
同
認
証
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
充
実
し
た

研
究
を
目
指
し
、
各
研
究
室
が
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲

気
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
」（
山
口
校
長
）

　
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
学
習
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
生
徒
が
増
え
、
農
業
関
連
の
各
種
資
格
試
験
な
ど

で
高
い
目
標
を
自
ら
設
定
し
、
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

る
。
同
認
証
取
得
前
は
65
％
が
農
業
関
連
以
外
の
進
路

希
望
だ
っ
た
が
、
取
得
後
は
逆
転
し
た
。
ま
た
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
育
成
に
は
日
頃
の
実
践
が
非
常
に
重

要
だ
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
ど
の
生
徒
も
農
場
で
の

作
業
の
前
に
手
洗
い
を
励
行
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
同

認
証
が
求
め
る
品
質
管
理
の
規
範
が
、
学
校
全
体
に
根

づ
い
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

「
課
題
研
究
」
で
は
、
研
究
室
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
就
職
試
験
や
大
学
の

推
薦
入
試
の
面
接
な
ど
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
受
け

答
え
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
声
か

ら
は
、
農
業
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

将
来
の
展
望
を
具
体
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
（
コ
ラ
ム
）。
実
家
の
農
業
を
手
伝
う
際
に
、
リ
ス

ク
評
価
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
改
善
案
を
出
す
生
徒
が

多
く
、「
子
ど
も
が
見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
」
と

い
っ
た
声
が
保
護
者
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
取
り
組
み
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

体
制
の
整
備
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に

多
く
の
作
物
で
同
認
証
の
取
得
を
目
指
す
。
ま
た
、
ほ

か
の
国
際
水
準
の
第
三
者
認
証
へ
の
挑
戦
に
も
積
極
的

で
、
森
林
科
学
科
の
生
徒
が
、
森
林
の
保
全
や
木
材
の

流
通
・
加
工
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
関
す
る
森
林
認
証
「
Ｆ

Ｓ
Ｃ
」（
＊
３
）
の
審
査
に
挑
戦
し
、
来
年
２
月
に
は

認
証
が
下
り
る
見
込
み
だ
。

　
山
口
校
長
は
、
今
後
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
近
い
将
来
、
地
産
地
消
は
別
と
し
て
も
、
農
産

物
は
第
三
者
認
証
を
取
得
し
な
け
れ
ば
市
場
へ
の
流

通
が
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
地
域
の
農
業
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
本
校
に
は
、
国
際
社
会
の
動

向
を
予
測
し
、
先
手
を
打
て
る
人
材
の
育
成
を
通
し

て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
先
生

方
と
し
っ
か
り
力
を
合
わ
せ
、
指
導
改
善
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

青森県立五所川原農林高校

17年度グローバルギャップチーム
メンバーによる成長実感のコメント

コラム

ほ
か
の
第
三
者
認
証
も
視
野
に
入
れ
、

取
り
組
み
の
継
続
的
な
発
展
を
目
指
す

生物生産科３年　伊藤宗史さん
◎チームでの取り組みを通して、よい農産
物を育てるためには、上質な土壌が欠かせ
ないと実感した私は、化学などの参考書を
読むなどして、圃

ほ

場
じょう

の地
ち

力
りょく

向上を追求す
るようになりました。学べば学ぶほど、農
業の奥深さが分かり、大学で農業にかかわ
る学問を専攻するという目的が固まりまし
た。また、メンバーと話し合う中で、自分
の考えを分かりやすく伝えられるようにも
なったと感じています。

生物生産科３年　高橋なぎささん
◎１年生の頃は、知らないことばかりでし
たが、自分で調べたり、先輩に質問したり
するうちに、任せてもらえる作業が少しず
つ増えていき、自信になりました。将来は、
農業高校の教師になり、知識も経験もな
かった頃の気持ちを忘れずに、生徒ととも
に「ＧＬＯＢＡＬ　Ｇ.Ａ.Ｐ.」の認証取得に取
り組んでいきたいと考えています。

食品科学科３年　豊川泰世さん
◎チームに所属した当初は、調べたり、考
えたりすることが多く大変でしたが、それ
だけに、認証が取得できた時の達成感は忘
れられません。「頑張れば結果はついてく
る」と実感し、ほかの教科・科目の学習に
も前向きに取り組めるようになりました。
また、実家は米農家なのですが、チームで
学んだことを家業に生かし、米のさらなる
品質向上につなげたいと考えています。

＊３　「Forest Stewardship Council」の略。
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茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取と

り

手で

中
・
高
校
は
、
１

学
年
の
生
徒
数
が
４
０
０
人
を
超
え
る
大
規
模
校
だ
。

高
校
で
は
、
普
通
科
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
国
公
立
大
学

医
学
部
を
目
指
す
医
科
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
高
い
志

と
倫
理
観
を
持
っ
た
医
師
志
望
者
の
育
成
を
図
っ
て
お

り
、
旧
帝
大
を
始
め
と
す
る
最
難
関
国
立
大
学
や
医
学

部
へ
の
合
格
者
を
毎
年
送
り
出
し
て
い
る
。
一
方
で
、

探
究
的
な
ス
キ
ル
を
十
分
に
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
生
徒
を
主
役
と
す
る
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
よ
う
と
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
も
視

「誠実・謙虚・努力」を校訓、「心
豊かなリーダーの育成」を教育
理念とし、国際社会で活躍でき
る人材の育成を目指す。２０１４年
度に小学校を開校し、茨城県初
の１２年一貫教育校となった。短
期留学や異文化交流など国際理
解教育にも力を入れている。

設立 １９７８（昭和５３）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約 420 人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、
筑波大、東京大、東京医科歯科大、東京工業大、一橋大、名古屋大、
京都大、大阪大、九州大などに 121 人が合格。私立大は、慶應義塾大、
上智大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ 943 人が合格。

住所 〒 302ー 0025　茨城県取手市西 1ー37ー1

電話 0297ー74ー8771

Web site http://www.e-t.ed.jp

No.240

P R O F I L E

探
究
的
な
学
び
の
場
を
設
け
、

主
体
的
な
学
習
集
団
の
形
成
を
図
る

理
数
融
合
型
の
協
働
学
習

「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」で
、

生
徒
の
深
い
学
び
を
実
現

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取と

り

手で

中
・
高
校

理
数
教
育

変革のステップ

• 高い進学実績を実現している半面、探究的な学び
の場を思うように設けられていなかった

背景と課題

実践内容

• 外部のコンテストに積極的に挑戦し、受賞する生
徒が増加

•医師にこだわらず、柔軟で幅広い進路選択を行う
生徒が現れた

• 若手教師の指導改善への意欲が向上

•「メディカルサイエンス」の成果を学校全体で共有し、
普通科コースでも取り組みを充実させていく予定

成果と展望

•学校設定科目「メディカルサイエンス」の設置
　医科コースに、理数融合的な学びに特化した学校
設定科目「メディカルサイエンス」を設置し、物理・
化学・生物の実験や医療倫理に関する生徒同士の
話し合いを行う

•ルーブリックの作成　生徒の探究的な活動を客観
的に評価するためのルーブリックを作成し、「メディ
カルサイエンス」で活用
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野
に
入
れ
、
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。
教
務
部
長

の
平
野
雄ゆ

う

広こ
う

先
生
は
、
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
問
の
本
質
に
関
心
が
高
ま
る
と
、生
徒
は
『
何

の
た
め
に
学
ぶ
の
か
』
が
見
え
て
く
る
の
で
、
学
習

意
欲
が
高
ま
り
、
学
力
も
向
上
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
最
難
関
の
志
望
の
実
現
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
入
学
後
の
学
び
に
も
生
き

て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
生
徒
同
士
が
知
的
好

奇
心
を
刺
激
し
合
い
、
主
体
的
に
学
び
を
深
め
て
い

く
環
境
を
整
備
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
ま
ず
は
生
徒
数
の
少
な
い
医
科
コ
ー
ス
か
ら
指
導
改

善
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
、
２
０
１
７
年
度
に
は
、
医

科
コ
ー
ス
に
週
１
コ
マ
の
学
校
設
定
科
目
「
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
設
置
し
た
（
図
１
）。
次
期
学
習

指
導
要
領
で
新
設
さ
れ
る
選
択
科
目
「
理
数
探
究
」
を

先
取
り
し
て
、
理
数
融
合
的
な
学
び
に
特
化
し
た
学
校

設
定
教
科
「
理
数
科
」
を
設
置
し
、
そ
の
１
科
目
と
位

置
づ
け
た
。
初
年
度
は
「
科
学
実
験
」
と
「
医
療
問
題
」

と
い
う
２
つ
の
講
座
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
科
学
実
験
」
は
、
学
年
縦
割
り
の
協
働
学
習
だ
。

発
展
的
な
テ
ー
マ
の
下
、
１
年
生
と
３
年
生
が
生
物
、

１
年
生
と
２
年
生
が
物
理
、
２
年
生
と
３
年
生
が
化
学

の
実
験
に
、
合
同
で
取
り
組
む
。
例
え
ば
、
物
理
で
は
、

振
り
子
の
周
期
を
測
定
し
、
重
力
加
速
度
を
求
め
る
実

験
、
化
学
で
は
、
正
体
不
明
の
白
い
粉
を
与
え
、
そ
の

成
分
を
試
薬
を
用
い
て
突
き
止
め
る
実
験
な
ど
を
行

う
。
生
徒
自
身
の
創
意
工
夫
や
試
行
錯
誤
を
促
し
た
い

と
、
教
師
は
原
則
と
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
徹
し
、

上
級
生
が
下
級
生
に
実
験
の
手
順
や
機
器
の
扱
い
方
な

ど
を
教
え
な
が
ら
進
め
る
。
実
験
に
よ
っ
て
は
、
結
果

を
分
析
・
考
察
す
る
際
に
、
標
準
偏
差
や
標
準
誤
差
と

い
っ
た
統
計
学
の
基
礎
を
学
び
、
誤
差
が
生
じ
る
原
因

を
探
っ
て
精
度
を
上
げ
る
方
法
な
ど
を
話
し
合
う
。

　「
医
療
問
題
」
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
の
石
原
研

治
教
授
の
協
力
の
下
、
再
生
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
講

座
だ
。
ま
ず
、
石
原
教
授
か
ら
最
先
端
の
研
究
成
果
や

医
療
倫
理
に
か
か
わ
る
講
義
を
受
け
る
。
次
に
、
教
授

が
示
す
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
て
、
豚
の
体
内
で
人
間

移
植
用
の
肝
臓
を
つ
く
る
の
は
是
か
非
か
」
と
い
っ
た

正
解
の
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
話
し
合
う
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
ク
ラ
ス
で
発
表

し
て
代
表
グ
ル
ー
プ
を
選
抜
し
、
代
表
グ
ル
ー
プ
が
学

年
全
体
を
前
に
発
表
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
「
講
義
→
グ
ル
ー
プ
討
議
→
発
表
」
と
い
う
流
れ
を
、

１
年
間
に
９
セ
ッ
ト
繰
り
返
す
。

　
企
画
段
階
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
培
養
と
い
っ
た
先

進
的
な
実
験
を
行
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
提
案
さ
れ
た

が
、
そ
う
し
た
知
識
・
技
術
の
習
得
よ
り
も
、
生
徒
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
、
倫
理
観

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
た
。
医
科
コ
ー
ス
長
の

兼か
ね

龍り
ゅ
う

盛せ
い

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
細
胞
を
培
養
し
て
蛍
光
顕
微
鏡
で
光
ら
せ
る
と

い
っ
た
実
験
を
行
え
ば
、
生
徒
は
盛
り
上
が
る
か
も

「メディカルサイエンス」の概念図図１

正
解
の
な
い
テ
ー
マ
を
探
究
し
、

医
療
の
課
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
う

メディカルサイエンス

チュートリアル
医科コースの全学年の生徒が合同で取
り組む課外活動。学年混合のグループ
を編成し、医療倫理について話し合う。

◎医療問題
「講義→討議→発
表」を繰り返し、再
生医療について考え
を深める。

◎科学実験
物理・化学・生物の
発展的な内容の実
験に、他学年の生徒
と協働で取り組む。

◎医療統計
「科学実験」のデー
タ分析を通して、数
値を正確に読み解く
力を育む。

◎科学英語
「医療問題」などで、
発表内容を英語で要
約したり、英語の論
文を読んだりする。

理数融合講座
部活動に加入していない全コースの生
徒を対象として隔週土曜日に行う、理
科と数学の発展的な内容を学ぶ講座。

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校

熊
代

　淳
　く
ま
し
ろ
・
あ
つ
し

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
指

導
部
副
部
長
。「
生
徒
に
寄
り
添
い
、
生
徒
と
と
も

に
成
長
し
続
け
、
夢
を
共
有
し
て
実
現
さ
せ
る
」

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校

兼
　龍
盛
　か
ね
・
り
ゅ
う
せ
い

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。医
科
コ
ー

ス
長
。「
難
し
い
こ
と
を
易
し
く
、
易
し
い
こ
と
を

深
く
、
深
い
こ
と
を
面
白
く
、
真
面
目
に
教
え
る
」

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校

平
野
雄
広
　ひ
ら
の
・
ゆ
う
こ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
教
務
部

長
。「
生
徒
に
敬
意
を
払
い
、
紳
士
・
淑
女
と
し
て

扱
い
、
高
潔
な
精
神
を
宿
す
人
間
を
育
て
る
」

＊同校の資料を基に編集部で作成
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し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
根
本
的
な
原
理
を
理
解
し

な
い
ま
ま
手
を
動
か
し
て
い
て
も
、
単
な
る
イ
ベ
ン

ト
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
医
療
の
専
門
家

に
な
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
、
多
様
な
意
見
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、自
分
な
り
の
考
え
を
持
ち
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
力
を
育
成

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
方
針
の
背
景
に
は
、
開
校
以
来
の
心
を
重

視
す
る
教
育
が
あ
る
と
、
進
路
指
導
部
副
部
長
の
熊く

ま

代し
ろ

淳あ
つ
し

先
生
は
語
る
。

　「
目
の
前
の
成
果
を
求
め
る
よ
り
も
、
自
分
の
核

と
な
る
も
の
を
高
校
時
代
に
育
て
る
こ
と
で
、
５
年

後
、
10
年
後
に
大
き
く
花
開
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
進
学
校
で
あ
っ
て
も
受
験
勉
強
一
辺
倒
に

な
ら
ず
、『
心
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
』
と
い
う

教
育
理
念
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
２
つ
の
取
り
組
み
を
基
に
し
て

策
定
さ
れ
た
。
１
つ
は
、
教
師
有
志
が
15
年
度
か
ら
始

め
た
「
理
数
融
合
講
座
」
だ
。
部
活
動
に
加
入
し
て
い

な
い
全
コ
ー
ス
の
生
徒
を
対
象
に
、
理
科
と
数
学
の
各

90
分
間
の
講
座
を
隔
週
土
曜
日
の
午
後
に
設
け
、
両
教

科
の
見
方
・
考
え
方
を
組
み
合
わ
せ
た
、
複
合
的
な
内

容
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
１
コ
マ
目
の
化
学

で
分
子
の
構
造
を
学
ぶ
と
、
２
コ
マ
目
の
数
学
で
は
正

多
面
体
の
原
理
に
つ
い
て
模
型
を
作
り
な
が
ら
考
え

る
。
講
座
を
続
け
る
中
で
内
容
が
充
実
し
て
い
く
と
と

も
に
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
積
み
上
が
っ
た
た
め
、
こ

れ
を
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
「
科
学
実
験
」

に
応
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
医
科
コ
ー
ス
が
夏
季
休
業
期
間
に
２

日
間
設
け
て
い
る
課
外
活
動
「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」
だ
。

再
生
医
療
に
か
か
わ
る
映
画
を
見
た
り
、
現
役
の
医
師

に
よ
る
講
演
を
聴
い
た
り
し
た
後
、
学
年
混
合
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
話
し

合
う
（
写
真
１
）。
こ
れ
は
、「
科
学
実
験
」「
医
療
問
題
」

両
方
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
３
年
生
は
１
・
２
年
生
か
ら
意
見
を
引
き
出
す
役
割

を
担
い
、
話
し
合
い
の
進
捗
や
テ
ー
マ
の
設
定
状
況
な

ど
を
２
時
間
ご
と
に
教
師
に
報
告
。
教
師
は
そ
れ
を
受

け
、
話
し
合
い
の
方
向
性
が
定
ま
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。
ま
た
、
生
徒
が
話
し
合
い
や
発
表
に
つ
い
て
相

談
し
た
り
、
講
評
を
受
け
た
り
で
き
る
よ
う
、
医
学
部

に
進
学
し
た
卒
業
生
数
人
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
招
い

て
い
る
。
医
師
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
卒
業
生
の
姿
を

見
て
、
生
徒
に
将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　
16
年
度
に
は
、
兄
姉
に
臓
器
を
移
植
で
き
る
よ
う
、

遺
伝
子
操
作
を
さ
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
、
い
わ

ゆ
る
「
救
世
主
ベ
ビ
ー
」
の
人
生
を
描
い
た
映
画
を
上

映
。「
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
倫
理
上
許
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」「
人
命
の
救
済

と
は
何
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
各
グ
ル
ー
プ
が
挑
ん

だ
。
１
年
生
は
、グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、話
し
合
っ

た
内
容
を
発
表
し
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
の
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
１
年
生
が
し
っ
か
り
受
け
答
え
が
で
き
る

よ
う
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
上
級
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

は
熱
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

　「
１
年
生
は
、
上
級
生
の
熱
心
さ
に
触
れ
、『
来
年

は
自
分
も
下
級
生
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
』
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
次
学
年
へ
の

伝
承
を
『
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
』
に
も
生
か
し

た
い
と
、『
科
学
実
験
』
を
学
年
縦
割
り
で
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
」（
兼
先
生
）

　「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
取
り
組
み
へ
の
評

価
に
は
、
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
。
数

学
と
理
科
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
発
表
用
と
レ
ポ
ー

ト
用
の
２
種
類
を
作
成
し
て
い
る
。
発
表
用
は
「
発
表

の
説
得
力
」「
表
現
の
工
夫
」
な
ど
の
５
項
目（
図
２
）、

上
級
生
の
姿
か
ら
刺
激
を
受
け
、

学
び
を
深
め
て
い
く
下
級
生

写真１　「チュートリアル」では、医科コースの全学年
の生徒が、十数人ずつ６〜７グループに分かれて話し
合う。その進め方は様々だが、班長を務める３年生は
黒板に主要な論点やメンバーから出された意見などを
書き出し、話し合いの深化を図ることが多い。

学
校
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

公
平
か
つ
客
観
的
な
評
価
を
実
現
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レ
ポ
ー
ト
用
は
「
実
験
（
授
業
）
へ
の
積
極
的
参
加
」

な
ど
の
３
項
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
段
階

で
評
価
し
、
１
０
０
点
満
点
に
換
算
す
る
。
こ
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
は
、
兼
先
生
の
主
導
の
下
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
と
は
何
か
」
を
調
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
専
門
書

や
関
係
す
る
学
会
の
資
料
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
医
科

コ
ー
ス
の
教
師
間
で
合
議
を
重
ね
、
形
に
し
て
い
っ
た
。

そ
の
際
、
表
現
や
基
準
を
少
し
変
え
れ
ば
普
通
科
コ
ー

ス
で
も
使
え
る
も
の
に
な
る
よ
う
意
識
し
た
と
い
う
。

　「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
は
、
我
々
に
と
っ
て
は

教
材
研
究
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
に
と
っ
て

は
評
価
に
直
結
し
ま
す
。
ど
の
先
生
で
も
普
遍
的
・

客
観
的
に
評
価
で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
、
ゼ
ロ
か

ら
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
普
通
科
コ
ー
ス

で
も
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』（
以
下
、『
総
合
学

習
』）な
ど
の
評
価
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
」（
兼

先
生
）

　
同
校
の
指
導
改
善
は
、
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

最
も
大
き
な
変
化
は
、
医
科
コ
ー
ス
か
ら
外
部
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
す
る
生
徒
の
増
加
だ
。
多
く
の
生
徒
が

決
勝
に
進
出
し
た
り
、
受
賞
し
た
り
す
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
17
年
度
の
「
化

学
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７（
＊
１
）」の
校
内
予
選
で
は
、

前
年
度
に
同
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
し
た
３
年
生
が
下
級

生
の
た
め
に
、
自
主
的
に
予
選
の
試
験
問
題
を
作
成
し
、

採
点
ま
で
行
っ
た
。
全
学
年
合
同
で
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
上
級
生
が
下
級
生
の
よ
い
手
本
と
な
る
べ
き
だ

と
い
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
生
徒
の
進
路
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
16
年
度
卒

業
生
の
中
に
は
、
医
師
免
許
を
取
得
し
て
厚
生
労
働
省

に
入
り
、
医
療
行
政
の
変
革
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

生
徒
も
現
れ
た
。
医
療
の
根
源
的
な
課
題
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
結
果
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　「
医
学
部
卒
業
後
の
進
路
と
い
う
と
、
生
徒
は
医

師
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
研
究
や
医

療
行
政
な
ど
、
活
躍
の
場
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る

こ
と
で
、
将
来
の
可
能
性
も
多
様
に
な
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
」（
兼
先
生
）

　
生
徒
の
変
化
に
伴
い
、
教
師
に
も
積
極
性
が
出
て
き

た
。
特
に
若
手
教
師
が
「
理
数
融
合
講
座
」
に
率
先
し

て
参
加
し
、
発
展
的
な
内
容
の
指
導
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。

　「
学
校
を
一
気
に
変
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
た

め
、
小
さ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
な
が
ら
、
次
第
に
改
善
の
範

囲
を
広
げ
、
学
校
全
体
に
波
及
さ
せ
て
い
く
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
本
校
の
よ
う
な
大
規
模
校
に
は
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
熊
代
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、「
総
合
学
習
」
の
改
善
だ
。
現
在
、

２
年
次
以
降
に
普
通
科
コ
ー
ス
か
ら
分
か
れ
る
東
大

コ
ー
ス
で
は
、「
総
合
学
習
」
に
模
擬
裁
判
を
行
っ
た
り
、

「
模
擬
国
連
」（
＊
２
）
の
活
動
に
参
加
し
た
り
と
、
生

徒
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
そ
う
し
た
生
徒
が
主

役
に
な
っ
て
活
躍
で
き
る
取
り
組
み
を
、
全
校
体
制
で

推
進
し
て
い
き
た
い
と
、
平
野
先
生
は
強
調
す
る
。

　「
生
徒
に
主
体
性
を
求
め
る
以
上
、
我
々
教
師
も

新
し
い
企
画
を
ど
ん
ど
ん
出
し
、
挑
戦
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
や
学
校
を
ど
の
よ
う
に

変
え
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
け
、
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
指
導
改
善

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

「メディカルサイエンス」のルーブリック（発表用）図２

茨城県・私立江戸川学園取手中・高校

指
導
改
善
を
積
み
重
ね
、そ
の
成
果
を

学
校
全
体
で
共
有
し
て
い
き
た
い

＊１　高校生以下の子どもが化学の実力を競う全国大会で、１次選考ではマークシート方式による試験、２次選考では実験を伴う記述試験が行われる。
＊２　各国から学生・生徒が集まって国際問題について話し合い、最終的にある意見を採択するイベント。

「医療問題」の話し合いでクラス代表グループを決める際に用いる、生徒が相互評価を行う評価
シートも、このルーブリックを基に作成されている。 ＊同校の資料を一部抜粋して掲載
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福
岡
県
立
東
筑
高
校
で
は
１
月
、
２
年
生

を
対
象
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た
受
験

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
３

年
生
が
セ
ン
タ
ー
試
験
の
自
己
採
点
を
行
う

た
め
に
登
校
し
た
日
に
、
国
語
、
数
学
、
英

語
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
に
取
り
組
み
、

自
己
採
点
し
た
結
果
を
志
望
大
学
の
傾
斜
配

点
を
考
慮
し
て
分
析
し
、
３
年
生
０
学
期
の

学
習
計
画
へ
と
つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
だ
。

し
か
し
、
生
徒
の
中
に
は
自
己
採
点
の
結
果

に
一
喜
一
憂
す
る
だ
け
で
、
３
年
生
０
学
期

の
具
体
的
な
学
習
計
画
に
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
者
も
い
る
と
い
う
。
目
標
に
向
け

て
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
の

か
、
生
徒
が
考
え
や
す
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
へ
の
改
訂
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

検討メンバー

福岡県立東筑高校
辻本貢士先生提供
「２年生　３学期
受験シミュレーションシート」

Before

改良！指
導ツール

福岡県立
東筑高校　

辻本貢士
つじもと・こうじ

岡山県・私立
岡山中学校・高校

鷲見香織
すみ・かおり

鳥取県立
鳥取中央育英高校

前田幸男
まえた・ゆきお

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、２年生に受験に向けた「３年生０学期」を
意識させるための「受験シミュレーションシート」について検討する。

３
年
生
０
学
期
の

学
習
計
画
に
つ
な
げ
さ
せ
た
い

基礎固めが重要な３年生０学
期に、国語、数学、英語の
各教科で、自分がどの分野・
単元の復習をする必要がある
か、分かっていない生徒がい
る
これまでのセンター試験シ
ミュレーションでは得点や判
定のみにとらわれてしまい、
日々の授業や学習の改善に結
びついていない生徒がいる

課題

ツール 提供者

1

2

36 December  2017
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入
試
ま
で
残
り
１
年
間
と
な
る
こ
の
時
期
、

生
徒
に
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
一

喜
一
憂
す
る
よ
り
も
、
得
意
や
不
得
意
を
踏

ま
え
て
第
１
志
望
大
学
を
意
識
し
た
学
習
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
こ
で
、
受

験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に
お
い
て
も
、

国
語
、
数
学
、
英
語
に
つ
い
て
は
、
大
問
別

に
得
点
と
そ
の
結
果
に
対
す
る
自
分
の
納
得

度
を
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
、

生
徒
本
人
が
学
習
の
軸
を
可
視
化
す
る
際
に

役
立
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
教
師
に
と
っ
て
は

面
談
な
ど
で
の
生
徒
理
解
の
資
料
に
も
な
る
。

ま
た
、
シ
ー
ト
の
最
後
に
は
、「
こ
れ
ま
で
の

成
果
」「
こ
れ
か
ら
の
課
題
」
と
い
う
２
つ
の

観
点
で
３
教
科
の
学
習
状
況
を
整
理
さ
せ
、

そ
の
後
の
学
習
計
画
に
反
映
し
や
す
く
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

センター試験を利用した受験シミュレーション

２年　　　　組　　　　番 名前

第1志望大学・学部・学科（前期日程）
①まず、自分の得点を記入します。国語、数学、英語については総得点と大問別の得点を記入し、そ
れぞれの結果に対する納得度を◎、○、△、×の 4 段階で自己評価します。理科、地理歴史・公
民は必要な科目について本校３年生の平均点を記入します。理系は理科２科目と地理歴史・公民１
科目、文系は地理歴史・公民２科目と理科基礎２科目を使用します。

②次に、第1志望大学（前期日程）の傾斜配点を確認して換算点を記入します。使用する理科、地理歴史・
公民の科目名を記入して、換算点をそれぞれに記入します。（小数第１位まで、第２位を四捨五入）

③「センター試験集計結果」の冊子で分布（データネット）にあてはめて、判定を確認します。この時、
判定だけでなく、度数分布のどの位置にあるのか、また昨年度の分布で合否の割合はどうなってい
るのかなどをよく見ましょう。

④高３の６月の模擬試験での目標点を記入しましょう。
⑤目標点を取るために、学習状況を整理しましょう。

国語 数学 英語
※成果が上がっていて、これか
らも続けたい勉強法や学習習慣
などについて記入

※ 3 年生 0 学期に克服したい
苦手分野と、その学習法などに
ついて記入

国語 数学
ⅠA

数学
ⅡB

英語
筆記

英語
リスニング

英語
計

化学
基礎

生物
基礎

国語 数学
ⅠA

数学
ⅡB

英語
筆記

英語
リスニング

英語
計

化学
基礎

生物
基礎

自
分
の
得
点

①

学
習
面
で
の

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
、

こ
れ
か
ら
の
課
題

⑤

換
算
点

②

目
標
点

④

国語 数学
ⅠA

数学
ⅡB

英語
筆記

英語
リスニング

英語
計

化学
基礎

生物
基礎

総得点

第1問

第 2問

第 3 問

③センター試験集計結果による判定→【　　　　】

データネットとは、データネット実行委員会（ベネッセコー
ポレーション、駿台予備校）による、大学入試センター
試験の自己採点を基に合否判定などの情報を提供してい
るサービス。
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受験シミュレーションシート２年生
３学期

大
問
別
の
得
点
を
確
認
し
て

成
果
と
課
題
を
考
え
さ
せ
る

結果には大問レベルで
目を向けさせる
実際のセンター試験の問題に取り
組む国語、数学、英語については、
教科・科目の得点だけでなく、各大
問の得点を書かせ、さらに結果の納
得度を◎○△×で可視化させること
で、自身の得意・不得意を明確に意
識させる

「これまでの成果」から
内省させる
これまでの学習への取り組みで成果
につながっていることを振り返った
上で、３年生０学期にやるべきこと
を書かせて、その後の学習計画に
つなげていく

After

1

2

改良ポイント
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改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
議
論
の
中
心
に

な
っ
た
の
は
、セ
ン
タ
ー
試
験
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
受
験
の
結
果
を
、
い
か
に
し
て
生
徒

の
そ
の
後
の
学
習
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
か
だ
。

こ
の
時
期
に
生
徒
に
感
じ
さ
せ
た
い
の
は
過

度
な
危
機
感
で
も
な
け
れ
ば
、
無
力
感
で
も

な
い
。「
頑
張
れ
ば
ま
だ
ま
だ
間
に
合
う
」
と

い
う
前
向
き
な
気
持
ち
と
、「
そ
の
端
緒
と
し

て
３
年
生
０
学
期
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
」

と
い
う
具
体
的
な
指
針
だ
と
い
う
共
通
認
識

の
下
、
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
第

１
志
望
大
学
合
格
の
た
め
に
、
自
分
で
考
え
、

自
分
で
決
め
た
学
習
」
に
着
手
す
る
経
験
が

こ
の
時
期
に
必
要
だ
と
い
う
仮
説
を
立
て
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
受
験
し
た
セ
ン
タ
ー
試

験
の
結
果
を
、
大
問
レ
ベ
ル
で
把
握
し
、
具

体
的
な
学
習
計
画
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

に
し
た
。
な
お
、
学
習
計
画
を
「
こ
れ
ま
で

の
成
果
」
と
「
こ
れ
か
ら
の
課
題
」
と
い
う

２
つ
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
で
、
教
科
担
当

の
教
師
に
と
っ
て
自
身
の
授
業
の
あ
り
方
や

家
庭
学
習
課
題
の
内
容
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
も
な
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
東
筑
高
校
で
は
２
年
生
に
対
し
て

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
が
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
２

年
生
２
月
の
マ
ー
ク
模
試
な
ど
、
そ
の
学
校

の
生
徒
の
状
況
に
合
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

利
用
し
、
各
校
に
必
要
な
３
年
生
０
学
期
を

整
備
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
シミュレーション結果を
シートに記入し、
担任に提出させる

2
面談を通して、

気になる点などをフィードバックし、
３年生０学期の学習をサポートする

3
次年度の３学年団や

教科団の生徒理解の資料として
活用する

改良！指
導ツール

活用の流れ

２年生　３学期　受験シミュレーションシート

前
向
き
な
気
持
ち
と

具
体
的
な
指
針
を
持
た
せ
る

　
３
年
生
０
学
期
の
意
識
づ
け
は
、
本

校
に
お
い
て
、
大
切
に
し
て
い
る
指
導

の
１
つ
で
す
。し
か
し
そ
れ
は
、単
に「
あ

と
１
年
」
と
生
徒
を
焦
ら
せ
る
も
の
で

は
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
第
１
志
望
大
学
の

入
試
で
求
め
ら
れ
て
い
る
力
を
実
感
し
、
今
後
ど

の
よ
う
な
力
を
ど
う
や
っ
て
身
に
つ
け
て
い
く
か

を
考
え
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す
。
み
ん
な
で
同

じ
課
題
を
こ
な
す
学
習
か
ら
、
弱
点
克
服
、
得
意

伸
長
を
意
図
し
た
「
自
分
の
学
習
」
へ
と
３
年
生

０
学
期
に
切
り
替
え
を
ス
タ
ー
ト
で
き
れ
ば
、
よ

り
高
い
目
標
を
達
成
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
私
は
、「
自
分
の
学
習
」
づ
く
り
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
対
策
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
自
分
が
何
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
る
力
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
、

大
学
入
試
の
枠
を
超
え
た
よ
り
重
要
な
力
を
生
徒

に
養
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
経
験
す
る
今
の
高
校
生
で
す
が
、
そ

こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
数
値
や
評
価
に
対
し
て
、

教
師
や
仲
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
自
分
で
思
い
や

熱
を
込
め
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
で
す
ね
。

辻
本
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
教
育
推

進
部
教
務
班
主
任
。 

「
自
分
で
考
え
、
自
ら
の
意
志
で
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て

た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、
京
都
大
、
大
阪
大
、

九
州
大
な
ど
に
１
６
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志

社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
０
０
人
が
合
格
。

数値に熱を込め、高い目標の達成を目指す生徒を育てる
福岡県立東筑高校　辻本貢士　つじもと・こうじ
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒様の情報が削除されているかご確
認をお願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
こ
の
時
期
に
２
年
生
に
受
験
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
一
番
の
ね
ら
い

は
、
普
段
の
学
び
と
入
試
が
つ
な
が
っ

て
い
る
の
だ
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
理
解
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

「
ど
の
よ
う
な
学
習
が
今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
の
得
点
に
つ
な
が
っ
た
か
」
を
生
徒
自
身
に
書

か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ク
ラ
ス
で
こ
の
受
験

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
場
合
は
、

そ
の
部
分
を
丁
寧
に
書
く
よ
う
に
強
く
求
め
ま
す
。

そ
れ
を
面
談
な
ど
で
担
任
が
確
認
し
て
、「
毎
日
の

学
習
が
実
を
結
ん
で
、
こ
れ
く
ら
い
得
点
が
取
れ

た
ん
だ
ね
」
と
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
学

習
に
お
け
る
英
単
語
や
、
数
学
の
難
問
に
対
す
る

取
り
組
み
方
が
粘
り
強
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
力
だ
け
で
は
学
び
の

成
果
や
課
題
に
す
ぐ
に
気
づ
け
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
自
分
と
向
き
合

う
機
会
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
３
年
生
０
学
期
に
、
ほ
か
と
比
べ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
課
題
を
見
据
え
て
、
現
実
を
踏

ま
え
た
対
策
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

き
っ
と
生
徒
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
本
校
で
は
、
国
公
立
大
学
志
望
の
２

年
生
は
、１
月
中
旬
に
２
年
生
２
月
マ
ー

ク
模
試
の
過
去
問
題
を
使
っ
て
弱
点
把

握
を
行
い
、
２
月
マ
ー
ク
模
試
、
３
年

生
６
月
マ
ー
ク
模
試
ま
で
の
学
習
計
画
へ
と
つ
な

げ
ま
す
。
模
試
で
思
う
よ
う
な
成
績
が
取
れ
な
い

生
徒
が
途
中
で
諦
め
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
、

「
今
の
自
分
に
身
に
つ
い
て
い
る
力
は
何
か
」「
も

う
少
し
で
解
け
た
大
問
は
ど
れ
か
」
な
ど
と
プ
ラ

ス
思
考
の
振
り
返
り
が
重
要
で
す
。
現
時
点
で
は

合
格
が
難
し
く
て
も
、
本
人
の
意
識
の
持
ち
方
や

教
師
の
声
か
け
に
よ
っ
て
、
見
事
な
逆
転
合
格
を

果
た
す
生
徒
は
出
て
く
る
の
で
す
か
ら
。
と
は
言

え
、
生
徒
に
と
っ
て
学
力
面
で
の
自
己
分
析
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日
々
の
授
業
の
小
テ

ス
ト
な
ど
で
の
自
己
分
析
を
教
師
が
設
定
し
、
生

徒
に
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
希
望
の
生
徒
に
も
３
年
生
０
学
期
は
必
要

で
す
。
卒
業
生
に
入
社
後
に
必
要
な
力
を
語
っ
て

も
ら
う
な
ど
し
な
が
ら
、
就
職
試
験
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
３
年
生
の
秋
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
学
び
方
、

生
活
習
慣
を
確
立
し
て
い
く
の
か
を
生
徒
自
身
に

考
え
さ
せ
る
場
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

鷲
見
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
高
校
１

学
年
主
任
。
国
語
科
。 「
人
に
優
し
く
、
己
に
厳
し
く
、
勉
強
は
た
ゆ
み
な
く
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
５
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
京
都
大
、
神
戸
大
、

岡
山
大
、九
州
大
な
ど
に
44
人
が
合
格
。私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、国
際
基
督
教
大
、

中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
３
０
人
が
合
格
。

前
田
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
進
路
指
導

部
。
数
学
科
。「
感
謝
の
気
持
ち
が
行
動
の
原
動
力
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
（
普
通
コ
ー
ス
、 

体
育
コ
ー
ス
）
／
共
学

／
１
学
年
約
１
６
０
人
／
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、

和
歌
山
大
、
島
根
大
、
山
口
大
な
ど
に
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
京
都
産
業
大
、

立
命
館
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
41
人
が
合
格
。
短
大
進
学
25
人
、
専
門
学
校
進
学

51
人
、
就
職
22
人
。
公
務
員
５
人
。

日々の学習と入試のつながりに気づけば、生徒は変わる
岡山県・私立岡山中学校・高校　鷲見香織　すみ・かおり

自己を振り返るための力を、平素の学習の中で養う
鳥取県立鳥取中央育英高校　前田幸男　まえた・ゆきお
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東
北
大
学 

工
学
部 

機
械
知
能
・
航
空

工
学
科
は
、
最
先
端
の
機
械
工
学
分
野
を

幅
広
く
扱
い
、「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」「
航
空

宇
宙
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
」
な
ど
７
コ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
る
。
同
学
科
の
特
徴
は
、

こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
学
科
内
の
す

べ
て
の
授
業
を
英
語
で
学
べ
る
国
際
学
士

コ
ー
ス
「
国
際
機
械
工
学
コ
ー
ス
」
を
設

置
し
て
い
る
点
だ
。
　
　
　

　
同
コ
ー
ス
は
、
世
界
各
国
の
学
生
が
と

も
に
学
ぶ
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
科
学

者
や
技
術
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、

２
０
１
１
年
に
設
置
さ
れ
た
。
１７
年
度
か

ら
は
、
日
本
人
学
生
の
受
け
入
れ
も
開
始

し
（
＊
）、
２
人
が
入
学
し
た
。
そ
の
う

＊2017年度から同コース入学希望の日本人を対象とした秋入学のグローバル入試を２月と６月に実施。秋入学で問題となるギャップターム（合格後の４～９月）では、入学
後の学習をスムーズにスタートできるよう英語研修、数学物理演習などのプレ教育を実施。

工学部
機械知能・航空工学科２年
管 一兆
グァン・イザオ
中国出身。大学院への進
学を志望。

工学部
機械知能・航空工学科４年
范 怡晴
ファン・イキング
中国出身。大学院卒業後、
研究者となることを志望。

工学研究科
ファインメカニクス専攻
Jowesh Goundar
ジョイッシュ・ガウンダー
フィジー出身。エンジニア
として母国の電力事業へ
の寄与を希望。

世界中から集まった仲間と
英語で工学教育を学ぶ
日本にいながら、すべての授業が英語で学べる環境です。日
本人はもちろん、世界各国から日本の文化や科学技術に興味
を持って日本で学びたい学生が集まっています。（管さん）

「世界中に同級生がいる」という
グローバルなネットワークを構築できる
国際機械工学コースには、10か国以上の学生が在籍し、
授業中は皆、積極的に議論しています。また、授業外
での交流の機会も豊富です。（Joweshさん）

世界各国の学生と英語で学び、
世界で活躍する科学者を目指す
東北大学 工学部 機械知能・航空工学科 国際機械工学コース

す
べ
て
の
工
学
教
育
を

英
語
で
学
べ
る
環
境

学外での発信に向けた
「発信力」を高める
授業では、発表や議論のトレー
ニングを重ねます。その成果の
場として、４年次の９月には、
国内の学会で卒業研究の内容
についてプレゼンテーション
を行いました。（范さん）

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生
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ち
の
１
人
で
あ
る
１
年
生
の
加
藤
里り

彩さ

さ

ん
は
、「
英
語
力
を
鍛
え
な
が
ら
、
機
械

工
学
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
授
業

は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
海
外

進
学
よ
り
も
学
費
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が

魅
力
で
し
た
」
と
入
学
の
動
機
を
語
る
。

　
同
コ
ー
ス
の
１
学
年
の
定
員
は
約
15
人

で
、
中
国
や
韓
国
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
エ

ジ
プ
ト
な
ど
10
か
国
以
上
の
学
生
が
在

籍
。
授
業
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
生
活
で

も
共
通
語
と
な
る
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
お
互
い
に
理
解
し
合
う

姿
が
見
ら
れ
る
。
２
年
生
の
管

グ
ァ
ン

一イ
ザ
オ兆
さ
ん

は
、　「
文
法
の
使
い
方
な
ど
に
間
違
い
が

あ
っ
て
も
お
互
い
様
と
い
う
雰
囲
気
で
積

極
的
に
会
話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
学
び

を
深
め
、
英
語
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
そ
の
様
子
を
話
す
。

　
フ
ィ
ジ
ー
出
身
のJow

esh Goundar

さ
ん
は
、
母
国
の
大
学
を
卒
業
し
た
後
に

１
年
間
、
電
力
会
社
に
勤
務
し
た
後
、
国

費
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
。

　「
最
先
端
の
技
術
を
英
語
で
学
べ
る
点

に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
電
力
事
情
が
よ
く
な

い
フ
ィ
ジ
ー
で
、
安
価
か
つ
確
実
な
電
力

供
給
を
実
現
す
る
た
め
に
、
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
マ
テ
リ
ア
ル
を
用
い
た
太
陽
光
発
電
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
同
コ
ー
ス
の
一
部
の
授
業
は
、
コ
ー
ス

受
講
生
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
日
本

人
学
生
に
も
開
放
し
、
単
位
取
得
も
認
め

て
い
る
。
学
生
の
や
る
気
次
第
で
、
日
常

の
授
業
を
通
し
て
、
英
語
力
の
向
上
や
留

学
生
と
の
交
流
を
図
れ
る
教
育
環
境
だ
。

　
東
北
大
学
は
「
実
学
重
視
」
を
掲
げ
て

お
り
、
同
学
科
で
も
１
年
次
か
ら
、
講
義

で
得
た
知
識
が
、
社
会
で
ど
う
役
立
つ
か

を
実
感
で
き
る
実
験
や
演
習
を
豊
富
に
用

意
し
て
い
る
。
４
年
生
の
范

フ
ァ
ン

怡イ
キ

晴ン
グ

さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
計
測
工
学
の
授
業
で
実
際
に
球
速
を

測
っ
た
り
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
操
作
し

た
り
と
、
知
識
が
ど
う
役
立
つ
か
を
感
じ

ら
れ
る
授
業
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
学
び
を
通
し
て
、
３
年
次
か
ら
の
研

究
室
で
何
を
研
究
す
る
か
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
固
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
並
行
し
て
、
１
年
次
か
ら
重
視
し
て
い

る
の
が
、
発
表
や
討
論
の
能
力
育
成
だ
。

今
後
の
科
学
者
や
技
術
者
に
は
、
世
界
中

の
人
と
協
働
し
て
問
題
解
決
を
図
る
力

が
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
活

動
を
各
学
年
で
取
り
入
れ
て
い
る
。

　「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
自
分

が
十
分
に
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、

相
手
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
論
文
を
読
み
、
分
か
っ
た
つ
も
り
に

な
っ
て
資
料
作
り
を
し
て
い
た
こ
と
を
反

省
し
ま
し
た
」（
管
さ
ん
）

　
ま
た
、
同
学
科
は
ク
オ
ー
タ
ー
制
で
、

ど
の
科
目
も
週
２
回
授
業
を
実
施
し
、
２

か
月
間
と
い
う
短
期
間
で
単
位
が
取
得
で

き
る
。
例
え
ば
、
４
・
５
月
に
集
中
的
に

授
業
を
受
け
、
６
月
か
ら
夏
休
み
に
か
け

て
海
外
留
学
を
す
る
な
ど
、
学
び
の
流
動

性
を
高
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
同
学
科

の
学
部
生
の
約
１
割
は
留
学
を
経
験
す
る

と
い
う
。
１
・
２
年
生
は
語
学
、
３
・
４
年

生
や
大
学
院
生
は
研
究
を
目
的
と
し
た
留

学
が
多
い
。

　「
大
学
院
に
進
学
後
、
研
究
テ
ー
マ
で

あ
る
材
料
分
野
に
強
い
ア
メ
リ
カ
の
大
学

院
に
交
換
留
学
し
た
い
で
す
」（
范
さ
ん
）

　
留
学
生
の
多
く
は
、
同
大
学
や
海
外
の

大
学
院
に
進
学
し
、
将
来
は
母
国
で
活
躍

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
留

学
生
の
熱
意
を
日
本
人
学
生
に
も
波
及
さ

せ
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　こ
れ
か
ら
の
科
学
者
や
技
術
者
は
、
個
人

と
し
て
優
秀
な
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の

人
々
と
協
力
す
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
強

み
を
生
か
し
て
、
複
雑
な
問
題
を
解
決
し
て

い
く
力
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
国
際
的
な

協
働
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
活
躍
で
き
る
若
者
の
育
成
が
、
本
学
科

の
目
的
で
す
。

　そ
う
し
た
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
物
を
目

指
す
に
は
、
英
語
力
に
加
え
、
多
様
な
文
化

や
価
値
観
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
力
を
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
際
機
械
工

学
コ
ー
ス
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た

学
生
が
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
を
理
解
し
合

う
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、
世
界
最
先
端
の
研

究
を
進
め
て
い
く
中
で
、
そ
の
よ
う
な
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
卒
業
後
も
、
と
も
に
学
ん
だ
同
級
生
が

世
界
中
に
い
て
、
い
つ
で
も
連
絡
を
取
り
合

え
る
と
い
う
状
況
は
、
貴
重
な
財
産
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　各
国
か
ら
集
ま
っ
た
留
学
生
の
学
び
へ
の

姿
勢
は
、
非
常
に
積
極
的
で
す
。
日
本
人
の

学
生
も
、
彼
ら
と
と
も
に
学
ぶ
中
で
、
よ
り

積
極
性
を
高
め
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

各
国
の
学
生
が
切
磋
琢
磨
し

積
極
的
に
学
び
を
深
め
る

大

の

い

学

思
工
学
部

機
械
知
能
・
航
空
工
学
科 

教
授三浦

英
生

み
う
ら
・
ひ
で
お

１
年
次
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な

資
質・能
力
を
育
成

海
外
留
学
し
や
す
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
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立
命
館
大
学 

文
学
部
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
東
西
大
学

校
（
韓
国
・
釜
山
）、
広
東
外
語
外
貿
大

学
（
中
国
・
広
州
）
と
共
同
運
営
す
る
国

際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
日
中
韓
の
言
語

に
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
理
解
し
、

３
か
国
を
つ
な
ぐ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

指
し
て
、
２
０
１
２
年
度
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

版
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
、
１６
年
度
か
ら

常
設
化
さ
れ
た
。
各
大
学
と
も
１
学
年
２０

人
が
定
員
で
、
立
命
館
大
学
は
入
学
前
に

選
抜
を
行
う
。
人
文
学
科
１
年
生
の
今
井

詩し

文ふ
み

さ
ん
は
、「
韓
国
文
化
へ
の
興
味
と
、

留
学
へ
の
憧
れ
も
あ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
希
望
し
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。

広東外語外貿大学
２年
楊 天任
よう・てんにん
中国湖南省長沙市長郡中学
卒業。将来はアジアで活躍
する工業デザイナーを目指す。

文学部
人文学科１年
今井詩文
いまい・しふみ
京都府・私立立命館中学
校・高校卒業。東アジア
各国をつなぐ仕事を志望。

文学部
人文学科２年
滝宮七海
たきみや・なみ
兵庫県・神戸市立葺合高
校卒業。留学経験を生か
し、国際的な仕事を志望。

他国の学生とともに留学し、
刺激を受け合いながら学ぶ
中国人学生と一緒に、韓国に留学しました。皆、
初めての韓国留学でしたが、中国人学生の授
業への姿勢はとても積極的で、自分の学びへ
の姿勢を見直しました。（滝宮さん）

３か国の学生が、お互いの言語と
文化を学び合うプログラム
母国以外の２か国の学生と交流し、理解を
深め合う中で、母国についても相対化して
捉えられるようになりました。（楊さん）

日中韓の３つの大学を移動して学び
東アジアの架け橋となる人材を育成

立命館大学 文学部 「キャンパスアジア・プログラム」

２
年
間
で
中
国
と
韓
国
へ

半
年
ず
つ
２
回
留
学

母国以外の２か国を　　
２年間で２周して学ぶ
２年次の前期の韓国留学では、
語彙力の不足を実感。３年次
の韓国留学では、もっと深いコ
ミュニケーションを取れるよう
になりたいです。（滝宮さん）

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生
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プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、
２
・

３
年
次
に
２
か
国
を
２
周
す
る
「
移
動

キ
ャ
ン
パ
ス
」
だ
。
立
命
館
大
学
の
学
生

の
場
合
、
２
・
３
年
次
に
半
年
間
ず
つ
韓

国
と
中
国
に
留
学
す
る
た
め
、
計
２
年
、

海
外
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
１
年
次
は
、
留
学
の
た
め
に
中
国
語
・

朝
鮮
語
を
集
中
的
に
習
得
す
る
。

　「
語
学
の
授
業
は
、
留
学
生
が
参
加
し

た
り
、
ウ
ェ
ブ
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
で
現

地
学
生
と
交
流
し
た
り
と
、
実
践
的
な
内

容
で
す
。
来
年
度
か
ら
留
学
す
る
と
い
う

明
確
な
目
標
が
あ
る
た
め
、
熱
が
入
り
ま

す
」（
今
井
さ
ん
）

　
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
や
文
化
な

ど
人
文
学
の
基
礎
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
な
ど
を
学
び
、
留
学
に
備
え
る
。

　
２
年
次
に
は
、
２
か
国
に
半
年
間
ず
つ

１
周
目
の
留
学
を
す
る
。
現
地
で
の
学
び

の
中
心
は
、
語
学
学
習
だ
。
文
法
な
ど
の

基
礎
に
加
え
、
会
話
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
実
践
的
な
授
業
を
受

け
、
語
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

　
人
文
学
科
２
年
生
の
滝
宮
七な

海み

さ
ん

は
、「
留
学
先
の
韓
国
で
は
、
中
国
人
学

生
の
朝
鮮
語
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
負
け
ら

れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
朝
鮮
語
に
耳
が
慣
れ
ず
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
１
か
月
ほ
ど
経
つ
と
、
か
な

り
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
話
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
さ
ら
に
、
現
地
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
演

習
を
行
う
。
例
え
ば
、
各
国
の
学
生
が
母

国
以
外
の
立
場
に
立
っ
て
議
論
す
る
中

で
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
。
広
東
外

語
外
貿
大
学
２
年
生
の
楊よ

う

天て
ん

任に
ん

さ
ん
は
、

「
尖
閣
諸
島
問
題
に
つ
い
て
日
本
の
立
場

か
ら
考
え
る
う
ち
に
、
自
分
の
考
え
が
変

化
し
、
物
事
を
客
観
的
に
捉
え
る
大
切
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
滝
宮
さ
ん
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
見
て
い
る
と
、
中
国
や
韓
国
に
は
、

『
反
日
』
意
識
を
持
つ
方
が
多
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
個
人
に
よ
っ

て
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
」
と
述
べ
る
。

　
寮
生
活
で
も
、
現
地
の
学
生
や
留
学
生

間
で
交
流
し
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
。

滝
宮
さ
ん
は
、「
ル
ー
ム
メ
イ
ト
の
中
国

人
が
夜
遅
く
ま
で
勉
強
し
て
い
る
こ
と
に

驚
き
、
自
分
も
や
ら
な
く
て
は
と
刺
激
を

受
け
ま
し
た
」
と
話
す
。

　「
中
国
人
に
比
べ
、
日
本
人
は
待
ち
合

わ
せ
時
間
な
ど
の
約
束
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
知
り
、
お
互
い
の
生
活
や
考
え
の
違

い
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
」（
楊
さ
ん
）

　
３
年
次
に
実
施
す
る
２
周
目
の
留
学

で
、
１
周
目
の
成
果
と
課
題
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大

き
な
利
点
だ
。
１
周
目
で
自
分
の
力
不
足

を
痛
感
し
、
よ
り
勉
強
に
熱
心
に
な
る
学

生
の
姿
も
見
ら
れ
る
。
２
周
目
の
留
学
で

は
、
語
学
力
が
高
ま
り
、
人
間
関
係
も
築

か
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
で
深
い
議
論
が
で
き
る
と
い
う
。

　「
１
周
目
の
韓
国
留
学
で
は
歴
史
や
文

化
を
あ
ま
り
理
解
し
て
お
ら
ず
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
ま
り
意
見
が
出
せ
な

か
っ
た
の
で
、
次
は
し
っ
か
り
勉
強
し
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
」（
楊
さ
ん
）

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
生

は
、
外
資
系
企
業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関

わ
る
広
告
会
社
な
ど
に
就
職
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
し
て
い
る
。

　「
留
学
前
は
将
来
の
目
標
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
周
目
の
留
学
を

経
験
す
る
中
で
、
日
本
語
教
師
な
ど
語
学

力
を
生
か
し
た
国
際
的
な
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
滝
宮
さ
ん
）

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア・プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

３
か
国
の
大
学
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
点
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
距
離
的
に
も
近
く
、政
治・

経
済
で
も
つ
な
が
り
が
深
い
中
国
や
韓
国
の

文
化
や
歴
史
、
社
会
を
学
び
、
違
い
を
認
識

し
つ
つ
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
授
業
で
は
、
３
か
国
の
学
生
が
混
合
さ

れ
た
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
例
え
ば
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日

中
韓
の
関
係
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

意
見
を
調
整
し
、
ま
と
め
る
力
が
育
っ
て
い

き
ま
す
。
日
本
人
学
生
は
、
中
韓
の
学
生
が

積
極
的
に
自
分
を
表
現
す
る
姿
に
刺
激
を
受

け
る
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
客
観
的
な
立
場

か
ら
相
手
の
意
見
を
聞
き
、
時
に
は
中
韓
の

学
生
の
仲
介
を
す
る
な
ど
、
調
整
能
力
の
高

さ
は
日
本
人
学
生
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
違
い
は
、
２
か
国
で
は
な
く
、
３

か
国
の
学
生
が
実
際
に
交
流
し
、
自
分
を
対

象
化
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
各
国
に
で
き
る
友
人
も
貴
重
な
財

産
と
な
り
ま
す
。３
か
国
で
の
学
び
を
通
し
、

東
ア
ジ
ア
社
会
の
安
定
と
発
展
に
貢
献
す
る

人
材
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
か
国
の
関
係
性
の
中
で

自
分
を
対
象
化
し
て
成
長
す
る

大

の

い

学

思
文
学
部

　准
教
授

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

廣
澤
裕
介

ひ
ろ
さ
わ
・
ゆ
う
す
け

３
か
国
の
学
生
が
刺
激
し
合
い

相
互
理
解
を
深
め
て
い
く

１
周
目
の
留
学
の
反
省
を
基
に

２
周
目
の
留
学
を
充
実
さ
せ
る
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講
演
会
の
成
否
は
講
師
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
特
に
、
講
師
選
び
や

登
壇
交
渉
な
ど
を
苦
労
し
な
が
ら
進
め
て

き
た
場
合
、「
こ
の
講
師
を
呼
べ
た
だ
け
で

成
功
だ
」「
あ
と
は
講
師
に
任
せ
れ
ば
よ
い
」

と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
講
演
会
当
日
ま
で
に
企
画
者
や

講
演
会
の
司
会
・
進
行
役
が
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
最
も

力
を
入
れ
た
い
の
が
、
参
加
者
で
あ
る
先
生

方
や
生
徒
た
ち
の
、
講
演
会
へ
の
期
待
感
を

高
め
る
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
も
、
授
業
改

善
の
研
修
会
や
進
路
学
習
と
し
て
の
講
演
会

な
ど
で
は
、
管
理
職
な
ど
一
部
の
教
師
を
除

き
、
大
半
の
人
が
「
誰
が
、
何
を
話
す
の
か
」

を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
ま
ま
会
場
に
足
を

運
び
、
講
演
会
が
始
ま
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

で
す
。
多
忙
な
先
生
方
が
役
割
分
担
を
し
な

が
ら
講
演
会
を
開
催
す
る
の
で
す
か
ら
、
事

前
の
告
知
に
手
間
ひ
ま
を
か
け
ら
れ
な
い
の

は
仕
方
の
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
参
加
の
仕
方
で
は
、
参
加
者
は
講
演
と

い
う
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
受
け
手
に

と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
各
自
が
課
題
意

識
を
持
っ
て
講
演
を
聞
く
よ
う
、
企
画
者
や

司
会
・
進
行
役
に
よ
る
仕
か
け
が
必
要
で
す
。

感動・気づきをもたらす講演会

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

講師側の原因
◎その学校の教師、生徒の実情を理解せずに話している
◎長時間、一方的に話している
◎抽象論ばかりで具体的なエピソードに乏しい

参加者側の原因
◎誰が何を話すのか、理解せずに講演会に臨んでいる
◎課題意識を持たずに、漫然と受け身のまま聞いている
◎適切なタイミングで質疑することができない

参
加
者
は
課
題
意
識
を
持
っ
て

講
演
会
に
臨
ん
で
い
る
か
？

テーマ

　これからの授業のあり方などを考えるヒントを得るために、
校内研修として講師を招き、「主体的・対話的で深い学び」や「カ
リキュラム・マネジメント」などをテーマにした講演を聞く機
会が増えているのではないでしょうか。また、日々の学習を社

会と結びつけるために、社会人などの講演を生徒、教師が聞く
取り組みも多くの学校で見られます。しかし、講演会の中には
期待していた感動や気づきが得られないケースもあります。そ
のような講演会になってしまう原因はいくつか考えられます。

講演会がつまらない原因は、講師と参加者の双方にある
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次
回
の
テ
ー
マ

　
講
演
会
の
講
師
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
は

今
の
自
分
と
は
距
離
の
あ
る
、
す
ぐ
に
は
手

が
届
か
な
い
人
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
し
か
し
、
講
師

の
言
葉
に
講
演
会
中
は
納
得
し
て
も
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
、「
自
分
と
あ
の
講
師
と

で
は
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
違
う
」
な
ど
と

自
分
の
中
に
言
い
訳
を
探
し
て
し
ま
い
、
い

つ
の
間
に
か
熱
が
冷
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、

実
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
講
演
会

の
出
来
不
出
来
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
参

加
者
の
中
に
、
自
分
が
直
面
す
る
課
題
に
講

師
の
話
か
ら
ヒ
ン
ト
や
励
ま
し
を
得
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
、
つ
ま

り
「
聞
く
準
備
」
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
原
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
講
演
会
の
成
否
は
、
講
演
そ
の
も
の
を
楽

し
め
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
講
演
会
後
、

い
か
に
自
分
の
中
に
変
化
や
成
長
を
生
め
る

か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
参
加
者
が
自
分

の
課
題
と
講
師
の
話
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ

け
る
こ
と
で
、
感
動
や
気
づ
き
が
深
く
心
に

刻
ま
れ
る
講
演
会
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

講
演
内
容
と
自
分
の
課
題
と
を

結
び
つ
け
ら
れ
る
仕
か
け
を

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
校
現
場
で
す
ぐ
に
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
議
・
研
修
の
進
め
方
や
、
運
営
の
際
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
先
生
方
が
参
加
す
る
会
議
・
研
修
の
場
で
、

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
よ
う
な
配
慮
や
工
夫
が
な
さ
れ
る
と
、
参
加
者
の
学
び
や
考
え
は
ど
の
よ
う
に
深
ま
る
の
か
、
次
回
は
実
践
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

司会・進行役による仕かけ「松・竹・梅」
参加者が講演会に興味を持って参加し、講演の内容を自分の課題と結びつけ、
その後の行動変容へとつながるようにする、
講演会の企画担当者や司会・進行役による仕かけを難易度別に紹介します。

興味を高める情報を前もって提供する
講演会という「学習活動」に対する準備ができるように、誰が、何を話
すのか、なぜそのような講演会が設定されたのかを説明します。

❶講演内容を事前にチラシなどで告知する
講演内容をチラシなどにまとめて、事前に告知することで、参加者は講師につ
いて調べたり、なぜそのような講演会を学校が企画するのか、ねらいを考えた
りすることができます。

❷講演の「前説」で、ねらいを説明する
たくさんの配布物がある学校では、チラシが参加者の目に届かないことも考え
られます。講演の前に司会・進行役が講演会のねらいや、講演を通して考えて
ほしいテーマについて述べることで、参加者は「聞くポイント」をしっかりと意識
して講師の話を聞くことができるようになります。

集中が求められる課題を参加者に与える
講演をただ聞くだけではなく、聞いたことを基に作業をすることが事前に
明らかになっていれば、参加者はより集中して講演会に臨みます。

❶ワークシートで聞くポイントを示す
講演会の前にワークシートやアンケートを参加者に配布し、講演会後に提出し
てもらうようにします。自由記述ではなく、講演会を通して考えてほしい項目を
明記したワークシートを配布することで、聞くポイントが明らかになります。

❷質疑や謝辞の担当を事前に決めない
講師への質疑や謝辞を誰が行うかを事前に決めることで、「自分は集中して聞
かなくても大丈夫」という油断を参加者に生むことになります。自由に発言して
もらうのがベストですが、なかなか手が挙がらないことが予想される場合は、参
加者に番号を割り振り、講師にその番号で指名してもらうのも一案です。

自校に合った講演会を講師と一緒につくる
講師に参加者（教師、生徒）の状況や課題を理解してもらうほど、その
学校に合った講演会をつくることができます。

❶質疑応答を途中で挟み、講演会を「ナマモノ」にする
1つの挑戦を成し遂げた講師による講演会の場合、まず、その挑戦に関する事
実を話してもらい、途中で参加者に質問を募ります。講師には、質問を通して参
加者を理解した上で、さらに思いや哲学を語ってもらいます。講演会の途中で
学校の生の声をぶつけることにより、講師から自校に合った言葉を引き出します。

❷講演内容や投影スライドを事前にチェックする
事前に講演内容の概要を教えてくれたり、投影スライドを見せてくれたりする講
師であれば、「この部分を本校では詳しく話してほしい」「この部分は本校では
既に終わっている内容だ」などと、講師に要望や状況を伝えることができます。

感動・気づきを
もたらす
講演会

梅
│
初
級

竹
│
中
級

松
│
上
級

・共感できたことは何か

・違和感を持ったことは何
か

・もっと聞きたいと思った
ことは何か

・明日からの校務にどのよ
うな変化をもたらしそう
か

◎チラシの例　
高校で実施した生徒向け「対話」の
ワークショップの案内。ねらいとと
もに、「話し下手でも大丈夫」と不
安を解消する説明も行いました。

◎ワークシートの項目例

◎講演会を構造化する流れの例
　（90分の場合）
0分

50 分

70 分

90 分

START

BREAK

GOAL

講師が事実を中心
に話す

参加者が共感点や疑問
点、自身の不安を述べる

それらを踏まえて、講
師が思いや哲学を語る
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『VIEW21』高校版　読者モニター
今号の「指導変革の軌跡」で取り上げさせ
ていただいた青森県立五所川原農林高校の

取材では、記事でも紹介した「GLOBAL G
ギ ャ ッ プ

.A.P.」の公開模
擬審査を見学しました。公開模擬審査には、県内外から約
130 人の農業関係者が参加されていて、注目度の高さがうか
がえました。模擬審査後の生徒へのインタビューでは、「人
前に立つのが苦手でしたが、認証取得の過程で力がついた」
と自信を持って答えてくれ、それを聞いていた先生方は生徒
の成長をうれしく思っ
ている 様 子でした。
何事にも果敢に挑戦
する生徒たちが、ど
のような日本の農 業
の未来をつくっていく
のか……今後の活動
に期待です！（廣田）

『VIEW21』高校版編集部では、「現場とともに考える」情報誌を
つくるため、『VIEW21』高校版に対するご感想やご意見をお寄
せいただける先生からのご応募をお待ちしています。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
下記のいずれかの方法でご応募ください

募集しています！
を 編集後記

Reader ’s  VIEW　

「差異」に着目して、発問を見直す
　10 月号の特集は、「資質・能力は特定の教科・科目の

みで育まれるものではないからこそ、学校全体で指導や

評価を分担する」ことの意味を問い直すよい機会となっ

た。生徒一人ひとりの小・中学校までの学習・生活経験

をしっかり把握し、それを基に高校３年間で伸ばしてい

くためには、大学入試の変化も踏まえつつ、教育内容

や方法、授業と評価のあり方の再点検が必要だ。また、

「差異」に着目した発問については、発問の構成を中心

に考えてきた自らの授業のあり方を見直す必要性を感じ

た。「なぜ」を授業の中心に据え、どのような言葉で生徒

に問いかけるのかに加え、生徒たちの答えの「差異」を

深く掘り下げていく授業を目指したい。徳島県　匿名希望

生徒にも教師にも必要な教育活動計画
　教科指導だけでなく、学校行事や部活動なども含めた

教育活動全体で生徒の「資質・能力」を育成する重要性

を再認識した。半数以上の生徒が卒業後に就職する勤

務校では、就職の内定が出るまでは授業にも学校行事に

も真剣に取り組むが、内定が出ると学校行事などは「楽

しむこと」を重視する生徒が多いように感じる。その点、

教育活動計画の作成は、生徒だけでなく教師にとっても、

学校行事の目的を認識するために重要な取り組みで、参

考になった。今後は、各教育活動で育成を目指すと設定

した「資質・能力」が、本当にその活動で育成できている

のかどうかを評価する仕組みが、一層重要になるだろう。

静岡県立御殿場高校　松山陸

教育目標を前面に出した学校紹介も重要
　山梨県立吉田高校の実践は、大変参考になった。受

験校を決める中学生にとって、吉田高校では８つの力

の育成を目標に掲げて授業や学校行事が行われている

ことが明確に分かるので、志望校選びの指針になり、同

時に安心して同校を受験できるだろう。今後、進学実績

だけでなく、教育目標を前面に出した学校紹介が求め

られる時代になると思った。 福井県立道守高校　松田透

• 生徒たちの自主性を促すためにも、
まず自分が計画的に行動できるように
なる。　　　　　　　　　　 愛媛県

• 今年還暦を迎えたが、経験に頼らず、
常に新しい教育を目指したい。 福島県

•スクラップ＆ビルド。仕事をビルドす
ることはもちろん、思い切って仕事を
スクラップする努力！　 　　　静岡県
• 異動希望が殺到するような学校に
変革させる。　 　　　　　　 愛知県

2017年 6～10月号までの3号を通しての特集へのご意見

テーマ
2018年の抱負

次号は2月13日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2018 　 月号2

❶下記２次元コードを読み取って
アクセスいただき、
必要事項をご記入
の上、ご送信くだ
さい。

❷学校名、お名前、分掌、ご教職歴を
ご記入の上、下記の e-mail アドレスに
ご送信ください。

view21_since-1975
@mail.benesse.co.jp

先生方からの
ご意見を
紹介します

〈個人情報の取り扱いについて〉　『VIEW21』高校版・読者モニター募集でご提供いただく個人情報は、アン
ケートの集計・分析による VIEW21 誌面評価、企画開発、VIEW21 誌面・ウェブサイトへの掲載、教育情報
の提供ならびに謝礼の発送の目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場
合、手続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委
託しますが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ
窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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情熱教師 F i l e 5

今月の表紙　東京都・国立東京学芸大学附属国際中等教育学校　杉本紀子先生

生 徒 と 紡 ぐ

杉本紀子先生　教職歴 24 年。同校
に赴任して21年目。主幹教諭。進路
指導主事。ＳＧＨ委員会主任。

東京都・国立東京学芸大学附属国際中等教育学校　全日制／普通科／共学／１学年
約130人／ 2017年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、東京大、京都大など
に29人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ266人が合格。

広がる世界、広げる世界
　　　小学生にプログラミングを教える私たちの活動

「Programming Of the Kids By the Kids For the 
Kids.」が５年目になり、今はスーパーグローバルハイ
スクール（以下、SGH）の課題研究として、企業と共
同でワークショップを開催したり、訪問する学校数を
増やしたりと、活動範囲はかなり広がりました。
　　　自分たちで訪問先の学校を見つけてきたり、企
業と連絡を取って計画を立てたりする行動力は、正直、
先生以上だなと思うことがあります。
　　　最初はプログラミングが何かすら知らない子ど
もたちが、最後には自力でゲームを作り「できたよ！」
と見せてくれる時にやりがいを感じます。勉強や部活
動との両立は大変だけれど、またやりたいと思うんです。
　　　学校外の人と話す機会がたくさんあるのも、楽
しくて刺激を受けています。今までで一番苦労したの
は、去年参加した SGH 指定校の発表会です。発表は
中１から何度も経験していたけれど、あの時の練習で
は先生からいろいろ指摘されてへこたれそうでした。
　　　初めて参加する公的な SGH 発表会だったから、
研究の信頼性をいかに高めるか、発表会のテーマに

沿った内容になっているか、厳しく指摘したよね。
　　　スライドの内容や発表時の姿勢など、見やすく
分かりやすく伝える重要性を学びました。ポスター発
表もプレゼンテーションも金賞を受賞し、先生から「よ
く頑張ったね」と言われて、すごくうれしかったです。
　　　審査員から高評価を受けて、みんなで大喜びし
たよね。でも、先生としては、発表会でみんなが他校
の発表をしっかり聞いて、先生の予想以上に的確な質
問をしていたのがうれしかったな。
　　　それまで、質問をすると相手の発表が不十分だ
と言っているような気がしていましたが、実際に自分
が発表した後、質問をされると、研究内容に関心を持っ
てくれているんだとうれしくなりました。先生が「質
問は相手へのリスペクトだ」と言われていた意味が分
かって、それからは相手の発言をしっかり聞いて質問
をしたり、感想を言ったりするようになりました。
　　　授業も大切だけれど、体験でしか学べないこと
もたくさんあります。SGH の活動はその１つです。み
んなが安心して社会に出て、たくさんの多様な体験が
できるよう、これからも後押しをしていくね。

生徒

生徒

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

先生

任校では、 たくさんの先生方から、様々なこ

とを教わりました。もちろん、経験が浅い私

なりに、授業、クラス経営、部活動などと、それぞ

れの指導場面で一生懸命に取り組んでいました。で

も、今改めて振り返ってみると一つひとつの指導が、

それぞれの生徒を理解し、育てるものとして十分に

結びついてはいなかったかもしれません。

　そんな私に対して、いろいろな先生が折に触れて

「生徒への接し方」をアドバイスしてくれました。先

生方がそれぞれの言葉で私に教えてくださろうとし

ていたのは、「生徒に大きな影響を与える教師として、

『もっと自分に責任を持て』」ということだと

私は気がつきました。当時、教科指導に力を入れて

いた私が、「生徒指導、進路指導、教科指導はすべて

が互いにつながっている。だから生徒指導の際には、

生徒に集団の中で学び、働くという進路指導につい

ても意識させる必要があり、教科指導では、生徒の

生活面の変化などの生徒指導にも目を向けなければ

いけない」と、１人の生徒を多面的に見る教師の責

任の重大さを理解したのです。

　先輩方からアドバイスをいただいた場面は、今で

も鮮明に覚えています。それは、学びの価値が私の

成長とともにさらに大きくなり、その言葉が発せら

れた瞬間がより深く心に刻まれるからかもしれませ

ん。他者からの学びが自分の血肉として、変化して

いく時間と言えるでしょう。

者を育てる言葉は、発する側と受け取る側の

関係で変わってくるのだと思います。それは、

教師間はもちろん、教師と生徒の関係でも同じです。

同様の指導でも、この生徒にはこの言葉で響くけれ

ど、この生徒には別の言葉の方が響くといったこと

はよくあります。また、同じ生徒への指導でも、タ

イミングが違えば選択すべき言葉は全く変わります。

指導には、「これしかない」という正解が存在せず、

時に誤解やすれ違いも起こってしまいますが、それ

でも恐れずに、自分に責任を持って思いを語り続け

るのが、「教師」という仕事なのだと思います。

　学校も１つの社会ですから、そこにはいろいろな

生徒、先生がいます。何事にも熱い人もいれば、ド

ライな人もいます。特に最近は、生徒も教師もそう

した差異が大きくなっている気がします。それでも

私は、「そういう人だから仕方ない」「言っても無駄」

などとは思いたくはありません。差異は認めた上で、

「この学校では教師も生徒も、誰もが少しずつでも変

わりたい、よくなりたいと願っている」と信じて、

目の前の生徒、そして同僚へのよりよい言葉を探し

ていきたいと思っています。「いつか、きっと伝わる」

という信頼を持ち続ける大切さも、私がこれまでの

教師生活の中で学んだことの１つです。

会は今、個を尊重する時代です。それは大切

な考え方だと思います。ただ、個を尊重する

ことと、それぞれの個が孤立してしまうことは決し

て同じではありません。どんな声かけが効果的なの

かなどはまだまだ勉強中ですが、今後も先生方と同

じ方向を向いて、日々努力していきたいと思ってい

ます。

No. 005
静岡県・沼津市立沼津高校・中等部

谷野公彦先生
やの・きみひこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職 歴23 年。同校に赴任して７年目。
教務主任。数学科。 

静岡県・沼津市立沼津高校・中等部　全日制
／普通科／共学／１学年約 200人／2017
年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、
北海道大、筑波大、横浜国立大などに22
人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京
理科大、明治大などに延べ 173 人が合格。
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お客様
サービスセンター

対話で創る

主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング
生物　
東京都・私立昭和女子大学附属昭和中学校・高校　山下兼彦

地理　
大分県立日田高校　筬島朋子

指導変革の軌跡
青森県立五所川原農林高校
茨城県・私立江戸川学園取手中・高校

おさじま

と り で

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 7
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２０１８年度以降入試活用予定大学 は256大学
スコアが活用できる大学やその他の情報は公式Webサイトをご覧ください。

GTEC CBT 検　索詳しくは GTEC CBT
公式ホームページをご覧ください。

2
特長

1
特長

ジーテック シービーティー

のスコアは
大学入試に活用できます。

「留学の成果測定」や
「英語力の育成」にも
ご活用いただけます。

3
特長

高校生に最適な出題。

4
特長 全国４７都道府県の

公開会場で受検可能です。

2018年1月6日●土～2月22日●木
※年度内２回まで受検可能

２０１8年２０１7年度

申込期間

検定料

検定日 ３月２5日●日

９,７２０円（消費税８％込み）

CEES（一般財団法人 進学基準研究機構）は、グロー
バル人材の育成を目的に設立された団体であり、 
GTEC CBTをベネッセコーポレーションと共催します。

ジーテック シービーティー

英語4技能を多角的に測定する新・英語検定

ListeningSpeaking Writing Reading

※2017 年８月 31 日時点の情報です。
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